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ME/WA TOWN 

あじいちゃん、あばあちゃん

ありがとう。

幼稚園のみんなは寿学級のおじいちゃん、お

ばあちゃんと一緒に手作りおもちゃを作った

り、仲良く手をつないでゲームをしたりして、

とっても楽しい 1 日を過ごしました。

主な内容

●多彩な催しでにぎわった

文化祭・商工祭・健康まつり…②～③

•第2回社会福祉大会でダイヤ

モンド婚・金婚者など顕彰……④～⑤

•矢島三ツ俣遺跡発見…………………⑥



国
民
文
化
祭
・
く
ん
ま
2
0
0

ー
記
念
事
業
の
第
4

回
明
和
町
文

化
祭
・
商
工
祭
あ
よ
び
健
康
ま
つ

り
が
1
1月
2

日
か
ら
4

日
の
間

で
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
を
中

心
に
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
、
来

場
者
は
文
化
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
だ
。

" 見事な演奏を披露した明中吹奏楽部定期演奏会

めブレゼ｀ノ

。

力作の数々を見入る来場者

fi、一＇ふ皿、 こ＇ 一 4 l :£るご富謳ロー
花いっぱい運動の一環としてパンジーの苗プレゼントに長蛇の列

文
化
祭
は
1
1
月2
日
か
ら
4

日
ま
で
の
3

日
間
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
展
に
は
町
文
化
協
会

加
入
団
体
や
公
民
館
講
座
な
ど
か
ら
切
り
絵
、
生
け
花
、
写
真

お
よ
び
園
児
、
児
童
、
生
徒
の
絵
画
等
合
わ
せ
て

4
5
4

人
が

6
2
7

点
を
出
品
。
来
場
者
は
、
展
示
さ
れ
た
力
作
の
数
々
を

じ
っ
く
り
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
花
展
に
は
鮮
や
か

な
大
輪
の
花
な
ど
2
5
4

鉢
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

3

日
に
は
、
国
民
文
化
祭
自
主
企
画
事
業
と
し
て
明
和
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
3
5
人
の
生
徒
ら
の
熱

演
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生
日
の
芸
能
発
表
で
は
、
2
5
団
体
の30
0

人
が
舞
踊
、
八

木
節
、
和
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
、
三
味
線
合
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
詩

吟
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

丹精した大輪が並ぶ菊花展

平成13年12月 10 日田） (2) 



亨も上手にば
美しいハーモニーを響かせたコーラス

4

日
に
は
商
工
祭
が
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
駐
車
場
で
開
か
れ
、
本
町
と
友

好
交
流
提
携
を
結
ん
で
い
る
三
重
県
明

和
町
か
ら
木
戸
口
町
長
ら
関
係
者
1
0
人

が
訪
問
し
、
海
産
物
や
加
工
品
の
特
産

品
販
売
な
ど
を
通
じ
て
両
町
の
友
好
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
労
使
教
育

委
員
会
に
よ
る
豚
汁
等
の
無
料
配
布
の

ほ
か
青
空
市
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
企
業
紹
介
、
バ
ザ
ー
な
ど
多

彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

可

-- 9-9■ ... 

多くの町民らでにぎわった「商工祭」

三重県明和町の特産品販売コーナー

「すいとんの試食」おいしいね！
- 9 ヽ

体脂肪測定で健康チェック

保
健
セ
ン
タ
ー
で
4

日
に
開
か
れ
た

健
康
ま
つ
り
で
は
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ

ー
の
骨
粗
し
ょ
う
症
・
貧
血
検
査
や
血

圧
測
定
の
ほ
か
、
歯
科
相
談
、
食
改
推

試
食
、
種
飛
ば
し
、
ち
び
っ
子
の
各
コ

ー
ナ
ー
、
来
場
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
町
民
ら
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

(3) 平成13年12月 10 日旧）



ダイヤモンド婚者顕彰
町
長
表
彰. 
顕
彰. 
感
謝

（
敬
称
略
）

ダイヤモンド婚者の皆さん

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
1
1
月
2
5
日
、
第
2
回
明
和
町
社
会
福
祉
大
会
を
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
で
開
催
し
ま
し
だ
。
大
会
は
、
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
理
解
と
参
加
意
欲
を
深
め
て
「
夢
や
希
望
に

満
ち
た
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
隔
年
ご
と
に
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
会
場
に
は
受
賞
者
な
ど
関
係
者
ら
約
3
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
だ
。
主
催
者
を
代
表
し
て
斎
藤
町

長
か
ら
あ
い
さ
つ
の
後
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
顕
彰
を
は
じ
め
老
人
扶
養
模
範
家
庭
な
ど
を

表
彰
、
さ
ら
に
高
額
寄
附
者
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
だ
。
ま
た
、
合
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
記
念

の
年
に
あ
だ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
感
謝
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
だ
。

小
暮
利
市
・
た
か
（
斗
合
田
）

中
村
俊
雄
・
し
づ
（
下
江
黒
）

野
中
儀
訓
・
き
く
江
（
江
口
）

矢
島
希
一
・
マ
ス
（
田
島
）

小
池
喜
十
郎
・
菊
代
（
南
大
島
）

関
口
完
一
・
て
る
（
新
里
）

栗
原
道
之
助
・
ゆ
き
（
中
谷
）

金
婚
者
顕
彰

中
村
光
雄
・
フ
ュ
（
下
江
黒
）

篠
原
嘉
一
・
と
く
（
下
江
黒
）

中
村
伊
ニ
・
ソ
ヨ
（
下
江
黒
）

二
十
里
嘉
雄
・
モ
ト
（
下
江
黒
）

荻
野
清
・
文
江
（
下
江
黒
）

多
田
好
民
・
は
つ
江
（
上
江
黒
）

野
木
村
武
雄
・
は
る
子
（
上
江
黒
）

野
本
一
太
郎
・
ハ
ル
（
千
津
井
）

石
川
清
彦
・
岩
意
（
江
口
）

木
村
丈
英
・
康
（
江
口
）

新
井
久
雄
・
よ
つ
（
江
口
）

蜜
井
奎
―
―
・
サ
ダ
（
江
口
）

新
井
嵩
・
マ
サ
（
江
口
）

奈
良
修
三
・
と
よ
（
田
島
）

日
比
野
清
・
貞
子
（
田
島
）

奈
良
正
ニ
・
芳
子
（
田
島
）

岩
崎
利
夫
・
三
枝
子
（
新
里
）

小
松
原
桂
ニ
・
キ
ク
（
新
里
）

吉
水
治
郎
・
民
子
（
梅
原
）

大
木
福
禰
・
年
（
川
俣
）

金婚者の皆さん

平成13年12月 10 日旧） (4) 



社
会
福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

◇
寄
附
金

(
2
0万円
以
上
）

・
上
江
黒
荒
川
克
己

・
千
津
井
飯
塚
清

•
田
島
高
橋
米
勝
矢
島
希
一

奈
良
貞
男

•
新
里
小
平
久
喜
関
口
久
堀

妻
口
静
代
明
和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夫
連
絡
協
議
会

ご野
・
中
谷
坂
上
正

荻
◇
寄
附
物
品(
2
0万円
相
当
以
上
）

るベ
・
南
大
島
岡
安
ハ
ナ

・
中
谷
出
口
方
子

述
ー
をニ

叩
一
般
高
額
寄
附
者
感
謝

二
辛一

一
て

『
し
◇
寄
附
金

(
2
0万円
以
上
）

-
l疇
・
須
賀
や
ま
う
朦

・
館
林
市
東
毛
リ
ゾ
ー
ト
開
発
閥

「
＝
i
◇
寄
附
物
品
（
⑳
万
円
相
当
以
上
）

[
J
受
・
大
輪
固
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

•1 

泉
田
廣
・
年
（
須
賀
）

加
藤
幸
雄
・
米
子
（
須
賀
）

本
澤
定
冶
・
は
る
（
大
輪
）

松
本
敏
雄
・
ト
ヨ
（
大
輪
）

黒
澤
賓
男
・
つ
や
（
大
輪
）

大
野
茂
次
・
み
よ
（
矢
島
）

泉
田
公
一
郎
・
政
（
矢
島
）

篠
木
好
吉
・
ト
メ
（
大
佐
貫
）

石
村
岩
勇
・
フ
ク
子
（
大
佐
貰
）

老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰

◇
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

酒
井
孝
（
千
津
井
）

嘉
紀
幸
（
千
津
井
）

◇
寝
た
き
り
老
人
介
護
者

栗
原
み
ち
子
（
下
江
黒
）

柿
沼
ヤ
エ
（
江
口
）

ボ
＿
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

者
感
謝

．
斗
合
田
橋
本
侠
子
野
ロ
タ
カ

砂
賀
久
美
子
機
村
君
江
蓮
見

美
代
子
仲
村
初
代

・
下
江
黒
中
村
フ
ュ

•
上
江
黒
丸
山
と
み
枝

・
千
津
井
横
塚
純
江
田
村
ふ
み

奈
良
原
宜
子

•
南
大
島
原
口
初
枝
小
菅
テ
イ
子

•
新
里
梁
瀬
節
子

・
中
谷
石
村
ヤ
エ
内
山
利
子

・
梅
原
江
森
政
美
立
川
ツ
ヤ
子

吉
田
フ
ミ
福
田
千
代
吉
永
雪
子

•
川
俣
薗
田
そ
も

・
須
賀
長
中

・
矢
島
石
崎
栗
子
石
川
照
子

良
原
キ
ク
ノ

・
大
佐
貰
石
村
艶
子

篠
木
う
め
篠
木
節
子

福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

◇
寄
附
金

(
5万
円
以
上
）

．
斗
合
田
田
村
俊
紀
砂
賀
世
ニ

薗
田
末
子

中
島
久
子 奈

民
生
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

・
千
津
井
野
本
ト
ヨ
子

•
江
口
福
島
登
志
子

•
新
里
平
井
た
ま
江

・
中
谷
坂
上
な
み
子

地
区
社
協
育
成
功
労
者
表
彰

・
中
谷
西
郡
喜
男

社
会
福
祉
協
議
会
長

表
彰
・
感
謝
（
敬
称
略
）

・
下
江
黒
佐
藤
祐
司
故
小
林
貞

夫
丸
山
勇
小
林
雄
司
木
村

! 
コ
ケ

•
上
江
黒
牛
久
保
博
江
森
洋

森
田
イ
ミ
子

・
千
津
井
野
本
孝
志
今
泉
清

横
塚
寛
野
本
進
立
岡
清
孝

•
江
口
柿
沼
昭
一
高
橋
慎

•
田
島
小
菅
文
夫
北
島
純
夫

新
井
正
己
矢
島
守

•
南
大
島
竹
内
弘
明
島
田
勝
栄

岡
安
利
一
島
田
忠
夫
本
澤
ツ

ネ
子
今
成
不
二
也
小
菅
ふ
み

森
尻
亀
三
郎
田
中
正
造
の
劇
を

見
る
会
小
林
貞
雄
明
和
町
農

家
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

•
新
里
細
田
増
夫
小
泉
正
行

谷
津
進
一
山
田
隆
夫

・
中
谷
冨
塚
昭
彦
栗
原
道
之
助

石
田
清
美
坂
上
四
子
雄

・
梅
原
吉
永
五
三
次
和
田
稲
司

関
口
正
義
柴
崎
昭
夫
佐
藤
勝

未n
ｵ
 

・
須
賀
渡
邊
博
幸

・
大
輪
田
口
文
也
松
本
敏
幸

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
労
働
組
合

・
矢
島
樽
見
哲
雄
石
川
淳
一

高
瀬
和
雄
高
瀬
彰
奈
良
原
昭

三
郎
清
水
福
司
石
崎
昭
一

秋
野
治
一
田
中
賓

・
大
佐
貫
篠
木
建
治
今
成
功

・
邑
楽
町
石
本
浩
道

•
長
野
県
久
保
口
孝

・
館
林
市
館
林
地
区
交
通
団
体
連

絡
協
議
会

◇
寄
附
物
品

(
5万
円
相
当
以
上
）

・
下
江
黒
佐
藤
敏
夫

・
館
林
市
閻
太
陽

金婚者の皆さん

(5) 平成13年12月 10 日旧）



（
矢
島
三

県
企
業
局
開
発
事
業
「
明
和
第l一
工
業
団
地
造
成
」

「
矢
島
三
ツ
俣
遺
跡
」
見
さ
れ
ま
し
た
。

横倒しになった状態で発見されだ杭材

「
矢
島
三
ツ
俣
遺
跡
」
の
遺
構
の
性

格
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
明
確
に

遺
構
の
甑
檻
]

地
表
下
約
2
m
か
ら
下
に
2
0
0
本
以

上
に
及
ぶ
多
数
の
杭
材
が
立
っ
だ
ま
ま

t

4ジ
あ
る
い
は
横
例
し
に
な
っ
だ
状
態
で
発

器だ
L

見
さ
れ
ま
し
た
。
杭
は
東
西
方
向
に

2

t
封
列
に
並
び
、
南
北
方
向
に
も
部
分
的
に

し出
確
認
さ
れ
ま
し
だ
。
太
さ
は
平
均
1
5
c
m

程
度
。
長
さ
は
1
m
以
上
の
も
の
が
多
く
、

＇
中
に
は
3
m
を
越
え
る
も
の
も
出
土
し
て

»
い
ま
す
。

，
ま
だ
、
立
ち
並
ん
だ
杭
列
の
間
か
ら

は
、
平
安
時
代
前
期
に
あ
だ
る
9
世
紀

後
半
の
も
の
を
中
心
と
す
る
土

D
D
{
D
D

が
出

土
し
、
中
に
は
完
形
品
や
そ
れ
に
近
い

も
の
、
墨
書
が
し
る
さ
れ
だ
も
の
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
仏
像
の
よ
う
な
絵
が

墨
で
描
か
れ
だ
木
札
状
の
木
製
品
や
ウ

マ
の
晉
や
鉄
製
品
店
ど
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

本
調 県

教
育
委
員
会
で
は
地
形
状
況
等
か

ら
み
て
埋
蔵
文
化
財
が
包
蔵
さ
れ
て
い

ぎ
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
1
3

年
1

月
2
3
日
「
明
和
第
二
工
業
団
地
調

喝
盃
会
」
を
設
立
、
平
成
1
3年
2

月
1

巳

よ
り
試
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

だ
い

際
、
地
層
堆
積
状
況
力
ら
確
実
に
江
戸

時
代
中
期
以
前
に
さ
か
の
ほ
る
遺
構
と

思
わ
れ
る
木
材
建
築
物
を
検
出
。
「
矢
島

三
ツ
俣
遺
跡
」
と
命
名
し
、
平
成
1
3
年

5

月
1
5
日
よ
り
本
調
盃
を
開
始
し
ま
し

だ
。

詳
し
く
は
敦
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

c
図4
4
9
1

は
分
か
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
代
表
的
な
見

解
と
し
て
、

①
『
土
手
（
築
堤
）
で
あ
る
と
の
説
』

東
西
万
向
の
水
路
の
護
岸
を
補
強
弓
る

た
め
に
杭
を
立
て
土
を
あ
さ
え
た
も
の
、

も
し
く
は
土
手
を
築
い
だ
も
の
で
、
出
土

し
だ
土
器
類
は
そ
う
い
っ
だ
工
事
に
あ
だ

り
祭
祀
を
行
っ
だ
も
の
と
と
ら
え
る
説
。

②
『
竪
穴
式
の
建
物
（
半
地
下
式
）
で
あ

る
と
の
説
』

杭
列
を
建
物
の
柱
と
と
ら
え
、
出
土
し

だ
土
芙

D
Dを生
活
用
具
と
み
て
地
面
を
掘
リ

下
げ
柱
を
め
ぐ
ら
せ
た
東
西
に
長
く
複
数

の
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
建
物
で
あ
る

と
の
説
。

の
2

つ
で
す
。

「
明
和
第
二
工
業
団
地
遺
跡
調
査
会
」

で
は
、
様
々
店
角
度
か
ら
出
土
品
整
理
・

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
と
ま
り
し
だ

い
広
報
紙
等
で
あ
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。

•
文
化
財
は
大
切
な
財
産
•

明
和
町
に
は
合
回
発
見
さ
れ
茫
「
矢
島

―
―
＿
ツ
俣
遺
跡
」
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
土
中
に
深
く
囲

っ
て
い
る
文
化
財
も
あ
る
ガ
も
し
れ
ま
せ

ん
。文

化
財
は
国
民
全
員
が
所
有
す
る
財
産

だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
度
破
損
し
て
し

ま
っ
だ
文
化
財
は
元
に
戻
す
こ
と
は
二
度

と
で
き
芯
い
の
で
す
。
先
人
た
ち
が
残
し

だ
大
切
な
財
産
を
守
り
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

平成13年12月 10 日信） (6) 
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訪問通所サービスと短期入所サービスの支結限度額が 1 つになります

これまで、訪問通所サービスと短期入所サービスの支給限度額は、次のように別々に設けられていましだ。

●訪問通所サービスでは 1 か月間に利用できる金額

●短期入所サービスでは要介護認定有効期間（原則 6 か月）に利用できる日数

平成14年 1 月 1 日からは、両万のサービスの支給限度額が統一され、

この限度額内でどちらのサービスも自由に組み合わせて利用できるようになります。

平成13年 12 月 31 日まで

訓
L
li
単
位

度麟
日
—— 支
（
月

(

l

9

9

9

 

1 か月 1 か月 1 か月 1 か月 1 か月 1 か月

〈支給限度額〉

壇編＇ 吼 「g1 「 「い 「儡’ 訪
問

通＼通通 通 通
＾所層＾所＾所＾所＾所＾所
月＋ ：月＋、月十 月十 月＋＇，月＋
単」単 I 単，＇単単単

位短l ! I 位短| 1 位短！ ！位短i i位短！＇位短
・期 ・期 ！i・期 1 ・期 ・期＼ ＼・ 期
金入 金入，，金入 1 金入 金入 ＇金入
額所I 額所 額所 額所 額所 額所
ー、サI ー、サI I 危ー、サI ! I I ーサI I し \ I I -] | ' I ..._,,『 I
ビし ビ ビ瓜ビ ビ ビ
スススススス

'“ 9-- "ｷ " 日 5 -
•. 

1 か月 1 か月 1 か月 1 か月 1 か月 1 か月

◆今までの「訪問通所サービス」 「短期入所サービス」が、
支給限度額の範囲内ならば「 1 か月」単位で自由に組み合わ
せて利用できるようになります。

◆ 1 か月の支給限度額をすべて「短期入所サービス」を使うこ
とも可能となり、これまでより利用できる日数が増えます。

◆ただし、連続した「短期入所サービス」の利用は30 日まで
です。 （連続30 日を超えた利用の場合、 31 日目からは全額自
己負担となります）

◆利用日数が要介護認定の有効期間（原則 6 か月）のおおむ
ね半数を超えないようにします。

◎要介護認定を受けているかたの被保険者証は、平成14年 1

月 1 日以降の更新認定等の際に随時新しいものに切り替わり
ます。

旧様式のものに記載されている短期入所サービスの『区分支
給限度基準額』は、平成13年12 月 31 日をもって廃止されます。
◎認定を受けていないかたの被保険者証は、被保険者証の有

効期限（ H14. 9.30) の証一斉更新の時期に新様式に切り替
わります。

二つのサービスの中昧は…

●盈問通所サービス：訪問介護、訪問入浴介護、訪問看

護、訪問リ／＼ビリテージョン、通所介護、通所リハビ

リテージョン、福祉用具貸与

●短期入所サ＝でコ：短期入所生活介護、短期入所療養

介護

…というように分かれていましだ。

r
 

平成14年 1 月 1 日からは

両方のサービスが統一されて、改正前の訪
問通所サービスの支給限度額（居宅サー
ビス）となります。

期入所サービス」は、
護を支援するためのサービスで弓。

設サービス」の代用ではありません。 i 他の居竺三勺言。わンノ

◆居宅サービスの支給限度額
（介護保険で利用が認められる上限額。要介護ごとに決められています）

1 か月の

要介護度 支給限度額

要支援 61,500円

要介護 1 165,800 円

要介護 2 194,800 円

要介護 3 267,500 円

要介護 4 306,000円

要介護 5 I 358,300円

※短期入所サービスの最大利用可能日数

これまで 平成14年 1 月から

6 か月で 7 日 1 か月で 6 日

1 4 日 1 6 日

1 4 日 1 8 日

2 1 日 2 4 日

2 1 日 2 7 日

4 2 日 3 0 日

※他の居宅サービスと組み合わせて利用する

場合、 1 か月に短期入所サービスが利用でき
る日数は、表の日数より少なくなります。

詳しくは、担当の介護支援専門員（ケアマネージャー）もしくは保健福祉課 合 (84)4926 へお問い合わせください。

(7) 平成13年12月 10 日旧）
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8

月
に
実
施
し
た
今
年
度
第
1

回
目
の

環
境
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結

果
が
出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
町
内
東
部
（
上
江
黒
地

内
）
・
中
部
（
新
里
地
内
）
・
西
部
（
川

俣
地
内
）
各
1

地
点
を
選
定
し
、
民
間
の

分
析
機
関
に
委
託
し
て
環
境
省
が
平
成

1
2

年
5

月
に
定
め
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
係

る
大
気
環
境
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、

0
.
o

9
6
\
“P
g|T
E

Q

/
3
mで
あ
り
環
境

大
気
基
準
値
の
⑪
p
g
ー
T
E

Q

/
3
mを
下

回
り
ま
し
た
。
次
回
の
調
査
は
、

2

月
に

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
結
果
が
出
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上江黒地内での測定

環境大気中のダイオキシン類調査結果

採取日| 8月27日（月）～
- l-- ------

採取地点 Iiょ黒 I新里地り
—- -----------i -l------

全毒性等量 l 0.12 ! o.o9c 
(pg-TEQ/mり l

—- -—•—' 

姦i
環境省の褒境 l （年平均）
大気基準値 i 
(pg-TEQ/mりi 0.6 

環
境
省
の
基
準
値
を
ク
リ
ア

環
境
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
ジ
ン
類
調
査
結
果

館
林
市
斎
場
（
火
葬
）
の
使
用
許
可
取

り
扱
い
が
、
平
成
1
4年
1

月
1

日
か
ら
明

和
町
役
場
住
民
課
で
対
応
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
火
葬
炉
の
使
用
料

6

万
円
、
待
合
室
使
用
料
3

、

1
5
0

円
も

役
場
住
民
課
に
納
付
手
続
き
で
き
ま
す
。

従
来
の
手
続
方
法
は
、
施
主
の
代
理
の

か
た
が
館
林
市
役
所
市
民
課
ま
で
出
向
い

て
館
林
市
斎
場
（
火
葬
）
の
許
可
証
交
付

ぎ
p
ー住
民
課

g
.
"
f
,
i
4
9
hふ
ぶ
＇
、
＆
芍
も
し

A
 

内
線
3
3
7

ベ
l
"
r

し
~
~
，
~
ヤ

住
民
課
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す

館
林
市
斎
場
（
火
葬
）
使
用
許
可
取
り
扱
い
窓
口
を
一
本
化

お
よ
び
火
葬
炉
の
使
用
料
、
待
合
室
使
用

料
の
納
付
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
窓
ロ
一
本
化
に
よ
り
、
事
務
手

続
き
の
簡
素
化
は
も
と
よ
り
、
皆
さ
ん
の

利
便
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

‘令ヽ：，，， 9‘令つが笈＇，ダ，ン＇ん＇バ ' >.、、ぐ ン‘..‘令’ツャ，令2ダバ／パう→ く｀｛‘と、‘‘’‘、、こVつつダ謬／ぷ＇9S',S'バ＇

新
里
地
内
の
県
道
•
町
道

町
で
は
、
快
適
な
生
活
と
環
境
保
全
を

目
指
し
て
、
下
水
道
工
事
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
。

き
ょ

こ
の
た
び
、
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
を

新
里
地
内
の
県
道
麦
倉
・
川
俣
停
車
場
線

お
よ
び
町
道
5
8号
線
に
お
い
て
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
工
事
中
は
何
か
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
万
全
の
注
意
を

し
て
施
工
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
一
層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
事
業
名
明
和
町
公
共
下
水
道
事
業

①
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

(
3
|
6エ
区
）

" I I I I I • II I I, 1-,, マ『 le II I " 

路
線
延
長

1
5
5
.
o
o
m

②
明
和
1

号
幹
線
管
渠
築
造
工
事
（
圧
送

管
）
路
線
延
長

5
1
.
9
6
m

③
枝
線
管
渠
築
造
工
事

(
3
|
3エ
区
・

単
独
費
分
）
路
線
延
長

9
8
.
5
0
m

◇
工
事
期
間
平
成

1
3年
1
1月
＼
平
成

1
4

年
2

月
末

◇
交
通
規
制
片
側
通
行
止

◇
問
い
合
わ
せ
水
道
課
下
水
道
係

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平成13年12月 10 日旧） (8) 
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成
人
式
は
1

月

1
4日
向
成
人
の
日
で
す

昭
和

5
6年
4

月
2

日

5
5
7年
4

月
1

日
生

町
で
は
平
成

1
3年
度
成
人
式
を
平
成
1
4

年
1

月
1
4
日
（
成
人
の
日
）
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

該
当
者
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町

在
住
で
な
く
て
も
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

ば
出
席
で
き
ま
す
。
郷
里
で
成
人
式
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
平
成
1
4
年

1

月
1
4
日
（
成
人
の

日
）
午
前
9

時
3
0
分
受
付

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
（
多
目

的
ホ
ー
ル
）

◇
該
当
者
昭
和
5
6
年
4

月
2

日
か
ら
昭

和
5
7
年4
月
1

日
ま
で
の
生
ま
れ
で
本

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
か
た
、
な
ら

び
に
本
町
出
身
で
本
人
よ
り
申
し
出
が

,
'
:
'
i
~
:
i
~
~
~
,
9
~
’
~
~
~
~
’
~
~
9
9
;
~
i
,
~
,
'
’
こ
9
~
:
9
9
,
9
~
~
'
,
9
,
9
~
9
9
~
,

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
中
央
公
民
館
内
）
穴
闊
4
4
9
1

~
~
~
~
•
9
9
9
,
こ
.
,

.

.

 ,
~
,
'
f
?
,
•
9
,
9
9
,
i
,
'
こ
~
＇
：
ふ
~
：
，
．
」
＇
一

e
&
'
,
~

j
.
,
9
,
-
,
§
\

i
a
I

ー
9
5
t
,
9
,

電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

町
で
は
、
行
政
情
報
や
緊
急
情
報
、
生

活
に
密
着
し
た
各
種
情
報
な
ど
を
即
時
に

伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
平
成

6

年
1

月

に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
以
来
、
運
営
委
員
会
や
番
組
編
成
委
員

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
町
民

の
皆
様
の
意
向
を
反
映
し
な
が
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
情
報
化
社
会
の
進
展
に
合
わ
せ
、

一
層
の
魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
現
在
加
入
し
て

い
る
か
た
を
対
象
に
電
話
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
実
施
時
期

1

月

1
1
日
⑤
＼
2
5
日
釦

◇
対
象
者
加
入
者
の
う
ち

2
0
0

名
を

無
作
為
で
抽
出
（
た
だ
し
、
昨
年
の
対

象
者
は
除
き
ま
す
）

◇
内
容
オ
フ
ト
ー
ク
の
番
組
な
ど
に
つ

い
て
電
話
で
お
伺
い
し
ま
す
。

占•9

昨年行われた成人式

あ
っ
た
か
た

◇
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ぐ， e'，芯滋◇ぷ謬◇又玲＾' ,, ,.’ダ‘奴滋 : • 、べ奴◇奴淫◇釈哀＇),').• む，く， 9 ： C<: e9滋0S0がらく吟'‘,'’ヽ， ら c• 9 ?‘，奴謬；；e ；；c；；＄；；〇つぅ'.

年
金
相
談
・
国
民
年
金
保
険
料
の
集
合

徴
収
を
行
い
ま
す
。

日
ご
ろ
、
何
か
と
用
が
あ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
年
金

に
つ
い
て
の
疑
問
が
あ
る
が
聞
く
機
会
が

な
い
と
い
う
か
た
は
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

ご
利
用
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
1
2
月
2
1
日

5

午
前
9

時
＼

午
後
8

時

(9) 

◇
会
場
役
場
第

2

庁
舎
1

階
土
地
開
発

推
進
室

※
当
日
、
太
田
社
会
保
険
事
務
所
の
国
民

年
金
担
当
職
員
が
、
午
前
9

時
3
0
分
か
ら

午
後
4

時
ま
で
お
り
ま
す
。

※
納
付
書
が
な
い
場
合
、
当
日
役
場
で
発

行
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

年
金
相
談
·
保
険
料
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す

年
齢

5
8
歳

5
4
歳

6
5
歳

6
4
歳

5
3
歳

6
5
歳

6
1
歳

翌
成

5
2
歳

5
2
歳

6
6
歳

5
0
歳

5
3
歳

新
新再再再新新再再新新再新再壽

1
2月
1

日
付
で
次
の
2
4
人
の
か
た
が
た

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
民
生
委
員
児
童
委

員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
敬
称
略
）

民
生
児
童
委
員

氏
名
担
当
地
区

砂
賀
久
美
子
斗
合
田

丸
山
幸
子
下
江
黒

野
澤
久
子
上
江
黒

横
塚
房
雄
千
津
井

柿
沼
み
さ
子
江
口

奈
良
克
久
田
島

岡
安
松
代
南
大
島

小
池
清
南
大
島

江
森
喜
美
子
新
里

瀬
下
な
み
子
新
里

奥
澤
一
三
新
里

恩
田
初
美
中
谷

石
田
ま
ち
子
中
谷

小
松
原
美
智
子
中
谷
5
9
歳

始
澤
統
子
梅
原
6
7
歳

太
田
杉
野
梅
原
6
1
歳

落
合
芳
子
川
俣
5
7
歳

渡
邊
松
子
須
賀
6
3
歳

松
本
芳
雄
大
輪

7
3歳

福
田
初
江
大
輪
5
7
歳

岡
戸
一
男
矢
島
·
入
ケ
谷

6
7
歳

篠
木
タ
イ
大
佐
貫
6
4
歳

王
任
児
童
委
員

竹
内
好
美
町
内
全
域
5
9
歳

石
塚
弘
子
町
内
全
域
5
4
歳

▽
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長

松
本
芳
雄

▽
同
副
会
長

奥
澤
一
三
・
始
澤
統
子

1
e
'
,
'
、
さ
9
,
、
,
t
,
'
必

3
掛
科
ヽ

3
'
9
:
,
'
:
,
9
!

g
b
'
1
9
,
;
9
,
.
I
`
'
’
9
ー
し
＇
ー
・
＇
ゞ
9
,
I
'
,
9
1
'

t

:
9
,
'
9
,
'
i

[
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
]

内
）

C
脳
4
9
2
6

:',~·;',ru 

新再

あ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

再再再再再新再再新

平成13年12月 10 日旧）
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平
成
1
3
年
1
2
月
3
1
日
現
在
で
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
「
工
業
統
計
調
査
」

「
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
（
従
業
員
3
0

人
以
上
）
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学

な
ど
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

調
査
方
法
は
、
知
事
か
ら
事
務
を
委
嘱

群
馬
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

◇
日
時

1

月
7

日
閲

受
付
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

◇
会
場
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
科
目
整
形
外
科

◇
相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
に
関
係
す
る
各
種
の
相

談
・
身
体
障
害
者
手
帳
診
断

・
補
装
具
、
更
生
医
療
給
付
要
否
判
定

◇
持
参
す
る
も
の

•
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳

※
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
を
希
望
さ
れ
る

か
た
で
、
か
か
り
つ
け
医
の
あ
る
か
た
は
、

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
麟
4
9
2
6

~i 

経
済
課

内
線
3
5
3

工
業
に
関
す
る
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し

て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
、
記
入

し
た
調
査
票
を
回
収
す
る
調
査
員
調
査
で

す
。
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
が
開
か
れ
ま
す

身
体
障
害
者
あ
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

で
き
る
限
り
検
査
資
料
（
主
治
医
の
紹
介

状
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
役
場
保
健
福

祉
課
へ
事
前
に
予
約
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
害
が
重
い
等
の

理
由
に
よ
り
、
巡
回
相
談
の
会
場
に
来

所
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
に
つ
い

て
は
在
宅
訪
問
診
査
を
当
日
行
い
ま
す

の
で
、
同
様
に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

^’バつS、9バ＾ぷが、；へi~‘>、}、、文←ツ～、一，夕，ダ／くらと ，・ 9 ^, }‘トヽト ←，9．9、ヤンダ，ダ／3／／↓＾，↓/・・ヘ 9 ^. ̀  

馳'Iヽ．叫閏．「1．I}ti;I1]t]:.1.1］慮げ‘,`{",•
地域でささえあう
あったかいお正月

社
会
福
祉
協
議
会
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松
本
水
道

石
崎
水
道

大
川
工
業

金
子
水
道

島
田
設
備

高
田
設
備

1

月
6

日
凹

1

月
1
3日
⑪

1

月

1
4日
⑤

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す

毎
年
1

月
1

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
登

録
申
請
書
を
1
2
月
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
選
挙
権
の
あ
る

か
た
は
、
忘
れ
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

◎
選
挙
権
を
有
す
る
人
…
町
内
に
住
所
が

あ
り
、
平
成
1
3
年
3

月
3
1
日
現
在
満
2
0

歳
以
上
で
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
そ
の
配
偶

穴
闘
4
I
O
1
3

者
や
同
居
の
親
族
で
年
間
6
0
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人

◎
登
録
申
請
：
登
録
申
請
書
は
、
必
要
事

項
を
記
載
し
て
各
地
区
の
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

9
4
'
1
1
 

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

内
線
3
3
2

農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）内

線
3
5
1

年
末
年
始
の
水
道
故
障
は
町
指
定
の
水
道
業
者
に

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う

1
2月

2
9
日
山

1
2
月
3
0
日
⑤

1
2
月
3
1日⑰

1

月
1

日
因

1

月
2

日
因

1
月

3

日
因

合合合合合合

(84) (84) (84) (73) (84) (84 
3 3 2 0 4 2 
7 2 1 7 1 8 
3 8 4 2 4 3 
6 2 8 1 7 9 

冨
塚
水
道

松
本
水
道

石
崎
水
道

6
凶
3
2
4
7

6
閻
2
8
3
9

c
閲
4
1
4
7

第
5
0回
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を

1
2月
1

日
①
5
3
1日
⑲

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
お
正

月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
一
斉
に
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
明
る
い
お
正
月

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成13年12月 10 日閲 (10) 



町政 HOT NEWS 

役場ft (84) 3111 

都市ガス輸送導管埋設工事が行われます
町内の全体工期は平成 14年 1 月～ 15年 6 月を予定

本
町
川
俣
か
ら
国
道
1
2
2

号
を
横

断
し
、
矢
島
に
至
る
都
市
ガ
ス
輸
送
導

管
の
敷
設
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
す
で

に
川
俣
の
一
部
で
は
敷
設
完
了
し
て
お

り
、
引
き
続
い
て
須
賀
・
大
佐
貫
・
川

俣
・
矢
島
地
区
で
の
工
事
を
平
成
1
5
年

6

月
こ
ろ
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
の
際
に
は
、
安
全
面
に
つ
い
て

万
全
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
で

き
得
る
限
り
短
期
間
で
工
事
を
終
了
さ

せ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
工
事
内
容

図
1
2
の
よ
う
な
標
準
断
面
で
、
道

路
下
旦
信
以
深
に
輸
送
導
管
が
埋
設

さ
れ
ま
す
。

◇
工
事
期
間
．

町
内
の
全
体
工
期
は
、
平
成
1
4
年
1

月
か
ら
1
5
年6
月
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
各
地
区
の
計
画
工
期
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
（
図
ー
1

、
表1
1
)

◇
作
業
時
間

昼
間
…
午
前
8

時
3
0分
1

午
後
6

時

（
片
側1
車
線
の
交
互
通
行
お
よ
び

車
両
通
行
止
め
）

※
こ
の
事
業
は
、
東
京
ガ
ス
株
式
会
社

が
熊
谷
市
か
ら
佐
野
市
ま
で
の
都
市
ガ

ス
「
輸
送
導
管
」
を
建
設
す
る
も
の
で

す
。
工
事
期
間
・
エ
事
方
法
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
工
事
着
手
前
に
東
京
ガ

ス
閲
よ
り
近
隣
の
か
た
が
た
に
別
途
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

都市ガス輸送導管ルート図 （図ー1) 工 程 表 （表ー1)

口工事期問 Hl 4 H15 

123 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 1 2 3 4 5 6 

①川俣．
~ ~ 大佐貫地内

② 須賀・ • 大佐貫地内

③須賀・ ~ ~ 矢島地内

④矢島地内 •~ 

さ
上
深
以

um

>—

肖
〇
屈オ

2

砂袋

標準断面図

掘削幅 0.9m以上

（図ー2)

標識シーtl 
土被リ

防護鉄板 1.5]以上

力
径
質

管
圧
ス
計
ガ
設
口
材

高圧

40cm 
鋼管

導管の接合 導管の接合は高品質な溶接接合であり、

この溶接接合部は、すべて厳重な非破壊検査が実施さ

れ、十分な品質であることが確認されます。

問い合わせ 東京ガス株式会社 埼北幹線建設事務所

ff048 (667) 8128 

(11) 平成13年12月 10 日旧）
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年末 . 年始の役場等の仕事
手続きや届出はあ早めに

役場の一般事務は、 12 月 29 日(±)

から 1 月 3 日（木）まで休みとなりま

す。

町民の皆さんと関係の深い窓口

事務やごみの収集などは次のとお

りになりますので、手続きや届出

等は、早めに済ませましょう。

〇役場窓口事務
出生届や死亡届、婚姻届などの届

出は、休みの期間中でも受け付けし

ます。

住民課合 (84) 3111 

老人福祉センター 社会福祉会館
・年末 12月 27 日（木）まで

・年始 1 月 5 日は）から

老人福祉センター fl (84) 4926 

社会福祉会館 fl (91) 3301 

0デイサービスセンター
・年末 12月 28 日冷）まで

・年始 1 月 4 日（鉛から

デイサービスセンター 合（84) 5222 

0中央公民館社会体育館

・年末 12月 28 日倫）まで

・年始 1 月 4 日倫）から

中央公民館合（84) 4491 

社会体育館合 (84) 4626 

0ふるさと産業文化館 図書館
・年末 12月 27 日（木）まで

・年始 1 月 5 日は）から

ふるさと産業文化館合 (84) 5555 

図書館 fl (84) 5555 

OB&G海洋センター
・年末 12月 27 日（木）まで

・年始 1 月 5 日(±)から

B&G海洋センター fl (84) 5511 

町
立
図
書
館

〇可燃ごみの収集
・年末 12月 28 日直）まで

・年始 1 月 4 日魯）から

※ごみは、指定された袋で決められ

た日時に指定場所へお願いします。

環境課合 (84) 4686 

0 し尿のくみ取り

・年末 12月 29 日(±)の午前中まで

・年始 1 月 4 日倫）から

（有）大拙興業合（73) 4186 

入 札 結 果

二（：口方□ ；工事場所落札:容:I：環者 1 入札日 1 担当課 1 工事（業務）名 1 工事場所 1 落札金額 1 請負嬰者 1 入札日 1 担当課
水槽新設工事 l 南大島雌内 s20 I~江二n,I 11 月 12 日
-- --— I 

言塁言：i:1 梅原地内 口竺□日
I 冒外1 I 1,020 I i::設 |11 月 26
I 3頁賀・外4 柳瀬 I 

1 l訥 1,020 I 建設（株） 111 月 26
I I | 

1 大輪地内 1,2so 1 ::（株） 111 月 26 日
•-- | 
l 中谷•外 1 59 1 （有齢木淵 I 11 月
1 地内 量事務詞 I

I 

l 梅原地内 89 言：9 111 月
l -- -----

- - T 

1~II俣：也内 2三□
ー；；ー［雪］；；一井—:卜~ i 
町道 10号線飼溝 □国地内 510 
整偶工事

平成13年12月 10 日旧） (12) 



々“—千津井クラブ 関東大会初出場！！ー＾々拿; 第 7 回関東社会人男子‘ノフトボール大会
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5 堂々たる勇姿を見せてくれた“千津井クラブの皆さん り

§ブきで しを表に来対とイ た 5 井 しがかでをでた場 し、
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; [ ]9 芯 ヽて、胃；贋：冨］ な：皇 直烹喜雙し、誓： : :iv 
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·美しいハーモニー響くゃ ，，·障書者への思いやりを学ぶゃ
明中校内合唱コンクール \ ;^ 福祉体験学習 ・

: : : ] : : : : i l l: l 畠:: 1 [ {―、/、。三んを、-- ] 
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．
明
和
町
戦
没
者
追
悼
式
が
1
1
月
5
日
）

こ
中
央
公
民
館
で
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
3

ヽ

,
'
ら
約
2
7
0
人
が
参
列
し
、
し
め
や
か

4ヽ
‘

.‘ 

世
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
9
‘

炉
こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国
ツ
＇

後
霞
．
□,
r
,
の
た
め
に
若
き
命
を
捧
げ
た
3
0
0

余
r

を
釦

•
9
/
f
昴
．
．
＜

l

し
名
の
町
内
戦
没
者
に
対
し
、
町
民
挙
げ
｝

追
．
f
9
a
：
れ
者
て
追
悼
の
誠
を
表
す
た
め
、
菊
薫
る
こ
”

さ
者
，
．
p
．
J
.
:
{
す
ヤ
《
の
時
期
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
t

尊
諷
．
4
.
る
斎
藤
町
長
は
「
再
び
悲
惨
な
歴
史
を
ぃ

,
«
・
・
ニ
す
、
＇

の
·
幻
9
.
ぷ
．
、
花
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
和
の
i

乏
し
献
尊
さ
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
、
町
民
の
幸
～

和
．

L
.□[
福
を
願
っ
て
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
～

・
・
ネ
’

平
・
一
『
こ
認
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後
に
参
列
＂

t
一
｛
如
者
一
人
ひ
と
り
が
霊
前
に
進
み
出
て
献
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鴫
，
·
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i
ご
花
し
、
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
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教
育
委
員
会
で
は
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1
月
1
4
日
、
斗
合
：
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f
}

田
集
落
セ
ン
タ
ー
で
「
童
謡
の
森
」
と
』

Lー
ロ□[
/
9
,
A

心•
9
I
、
A
3
‘

て
題
し
て
出
前
講
座
を
開
き
、
約
4
0
人
が
ニ
ー
|
i
‘
点

7

i

せ
贄
ま
し
た
。

L
ふ
撃T兌
・
i
'
r
h
1
:
n
‘
.
、
{
J
i

-
.
9

の
こ
の
出
前
講
座
は
、
生
涯
学
習
へ
の

k

い
E
"
[ご
.
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^
£
r

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
東
―
り
引
~
間
コ
"
]
,
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『
-
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こ
i
-
9
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（
座
部
・
中
部
・
西
部
地
区
に
出
向
い
て
行
厄
胤
日
ェ
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ぼ
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口
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二
冥
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講
ぅ
も
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か
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せ
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ご
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ご

琴
か
し
い
歌
や
童
謡
を
合
唱
、
楽
し
い
ひ
、
t
と
9
9
1
二
｀
芦
～

正
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
バ
虞

□

'
[
t
t
》
□

[
t
]
五
~

「
大
正
琴
を
弾
く
の
は
初
め
て
で
し
た
が
\
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』
[
一
／
墨
』

大
す
ぐ
に
す
て
き
な
音
色
が
出
て
感
動
し
．
←
;
9
]

』
：
コ
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雙
ま
し
た
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と
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し
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た
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＾
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戦
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・
入
ケ
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め
縄
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｝
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．
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王
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し
ま
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誓
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嘉
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ま
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おめでとうございます

特
選

産
経
新
聞
社
賞
「
厚
物
三
本
立
」
関

本
宗
市

最
優
等

町
長
賞
「
同
」
坂
上
若
榮

町
議
会
議
長
賞
「
同
」
田
部
井
喜
雄

館
林
市
農
協
長
賞
「
同
」
永
塚
昭
司

町
商
工
会
長
賞
「
同
」
林
吉
太
郎

町
教
育
長
賞
「
細
物
三
本
立
」
関
本

宗
市

町
文
化
協
会
長
賞
「
ダ
ル
マ
」
関
本

宗
市

文
化
協
会
園
芸
部

関
本
最
高
賞
の
特
選
に

宗
市
さ
ん

平
成
1
3年
度
明
和
町
合
同
表
彰
式

が
、
文
化
祭
開
催
中
の
1
1
月
4

日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
斎
藤
町
長
ら
関
係
者
が

出
席
し
、
菊
花
展
や
明
和
町
花
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
、
明
和
フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。
各
種
の
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
受

賞
者
は
、
広
報
め
い
わ
1
1
月
号
に
掲

載
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

〔
厚
物
三
本
立
、
ダ
ル
マ
、
福
助
、
盆
栽
〕

優
等
＞
関
本
宗
市
＞
田
部
井
喜
雄

ー
等
＞
田
部
井
喜
雄

2

等
＞
田
部

井
喜
雄
▼
坂
上
若
榮
＞
野
口
今
朝
雄

＞
関
本
宗
市
＞
小
田
木
正
弘

3

等

＞
岡
安
長
吉
＞
坂
上
若
榮

老
人
ク
ラ
ブ

〔
大
輪
の
部
〕

特
選
▼
遠
藤
正
美
最
優
等
＞
白
石

フ
ミ
子
＞
北
島
と
し
優
等
＞
関
本

千
鶴
子
＞
白
石
泰
ー
等
＞
吉
田
源

次
郎
＞
新
井
調
子
＞
吉
田
｛
貫
＞
奈
良

嘉
夫

2

等
▼
青
木
昌
子
▼
関
口
藤

蔵
▼
関
本
静
江
▼
坂
上
若
榮
▼
渡
邊

敏
一

3

等
＞
小
田
木
さ
だ
▼
野
口

ミ
ツ
イ
＞
渡
辺
キ
ン
＞
新
井
繁
二
郎

＞
渡
邊
和
夫
＞
荒
川
芳
枝
▼
田
部
井

喜
雄

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕

特
選
▼
奈
良
嘉
夫
最
優
等
▽
関
本

静
江
▼
古
田
賓
優
等
▼
関
本
千
鶴

子
▼
篠
木
進
一
ー
等
▼
新
井
調
子

▼
立
岡
正
夫

2

等
▼
青
木
昭
▼
柴

崎
春
雄
▼
田
部
井
喜
雄
▼
新
井
繁
二

町
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞
「
盆
栽
」

小
田
木
正
弘

明
和
町

合

同
表
彰

』
i
|
|
i
:
:
i

,
1

ー
ー

明
和
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

5
,
~
\

し
]

菊
づ
く
り
教
室

〔
大
輪
の
部
〕1
部
・
2

部

特
選
▼
田
部
井
喜
雄
＞
橋
本
康
男

最
優
等
▼
吉
田
佳
世
子
優
等
＞
林

吉
太
郎
ー
等
＞
新
井
繁
二
郎

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕1
部
・
2

部

特
選
＞
柿
沼
勇
▼
橋
本
康
男
最
優

等
＞
根
岸
利
雄
優
等
▼
新
井
繁
二

郎
ー
等
＞
田
部
井
喜
雄

（
丹
精
し
て
育
て
ら
れ
た
町
の
花
で

あ
る
菊
が
、
入
賞
者
な
ど
の
ほ
か
幼

稚
園
児
や
小
·
中
学
生
を
含
め
3
5

4

人
か
ら
2
5
4

点
出
品
さ
れ
、
図

書
館
前
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
）

町
長
賞
北
島
健
一

町
議
会
議
長
賞
石
川
ヒ
ロ
子

町
教
育
長
賞
立
川
ツ
ヤ
子

町
区
長
会
長
賞
芝
崎
真
理
子

町
文
化
協
会
長
賞
井
上
一
枝

町
商
工
会
長
賞
石
崎
栄
子

明
和
地
区
法
人
会
長
賞
奥
澤
信
行

上
毛
新
聞
社
賞
奈
良
静
子

明
和
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
長
賞
吉
田

修
一

入
選
＞
折
原
霊
一
＞
石
川
ヒ
ロ
子

＞
芝
崎
真
理
子
＞
井
上
一
枝
＞
石
崎

栄
子

（
町
の
風
景
や
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
、

特
産
品
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
作

品
が
1
7
人
か
ら
4
1
点
出
品
さ
れ
ま
し

た
）

郎

3

等
＞
北
島
と
し
＞
遠
藤
正
美

＞
坂
上
若
榮
＞
田
端
あ
い

堀口さんの

作品

J

A

館
林
市
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
保
健
体
育
功
労
賞

明
和
中
学
校
長
の
石
塚
一
生
さ
ん

（
川
俣
）
は
、
永
年
に
わ
た
り
学
校

体
育
の
研
究
と
実
践
に
尽
力
さ
れ
、

多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
ほ
ど
日
本
学
校
体
育
研
究
連
合

会
お
よ
び
文
部
科
学
省
か
ら
全
国
保

民
生
委
員
児
童
委
員
勤
続
章

奥
澤
一
三
さ
ん
（
新
里
）
は
、
永
年

に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

館
林
市
農
業
協
同
組
合
主
催
の
第

1
6
回
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
条
幅
の
部

石
塚
一
生
さ
ん

健
体
育
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

石
塚
さ
ん
は
、
昭
和
3
9
年
4

月
か

ら
現
在
ま
で
に
中
学
校
保
健
体
育
教

諭
、
教
頭
、
校
長
を
歴
任
し
、
指
導

方
法
の
研
究
や
研
修
、
社
会
体
育
の

企
画
運
営
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
1
1
年
度
か

ら

3

年
間
、
文
部
科
学
省
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
推
進
校
の
指
定
を
受
け
た

明
和
中
学
校
で
、
保
健
体
育
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

奥
澤
一
三
さ
ん

れ
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
群
馬
県
知
事

表
彰
の
民
生
委
員
児
童
委
員
勤
続
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

奥
澤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
1
2
月
か

ら
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
ま

た
、
平
成
1
2
年
4

月
か
ら
は
区
長
に

も
就
任
し
、
民
生
・
行
政
を
は
じ
め

地
域
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

で
、
こ
の
ほ
ど
明
和
中
学
校
1

年
の

堀
□
明
子
さ
ん
が
特
別
賞
と
し
て
明

和
町
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

平成13年12月 10 日田） (16) 



受 営
賞

/‘ 

◇
小
学
校
の
部

優
秀
＞
駒
宮
宏
樹
（
西
小

4
)

平
成
1
3
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
の
審
査
を

パ
ス
し
た
2
0
点
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ

ど
の
県
審
査
で
入
賞
者
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
優
秀
作
品
の
う
ち
全
国
を

対
象
と
し
た
中
央
審
査
へ
西
小
4
年

の
駒
宮
宏
樹
君
、
明
中
1

年
の
恩
田

い
ぶ
き
さ
ん
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
・
（
）
は
学
年
）

佳
作
＞
駒
宮
秀
憲
（
西
小

6
)

マ
一
瓶
梢
（
西
小
6
)

入
選
▼
影
山
真
美
（
西
小

3
)

▼
西
田
菜
摘
（
西
小
3
)
▼
森

尻
純
平
（
西
小
3
)
▼
吉
田
篤

史
（
西
小
3
)
▽
寺
田
愛
（
西

ト

6
)

ー◇
中
学
校
の
部

優
秀
＞
恩
田
い
ぶ
き

(
1
)

入
選
＞
田
村
直
子

(
2
)
>

石
川
詩
織

(
3
)
>臼
井
真
澄

(
3
)
>大
野
優
子

(
3
)
>黒

澤
容
子

(
3
)

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

島
田
高
志

関口

◇
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状
贈
呈

元
明
和
消
防
団
長
関
口
章
夫
（
江

◇
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状
贈
呈

．
元
明
和
消
防
団
長
関
口
章
夫
（
江

ロ
）

◇
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰

団
員
歴
1
5
年

明
和
消
防
団
副
団
長

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

永
年
勤
続
消
防
団
員
ら
を
表
彰

平
成
1
3
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
隊
秋
季
点
検
が
1
1
月
且
日
、
明
和

中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上

で
本
町
か
ら
次
の
か
た
が
た
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

口
）

◇
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰

明
和
消
防
団
副
団
長
山
形
和
良

（
梅
原
）

◇
精
勤
章
表
彰
1
0
年
精
勤
章

明
和
消
防
団
副
団
長
山
形
和
良

（
梅
原
）

◇
優
良
団
員
表
彰

〔
〕
は
団
員
歴

牛
久
保
正
和
（
上
江
黒
）
〔
4
年
〕

峯
崎
宏
之
（
千
津
井
）
〔
4
年
〕

蓮
見
和
正
（
南
大
島
）
〔
6
年
〕

石
村
和
彦
（
新
里
）
〔
6
年
〕

大
牧
博
（
大
輪
）
〔
4
年
〕

薗
田
繁
（
大
佐
貰
）
〔
4
年
〕

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

恩田いぶきさんの作品 駒宮宏樹君の作品

（
南
大
島
）

◇
優
良
団
体
表
彰

斗
合
田
婦
人
消
防
隊
（
地
区
隊
長
・

増
田
貞
子
）

須
賀
婦
人
消
防
隊
（
地
区
隊
長
・
川

島
京
子
）

▲9，□ハゞ

奈良原慶子さん

(3 年）

館
林
税
務
署
長
賞

「
生
き
て
い
る
あ
な
た
の
生
活

支
え
る
税
金
」

吉田公道さん

(2 年）

館
林
税
務
署
等
主
催
の
「
税
に

関
す
る
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
入
賞
し
た
中
学
生
の
皆
さ

ん
と
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

館
林
税
務
署
管
内
税
務
協
力
団
体

連
絡
協
議
会
長
賞

「
活
き
る
税
社
会
育
む

新
世
紀
」

佐瀬友紀奈さん

(2 年）

館
林
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞
「
税
金
の
大
切
さ
」

群
馬
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

佳
作
・
館
林
税
務
署
管
内
税
務
協
力

団
体
連
絡
協
議
会
長
賞
「
暮
ら
し
に

役
立
つ
税
」
吉
田
公
道
さ
ん

(
2年
）

堀口明子さん

(1 年）

吉永嵩規さん

(3 年）

明
和
町
長
賞

「
納
税
で
築
く
み
ん
な
の

明
る
い
社
会
」

納
税
者
」

館
林
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進

協
議
会
長
賞

「
消
費
税
私
も
立
派
な

4̂ ¥ 

黒澤容子さん

(3 年）

館
林
行
政
事
務
所
長
賞

「
税
金
を
納
め
て
築
こ
う

住
み
良
い
環
境
」

税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

(17) 平成13年12月 10 日田）



関 ヽ
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機

排
除
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

青
少
年
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
①
土
地
を
貸
さ
な
い
！

恐
れ
の
あ
る
有
害
図
書
・
有
害
ビ

デ
オ
・
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル

カ
ー
ド
な
ど
の
自
動
販
売
機
を
排

除
す
る
た
め
、
町
民
あ
げ
て
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ
オ
・
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
の

自
動
販
売
機
3

な
い
運
動

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
い
環
境
を

つ
く
る
の
は
大
人
の
責
任
で
す
。

③
有
害
図
書
等
自
動
販
売
機
の
管
理

者
に
な
ら
な
い
！

②
有
害
な
自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な

ヽ
J

.,. 

し

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ
「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

な
あ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
書
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

日
昨
年
、
議
会
の
一
般
質
問
で
議
員
か
ら
の
職
員
提
案
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
大
変
結
構
な
提
案
で
必
ず

実
施
の
方
向
で
進
め
た
い
旨
町
長
の
答
弁
が
あ
り
、
今
年
度
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
地
区
別
懇
談
会
で
実
施

状
況
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
1
0
月
頃
に
は
報
告
で
き
る
旨
の
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
職
員
提
案
制
度
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
（
矢
島
男
性
）

曰
町
で
は
職
員
か
ら
広
く
行
政
運
営
上
の
新
し
い
提
案
を
求
め
、
町
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
運
営
並
び
に
職
員
の
改
善
意

欲
の
増
進
、
自
己
能
力
の
開
発
及
び
職
員
相
互
の
啓
発
を
図
り
、
町
政
発
展
を
目
的
と
し
て
平
成
1
3
年
4

月
1

日
に
明
和

町
職
員
提
案
規
程
を
制
定
し
ま
し
た
。

1
0
月
末
日
現
在1
件
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
制
度
が
導
入
さ
れ
て
間
も
な
く
提
案
件
数
も
少
な
い
た
め
、
庁

内
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
細
か
い
内
容
等
は
公
表
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
制
度
が
活
用
さ
れ
、
多
く
の
提
案

が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
（
総
務
課
）

し、の

i
四

l有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
設
置

業
者
に
、
私
た
ち
は
設
置
の
た
め
の

土
地
を
貸
さ
な
い
、
有
害
図
書
等
の

自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な
い
、
そ
し

て
、
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
の

管
理
者
に
な
ら
な
い
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
難
し
い

理
論
か
ら
で
は
な
く
、
地
域
の
一
人

ひ
と
り
の
小
さ
な
心
遣
い
か
ら
実
践

で
き
ま
す
。
2
1
世
紀
を
担
う
青
少
年

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

.... 

l 「ミニ疇ロー/L白菜」 ェ— ‘ぶ戸｀ レジピ

］／力□□□布ロニ言鶯：：：ba::]:];: □三三□:3言□／／二る口
し｀―――- ¥,  

：りん 大さしノ;,1: Cook\nq«ここミあさつきまたはトマト し季しょ⑲ヽ～—/ ここがポイント！ ] 
季節の白菜を使い和風にする。犀ヽ晨鰤
小さく巻いて、食べやすく

する。

合回のあ料理は・・・
今回の料理は中央公民館で行
なわれた 1 1 月のフレッシュグ
）レメ教室の資料です。これは 12
月 19 日（水）にオフトークの自主
番組でも放送されます。

恒］の素間を使っ芝穴皿盛レJ
- -0~'s、

ｷｷ..................................................................................................................................................................., 
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インフルニンサ予防接種が姶
満 65 歳以上の希望者~ 

まりました
~ 

先の国会において予防接種の一部を改正する法律案が可決されました。それに伴い明和町においても、下記

のとおりインフルエンザ予防接種を実施することになりました。インフルエンザの流行に備えて、該当の皆さ

んは、早めに接種を受けましょう 1

◇対象者・ •65歳以上のかた（満65歳の誕生日を迎えたかた）

◇接種期間・•平成13年11 月 19 日～平成14年 1 月 31 日

◇料金・・自己負担1,000円（町負担額3,200 円）

◇接種場所・・館林市邑楽郡医師会実施医療機関（すでに配付済みの予防接種チラシを参照して

ください）

上記以外で接種を希望するかたは、各医療機関に予約後町保健福祉課に印鑑をお持ちください。

予診票と依頼書等をお渡しします。なお、料金は立て替えてきていただき、後日償還払いとなり

ます。ただし、接種費用が 4,2 0 0 円を超えた場合、超過料金は自己負担となりますのでご了承

くださし‘°
◇実施方法・・事前に電話等で予約。当日各医療機関で予診票を記入し、医師による診察を受け

た後接種。 (1 回接種）

◇持参する物・・健康保険証、外国人登録証

◎診察の結果、治療等が必要なかたは医療保険診療となります。

※心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の傷害を有するかた、およ

びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の傷害を有する 60歳以上65歳未

満のかたは65歳以上のかたと同様にインフルエンザ予防接種ができる場合がありますので、保健福祉課までご

相談ください。

言
：
謬
を
る
正
店

□

｀
□5
[只
冒
言

言
ロ
ニ

三
ぺ□
｀
口
[
[
ロ

c
辱
麿

5
0
:

｀
こ

食
を
と
ス

ん
ン
ち
ラ
る
じ
、
ナ

き
J
I

食
養
が

3

栄
心 応

／
をス

い
レ
な

ト
め
ス
た

◎
感
染
経
路

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
に
、
唾

液
や
鼻
水
と
い
っ
し
ょ
に
大
量
に
飛

び
散
り
、
小
さ
な
粒
子
と
し
て
長
時

間
空
気
中
に
漂
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ

ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
し
ま
す
。

◎
症
状
が
重
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
潜
伏
期
が
短

く

(
2
4
1
4
8
時
間
）
、
急
激
に
発
病

し
ま
す
。
症
状
は
、
普
通
の
か
ぜ
に

比
べ
か
な
り
重
く
、
特
に
発
熱
は
3
9

1
4
0℃
が
2
1
3

日
続
き
ま
す
。
ま

た
、
い
っ
た
ん
熱
が
下
が
っ
て
か
ら
、

再
び
発
熱
し
た
り
、
発
熱
が
続
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
高
齢
者
の
場
合
、
症
状
が
重
く

◎
治
療

気
管
支
炎
や
肺
炎
等
を
併
発
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ウ
イ
ル
ス
を
直
接
殺
す
薬
は
あ
り

ま
せ
ん
。
薬
は
、
熱
や
咳
な
ど
不
快

な
症
状
を
や
わ
ら
げ
る
効
果
や
合
併

症
予
防
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
も

し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
睡
眠
を
十
分
と
り
、
安
静
に
す
る
。

②
消
化
が
良
く
、
ビ
タ
ミ
ン
、
タ
ン

パ
ク
質
な
ど
栄
養
の
あ
る
も
の
を

と
る
。

③
水
分
補
給
を
し
つ
か
り
行
う
。

④
湿
度
は
、
6
0
\
7
0

％
を
目
安

に
調
整
す
る
。

⑤
素
人
判
断
で
解
熱
剤
は
使
わ
な

ヽ
7
0

し

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
体
は
？

(19) 平成13年12月 10 日旧）



期
日
平
成

1
4年
1

月
1
3
日
⑲

会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

対
象
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

申
し
込
み

1

月
4

日
⑥
ま
で
社
会
体

育
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

競
技
種
自

小
学
校
1
.
2

年
生

小
学
校
3
.
4

年
生

小
学
校
5
.
6

年
生

中
学
生
男
子

中
学
生
女
子

一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）

一
般
女
子
（
同
）

募

集

3 5 2 3 2 1.5 1 
km km km km km km km 

第
4

回新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

罰冊
社会体育館

ft (84) 4626 

海洋センター
云 (84) 5511 

一
般
男
子
の
部

優
勝
江
口
祐
介
・
金
子
純
也

準
優
勝
関
邦
夫
・
藤
倉
忠

3

位
前
澤
秀
憲
・
伊
澤
克
敏

中
学
生
男
子
の
部

優
勝
薗
田
秀
哉
・
栗
原
弘
樹

準
優
勝
斉
藤
功
一
・
川
島
竜
二

3

位
関
口
翔
・
橋
本
朋
昭

3

位
多
田
雄
一
•
原
島
佑
輔

中
学
生
女
子
の
部

優
勝
岡
田
法
子
•
佐
藤
幸
汀

第
3

回町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

結

果

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦

3
k
m

〔
ー
チ
ー
ム
5

人
（
一
般
男
女
）

に
よ
る
団
体
戦
〕

健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
一
般
男
女
）
2
k
m

〔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
〕

家
族
マ
ラ
ソ
ン

1
k
m

〔
小
学
生
と
2
0
歳
以
上
の
ペ
ア
〕

ス
キ
I
l

教
堂

期
日
平
成

1
4年
2

月
3

巳
⑯

場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

募
集
人
員

8
0名

対
象
者
町
内
在
住
者
（
小
学
生
以
下

に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
費

1

人
3
,
0
0
0
円
（
バ
ス

代
、
保
険
料
）

申
し
込
み
1
2
月

2
2日
⑤
午
後
1

時
t
J

ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
敬
称
略
）

準
優
勝
J
辺
彩
乃
•
島
田
か
ほ
り

3

位
臼
井
真
澄
・
富
塚
文
香

3

位
柏
木
優
香
里
・
柴
崎
仁
美

’i· 

-r|--

—’ 

i
了
』

1
-

第
3

回
町
民
―
プ
ニ
ス
大
会

一
般
男
子
の
部

優
勝
代
和
彦
•
松
村
恭
広

準
優
勝
塩
谷
敏
彦
・
赤
城
英
夫

3

位
石
村
正
・
金
子
重
雄

一
般
女
子
の
部

優
勝
町
田
栄
子
・
吉
池
恵

準
優
勝
石
村
加
津
美
・
秋
本
賀
子

優勝した皆さん一般の部（左）中学生の部（右）

第
4

回
町
民
水
泳
大
会

1

位
入
賞
者

男
子
2
5
mバタ
フ
ラ
イ

小
学
5
.
6

年
野
本
悠
介

一
般
6
0歳
代
梅
津
定
一

男
子
2
5
m背
泳
ぎ

小
学
3
.
4

年
沢
浦
倫

小
学
5
.
6

年
野
本
翔
平

一
般
4
0
歳
代
小
宅
誠

女
子
2
5
m背
泳
ぎ

小
学
3
.
4

年
柏
原
美
希

小
学
5
.
6

年
奈
良
原
弘
子

一
般
4
0
歳
代
沢
浦
か
す
み

女
子
2
5
m平泳
ぎ

小
学
5
.
6

年

男
子
2
5
m平泳
ぎ

小
学
3
.
4

年

男
子
2
5
m自由
形

小
学
1
.
2

年

小
学
3
.
4

年

小
学
5
.
6

年

優勝した皆さん

浅
見
拓
耶

礫
康
彰

野
本
翔
平

磯
康
彰

沢
浦
董
~

スタート前の緊張の一瞬
一
般
4
0
歳
代
小
宅
誠

女
子
2
5
m自由
形

小
学
1
.
2

年
小
宅
成
美

小
学
5
.
6

年
奈
良
原
弘
子

一
般
4
0
歳
代
沢
浦
か
す
み

女
子
5
0
mバタ
フ
ラ
イ

中
学
生
以
上
1
0
歳
代
斎
藤
瑞
江

女
子
5
0
m背泳
ぎ

中
学
生
以
上
1
0
歳
代
堀
□
明
子

女
子
5
0
m平泳
ぎ

中
学
生
以
上
1
0
歳
代
佐
々
木
美
穂

女
子
5
0
m自由
形

小
学
3
.
4

年
柏
原
美
希

中
学
生
以
上
1
0
歳
代
柏
原
裕
希

男
子
5
0
m自由
形

小
学
5
.
6

年
野
本
悠
介

一
般
6
0歳
代
梅
津
定
一

女
子
1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

小
学
5
.
6

年
奈
良
原
弘
子

女
子
1
0
0
m

自
由
形

中
学
生
以
上
1
0
歳
代

女
子
1
0
0
m
平
泳
ぎ

中
学
生
以
上
1
0
歳
代

ー
と

佐
々
木
美
穂

柏
原
裕
希

平成13年12月 10 日旧）

3

位
小
辻
亜
希
子
•
石
井
亮
子
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第
4

回
明
和
町
近
県

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
1
月
4
.
1
1
日
、
冬
の
到
来
を
感
じ
]

さ
せ
る
冷
だ
い
北
屋
の
な
か
、
第
4

回
一

明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
一

が
、
利
根
川
総
合
運
動
場
・
大
輪
公
園
―

で
行
わ
れ
ま
し
だ
。
一

こ
の
大
会
は
近
県
市
町
の
交
流
を
深
―

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
6

年
か
ら
一

始
ま
り
、
喋
内
を
は
じ
め
埼
玉
、
栃
木
、
一

茨
城
か
ら
2
2
チ
ー
ム
約
4
0
0
人
が
参
一

加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。
一

見
事
強
豪
を
破
り
栄
冠
を
勝
ち
取
っ

た
の
は
伊
勢
崎
市
の
東
本
町
親
和
会
で
一

し
だ
。
本
町
か
ら
は
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
一
し
き
る
悪
天
候
の
中
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ル
ク
ラ
ブ
と
明
和
＿
フ
ガ
ー
ズ
が
参
加
i
ビ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に

し
、
健
闘
虚
し
く
2

回
戦
で
敗
れ
て
し
～
利
根
川
堤
防
か
ら
桜
並
木
路
を
歩
く
芍

ま
い
ま
し
だ
。
一
k
m
コ
ー
ス
と
利
根
川
堤
防
か
ら
谷
田
川

しli
'
ー
！
一
堤
防
へ
回
る
1
0
k
m
コ
ー
ス
で
町
民
ウ
ォ

｛
三
言
ニ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

一5誓
曇
，
一
こ
ど
も
か
ら
あ
年
寄
り
ま
で
2
0
0
人

C
-
]
こ
｝
主
豪
『
．
：
を
超
え
る
参
加
者
の
カ
ラ
フ
ル
な
カ
ッ

，
．
皇
p

一
、
ぎ
｛
ー
ヽ
曇
ニ

ミ
苫
鵞
｀
汐x

一
パ
や
カ
サ
で
彩
ら
れ
ま
し
だ
。

ぇ
口
菖
，
｀
参
加
者
は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
最
も

・

・
：
蕊
ふ
言
、

狙
，
、
澤
斥
一
：
←
`
身
近
な
健
康
法
で
す
が
、
日
ご
ろ
の
生

ロ
・
＊
汀
，
・
・
バ
」
i
ー
乙
ご
‘
一
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
以
外
と
歩
い

麟
＼
＂

•
9
/
ズ
'
厨
ヽ
／ui
,
―
て
い
お
い
ん
で
す
よ
ね
。
合
日
を
機
会

一

一
／
炉
？
・

h
,
E
4

一
に
少
し
で
も
足
を
使
う
よ
う
心
が
け
だ

i
i
＞
．
心
ご
寄

4

い
で
す
ね
」
と
う
っ
芍
ら
と
か
い
た
額

デ
宝
f

K
'

の
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
さ
わ
や
か
店
笑

-
r
.f
ご
f
f

.
5f
.

―
―
t
.
f
．
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
だ
。

•
凸
＞
、

I
’

．
．
．
二
，
来
年
は
あ
店
だ
も
参
加
し
て
身
近
な

町
の
再
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
ガ
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
と
、
は
じ
め
て

出
会
っ
た
人
と
の
和
を
広
げ
る
こ
と
が

第
3

回

で
き
ま
す
よ
。

町
民
ウ
ォ
1
1

ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

1
1
月
1
0
日
、
秋
の
冷
だ
い
雨
が
降
り

、
』
"
­

ヵなしを舌一＿
―
-
ロ

会しし楽

中学生・一般・新卓球の優勝者

優
勝
千
津
井
チ
ー
ム

準
優
勝
南
大
島
チ
ー
ム

第
4
回
老
~
人
福
祉
ゼ
ジ
タ
ー

1

グ
1
1

ト
ボ
い11
ル
大
会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
ク
イ
ー
ン
ズ

第
翁
回秋季

バ
レ
）
1
1
ボ
ー
ル
大
会

優勝した恩田君

第
1
6回
協
会
長
杯

グ
1
1

ト
ボ
ー
ル
大
会

梅
原
チ
ー
ム

新
里
チ
ー
ム

南
大
島
チ
ー
ム

3 準優
優

位勝勝

優
勝

第
2

回
ソ
フ
ト

バ
レ
|
ポ
ー
・
ル
愛
姪
会
大
会

小
学
生
男
子
の
部

優
勝
恩
田
翼

準
優
勝
柴
田
佑
輝

3
位
簗
田
弘
幸

3
位
北
浦
侑
樹

中
学
生
男
子
の
部

優
勝
奈
良
竜
也

準
優
勝
平
井
俊
光

3
位
村
田
雄
基

3
位
近
藤
好
洋

中
学
生
女
子
の
部

優
勝
荒
川
明
子

準
優
勝
吉
永
愛
理

3
位
森
戸
干
陽

3
位
多
田
舞
子

ク
イ
ー
ン
ズ

荒
川
明
子

泉
田
絵
理

渡
遷
由
美
子

多
田
沙
織

第
4

回
町
民
卓
球
大
会

一
般
男
子
の
部

優
勝
小
松
原
義
男

準
優
勝
田
村
紘
久

3
位
小
松
原
雅
弘

新
卓
球
一
般
男
子
の
部

優
勝
武
井
英
夫

準
優
勝
松
吉
喜
造

3
位
原
島
重
夫

男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
勝
小
松
原
義
男
小
松
原
順
子

準
優
勝
田
村
絋
久
亀
田
昌
利

3
位
奈
良
竜
也
平
井
俊
光

3
位
小
松
原
雅
弘
柴
崎
弘
幸

女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
勝
大
津
智
代

準
優
勝
柿
沼
優
子

3
位
小
枯
美
沙

3
位
森
戸
千
陽

明和西ウルトラナインズのみんな 千津井チームの皆さん

こ

3

立,9
 

大
佐
貫
チ
ー
ム

第
舌
回
板
倉
町
遅
県

少
年
野
球
大
会

準
優
勝
明
和
西
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ

（
参
加
チ
ー
ム
全
1
2
チ
ー
ム
）
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年末年始の
犯罪・事故
の防止

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い

人
と
人
と
の
協
力
が
大
切

犯
罪
や
事
故
に
対
す
る

危
機
管
理
意
識
を
も
と
う

世
界
で
も
有
数
の
「
安
全
な
国
」
と
言
わ
れ
る
日
本
。
し
か
し
最
近
、

私
た
ち
の
身
近
な
社
会
の
な
か
で
、
通
り
魔
殺
人
や
駅
ホ
ー
ム
で
の
傷

害
致
死
事
件
、
繁
華
街
で
の
ビ
ル
火
災
死
亡
事
故
な
ど
、
突
然
、
住
民

の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
犯
罪
や
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
警
察

で
は
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
も
犯
罪
・
事
件
に
対
す
る
危
機
管
理
が
必
要
で
す
。

危
機
管
理
の
第
一
歩
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
最
近
の
犯

罪
や
事
故
の
傾
向
に
つ
い
て
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

ほ
か
の
人
の
被
害
を
「
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
な
い
」
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
と
き
、
被
害
者
に

代
わ
っ
て
感
言
察
に
知
ら
せ
た
り
、
そ
の

場
所
の
関
係
者
を
呼
ん
だ
り
、
ほ
か
の

人
に
助
け
を
求
め
た
り
す
る
。
人
と
人

と
が
助
け
合
っ
て
犯
罪
や
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
安
全
を

守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

犯
罪
被
害
は
必
ず
警
察
に
届
け
出
る

第
2

の
被
害
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

も
し
、
万
が
一
、
不
幸
に
し
て
犯
罪

や
事
故
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
必
ず
警
察
に
届
け
出
る
こ
と
も

防
犯
の
う
え
で
と
て
も
重
要
で
す
。
犯

罪
・
事
故
の
広
が
り
を
防
ぐ
た
め
に
、

自
分
の
被
害
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
被

害
を
見
か
け
た
と
き
も
、
お
近
く
の
感
言

察
署
に
必
ず
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

犯
罪
や
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

火ヌ令嚢窯姿吟玲玲吟玲吟娑裟冬吟玲唸亨袋＾ぷゆ芯窃唸翠＾ぷ玄やや窃唸涵＾ ぶ文芯吟吟玲ぷ唸蕊唸窃翠淫翠蕊亨巫ぺ吟

平成13年12月 10 日(J=]) (22) 



ひとり親家庭
子育て支援事業開始

館林厚生病院
職員募集

館林保健福祉事務所

合 (72) 3230 

県では、母子家庭や父子家庭など

のひとり親家庭で、一時的に子育て

が困難な場合に、あらかじめ登録さ

れた子育て支援者を紹介する「ひと

り親家庭子育て支援事業」を開始し、

利用者を募集しています。

◇支援対象 母子家庭・父子家庭・

父母のいない児童を養育している

家庭の児童（概ね生後 3 か月から

小学生まで）

◇支援内容児童の保育、食事の世

話等日常生活に必要と認められる

こと、および保育所・幼稚園等の

送迎等

◇支援時間帯午前7時～午後9時

◇利用上の注意事項
・事前の登録が必要です。

・負担金 1 時間につき平日は200

円、平日以外は300円

※この支援事業に協力してくださる

子育て支援者も引き続き募集してい

ます。（支援者には、別に支援費用

をお支払いします）

平成 14年度短期課程生徒舅集
票立太田産業技術専門校

県立太田産業技術専門校

合 (31)1776

◇募集科目・定員 ► NC 加工科

20人 レ溶接科 20人

◇訓練期間平成14年 4 月 8 日（月）

～平成 15年 3 月 14 日直までの 1

年間

◇授業料 無料（ただし、教科

書・実習服等は自己負担）

◇対象者 技能を身につけ就職を

希望するかたならどなたでも

（年齢・性別・学歴問わず）

◇選考日 定員になるまで随時実

施します。

◇選考方法 義務教育修了程度の

学科試験と面接試験

◇問い合わせ 県立太田産業技術

専門校（太田市新野町157-1)

※応募については、必要書類の提

出先等当校にまでお問い合わせく

ださい。また、募集科目の実習等

の見学会も毎週金曜日午前中に実

施しています。

館林厚生病院

fl (72) 3140 

◇職種・人員調理師… 1 人

◇応募資格 日本国籍のあるかたで

昭和51年 4 月 2 日以降に生まれた

人で有資格者および取得見込者

◇応募期限 1 月 7 日旧）

◇提出書類 »履歴書（館林厚生病
院庶務課で配布します） »調理師

免許の写し（有資格者）レ卒業予

定者は卒業見込書・成績証明書

◇試験作文・実技・面接試験（試

験日については後日応募者に通知

します）

◇申し込み・問い合わせ 邑楽館林

医療事務組合（館林厚生病院庶務

課）へ

母性健康管理電話
相談を利用しましょう

群馬労働局雇用均等室

fl027 (210) 5009 

事業主や働く女性の皆さんからの

母性健康管理に関する相談に産婦人

科の先生が電話で応じてくれます。

◇受付日・時間毎週火曜日 午前

9時～正午

◇電話相談窓口 群馬県医師会内

fl 027 (231) 5311 

群馬県一郷一学

男女共同参画講座

群馬県一郷一学男女共同参画分科会

合（88)2860

男女共同参画社会のパートナー

シップを発見してみませんか。お

気軽にご参加ください。

◇期日

•第 1 回講座 12月 19 日（水）

•第 2 回講座 1 月 23 日（水）

•第 3 回講座 2 月 27 日（水）

◇時間各回とも午後 6 時～ 8 時

◇会場 各回とも館林市三の丸芸

術ホール研修室

◇対象 どなたでも参加できます。

◇参加費無料

◇申し込み 午後 7 時から 9 時ま

での間に一郷一学男女共同参画

分科会へ

町の無料法律相談

日時＝ 1 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝森尻弁護士

受付＝ 1 月 1 日から 8 日までに
総務課へお申し込みくだ

さい。（受付順）

乳幼児健診

日時＝ 1 月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 12年 1 月、 13年 1 月、 6

月 •9 月生

健

日時＝ 1 月 8 日因

午前 9 時30分～ 10時30分

受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

1 月はお休みさせていただきます。

年

今

康

金

月

相

相

火
火

-I—-ll 

火
火

-l—
IC: 

日時＝ 1 月 17 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 1 月 17 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

の納税

[>町・県民税[>国民健康保険税[>
介護保険料[>国民年金保険料[>水

道料金

納期限＝ 12月 25 日（火）

(23) 平成13年12月 10 日旧）



特別養護老人ホーム
「和の郷」職員募集

冬空のつとい

くらしの情報

館林高等看護学院
学生募集

特別養護老人ホーム「和の郷」

開設準備室 合（75)3011

平成 14年2月に業務開始を予定し

ている特別養護老人ホーム「和の郷」

では、次のとおり職員を募集します。

◇採用募集職種

・看護婦（士） 若干名
・介護職員 若干名

・調理員 若干名

※パート職員でもご相談に応じま

す。

◇申込期限 12月 15 日田
◇採用予定期日 平成14年 1 月 4 日

虚）

◇問い合わせ 特別養護老人ホーム

「和の郷」開設準備室（新橋病院

内）

農薬の保管・管理

にご協力ください

前橋食糧事務所館林支所

ff (73) 2911 

食糧事務所から農家の皆さんへお

願いします。

国内テロ防止対策のために農薬の

保管・管理にご協力ください。

1. 農薬の保管・管理をしっかりし

て、盗難、紛失の防止に努めまし

ょう。

※特に、毒物または、劇物に該当す

る農薬については、次のことに気を

つけてください。

①鍵のかかる保管庫等の整備
②保管量の定期的なチェック、利用
状況の記録

2. 盗難、紛失事故が発生した場合

は、直ちに、警察に届けましょう。

夫からの景力で困って

いませんか

県庁県民生活課

fl027 (226) 2902 

「配偶者からの暴力の防止および

被害者の保護に関する法律」が平成

13年10月 13 日施行になりました。い

ろいろな機関で相談を行っていま

す。詳しくは、県庁青少年こども課

合 027 (226) 2623へお問い合わせく

ださい。

県立東毛少年自然の家

fl0277 (78) 5666 

◇期日 1 月 19 日 (±)~20 日（日） 1 泊

2 日

◇会場群馬県立東毛少年自然の家

とその周辺（藪塚本町）

◇対象小学校•特殊教育諸学校小

学部（介助者を含む）の 3~6 年生

◇募集人員 100人（先着順）

◇内容星空観察・野外活動等

◇参加費一人 2,800円

◇申し込み 12月 28 日倫）までに電話

で参加者氏名、性別、学校名、学

年、保護者氏名、郵便番号、住

所、電話番号を東毛少年自然の家

にお知らせください。

放送大学学生募集

放送大学群馬学習センター

fl027 (230) 1085 

放送大学は、テレビ・ラジオを通

じて自宅で学習できる大学（教養学

部）です。放送大学では、平成14年

度第 1 学期（ 4 月授業開始）入学の

学生を募集しています。

◇募集学生 全科・選科・科目履修

生

◇出願受付 12月 15 日(±)~平成14年

2月 15 日位）

◇募集要項の請求（無料）・問い合わ
せ 〒 371-0032 前橋市若宮町1_

13-2 放送大学群馬学習センター

緑 化 講 座

県緑化センター

合 (88)7188

◇12月のテーマ 「正月の寄せ植え
づくり」

◇日時 12月 20 日（木） 午前10時～正

午雨天決行

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇募集人員 50名（先着順）
◇講師 フラワーアドバイザー 坂

村直美先生

◇参加費 2,000円（教材費）

◇申し込み 12月 19 日因までに県緑

化センターへ

館林高等看護学院

fl (73) 7175 

◇応募資格

①高等学校を卒業した者または卒
業見込みの者

②大学入学資格検定合格者
◇募集人員 40人（推薦入学者含む）

◇修業年限 3 年

◇試験期日

•第 1 次 1 月 24 日（木） 学科試験

•第 2 次 2 月 8 日倫） 面接試験

◇試験会場館林高等看護学院

◇出願書類入学願書、健康診断書、

受験票、高等学校の調査書、返信

用封筒（長 4 号封筒に住所、氏名

を明記し80円切手を貼付）、写真

2 枚（縦型4X3cm最近 3 か月以内

に撮影した上半身、正面、脱帽）

◇受験料 15,000円（郵便為替）

◇申し込み 1 月 4 日伶）から 17 日（木）

までに同学院(〒374-0043 館林

市苗木町2497-1) へ出願書類を持

参または郵送してください。

年賀状はあ早めに

•— ’・・ レ~．． ~、 .~ ・ロ↑こ•ャ ..-.~ ·.]~ 吋．l．]・-、し 99 , i 9, 

川俣郵便局

ft (84) 3120 

郵便局では、 12 月 15 日(±)から年賀

状の受け付けを開始します。 12月 24

日国）までに差し出していただかない

と元旦に配達できない場合もでてき

ます。

郵便番号と住所（番地、当番号、

室番号、何々様方まで）をはっきり

書きましょう。

花こよみ

ハ
ボ
タ
ン

は

12月の播種

ハボタン（開花 11 月下旬～2月中旬）
わい性ストック

隅花 1 1 月下旬～5月上旬）

スミレ （開花2月上旬～4月下旬）

など

平成13年12月 10 日旧） (24) 



INFORMATION 

ヽ

ホ＿ムペ＿ジ開設

館林厚生病院
ハンセン病療養所魯
が見学できます I,

がんけい

愛玩鶏にもワクチンを
ニューカッスル病発生

館林厚生病院

合 (72) 3140 

館林厚生病院では、 11 月 12 日から

ホームページを開設いたしました。

今後ともわかりやすい病院情報の提

供に努めてまいりますので、ぜひご

覧ください。ホームページアドレス

http:/ /www.tatebayashikoseibyoin.jp 

冬の県民交通安全運動

12月 11 日(*)~31 日(§)

事故のない群馬の未来はあ

なだから
◇飲酒運転の追放

・飲酒運転の危険性と反社会性

を認識し「少しの距離だから」
「これくらいの量なら」等の考

えは絶対にやめましょう。

◇自転車の交通事故防止
・交差点では、一時停止や信号

を守り、必ず安全を確かめま

しょう。

◇シートベルトとチャイルドシ

ートの着用の徹底

・助手席同乗者にシートベルト

を着用させるとともに、後部

席同乗者にも着用を促しまし

よつ。

館林保健福祉事務所

合 (72)3230

県では、ハンセン病を正しく理解

していただくためハンセン病療養所

バス訪問事業を行います。

◇期日 1 月 31 日（木）

◇見学場所 国立療養所多磨全生園

および高松宮記念ハンセン病資料

館（東京都東村山市青葉町）

◇勢集人員 15人（先着順）

◇参加負担金 1,000円

◇申し込み 12月 28 日圏までに電話

で館林保健福祉事務所へ

職場でのトラブル解決を
労働局があ手伝いします

群馬労働局

合027(210)5002

群馬労働局では、個別労働関係

紛争でお困りの労働者、事業主の

かたを対象に労働問題に関するあ

らゆるご相談をお受けしています。

◇太田総合労働相談コーナー 太
田労働基準監督署内合 (45) 9920 

: 

東部農業総合事務所

合 (45)2041
うこつけい

最近、烏骨鶏・シャモ・ウズラ・
チャボ等の愛玩鶏にニューカッスル

病が発生しています。

ニューカッスル病とは？ I 

ウイルスによって起こる病気で、

高い死亡率と強い感染力から鶏の病

気の中でもっとも恐れられている伝

染病です。

症状は？
●発熟、元気がなくなる

●緑色の下痢便

●口を開けたまま呼吸をする、奇声

を上げるなどの呼吸器症状

●アシが麻痺する、クビの曲がりな

どの神経症状

予防法は？
ワクチンの接種によって予防でき

ます。ワクチンの入手、投与につい

ては家畜保健衛生部またはお近くの

動物病院にご相談ください。

※愛玩鶏等を飼養しているかたは、

羽数を役場経済課へご連絡ください。

問い合わせ
•東部農業総合事務所 家畜保健衛

生部（防疫課）fl (45) 2041 

太田市八重笠町361-3

•館林地区獣医師会（責任者）石井
獣医師fl(74) 0777 

、
\
_
/

日曜・祝日当番医 “必ず電話で確認してから受診してください。”
館林邑楽全地区 1 館林地区 ! 明 和 1 

期日 一一 千代田 1 板倉地区
耳鼻科歯科 内科 外科 地区

□三：）ご言下］宣閂一言言；□言言言□と｀也：：とロ
12月29 日（土） 吉田内科グリニック海宝病院 館林地区と 館赫地区と

四（70)7117 日 (74)0811 同じで寸 同じです

12月30 日（日） 合村クリニック 館林邑楽歯科医領会館 星野こどもりリニック 永寿堂医院 館枯地区と わだらせクリニック
云（70)2221 匹（73)8818 匹（10)1200 I B (72) 4469 同じで寸 匹 (77)2727 

12月31 日（月） 松井内科医院慶友整形外科病院 1 館林地区と 館林地区と
名 (75)9880 云 (72)6000 同じです 同じです

ロ：ロロー—---]―---- 1ニコ巴瓢□□言言晨言：

三二9喜三ー［言す兄・日曜・祝日は、館林厚生病院 8(72) 3140も担当します。 （内科・外科・産婦人科のみ）
・耳鼻科・歯科の診療時間は午前 9 時から午後 1 時まで、内科・外科の診療時間は午前 9 時から午後 5 時までです。
※変更になる場合がありますので、必ず確認してから受診してください。

r
 

1 月 3 日（木）

(25) 平成13年12月 10 日国） 1 2月は大気汚染防止推進月間です ～清く守ろう みんなの空気～
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特
定
の
食
物
を
食
べ
る
の
も
そ

の
―
つ
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
は
珍
し

く
な
る
野
菜
類
を
冬
の
祭
り
に
供
え
だ

風
習
が
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
地
方
に
よ
っ
て
は
冬

至
に
レ
ン
コ
ン
や
ミ
カ
ン
、
ダ
イ
コ
ン

な
ど
「
ン
」
の
つ
く
食
物
を
七
種
類
〈
良

べ
る
と
運
を
呼
ぶ
、
ゆ
す
湯
に
入
る
と

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
な
ど
の
俗
信
が
あ

り
、
合
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
広
報
め
い
わ
」

広
ゞ
、
れ
る
刈
l
i
J
の
逹
さ
ー
画
に

「
ニ
ン
フ
」
禽
ふ
ご
t
紐
の
コ
ス

モ
ス
砂
賀
久
美
子

雨
の
a

に
ヤ
ク
ル
ト
訪
同
販
売
の

マ
マ
ざ
ん
に
今
旧
も
茶
を
い
れ

立
川
ツ
ヤ
子

『
i
l
J
!
V
l

i
i

u

i
i
µ
~
i

4
-

＝
錫
仁
｛
笈
記
ニ

B

'

1
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2
1世
紀
の
幕
開
け
と
な
っ
た
今
年
も
、
早
い

も
の
で
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
町
の

特
産
品
の
シ
ク
ラ
メ
ン
が
艶
や
か
に
咲
き
誇
っ

て
い
ま
す
。
春
先
ま
で
咲
く
花
が
私
た
ち
の
心

に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
®

早
い
も
の
で
、

2
1世
紀
最
初
の
年
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

1

年
で

し
た
か
？
私
は
取
材
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
た

く
さ
ん
の
出
会
い
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
◎

皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
ご
出
産
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
は
何
か
と
暗
い
話
題
が
多
い

な
か
、
や
っ
と
明
る
い
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
ね
。
来
年
は
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
明
る

い
話
題
が
聞
こ
え
て
く
れ
ば
い
い
な
あ
…
⑦

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

' 
田
芝
支
部
」

文

芸

冬

至

＾＜＞．＜ゞ<).<>露ぬ＜火＞．＜ジ＜＞．＜火）．＜邸<).<>•<;.<>.<).<>•<ン露＜ゞm•く＞．＜ゞ＜＞．＜火＞．（火＞．＜沿．0℃．⇔露＜ジ＜＞．＜ジ＜＞．＜ジ＜入＜ゞ＜＞．＜火入＜ぬ．く）’<＞．＜火＞．＜ジ＜＞＜ゞC．＜ゞ9>．＜ゞ＜＞．＜ぬ＜ゞ＜＞．＜火＞．＜ぬ．＜ゞ＜ン＾: : 町の人口と世帯 男 5,871 人・女 5,812人［
~ 12 月 1 日現在（対前月比） <1 1 月中の動き〉 x 

〖世帯数 3,467 戸 (+8) 出生 8人・死亡 4人姜
［人口総数 11 :683 人（＋ 13) 転入 34人・転出 25人〖

I • 11 月の救急車出動回数 : 
貸急病 17件交通事故 4件 その他 1 1 件 合計 32件葛

<
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合
あ
く
や
み
企
（
敬
称
略
）

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
翌
瞑

奈
良
原
喜
一

6
1
知
司
千
津
井
凶

7
7
新
太
郎
南
大
島
凶

6
4

子
中
凶

服
部

青̀
Ì 

圭
自

ヽ
＞
ィ
＇

谷

町
田

ワ
カ

み
ら
幸
子
ヤ
人

篠
木
未
蘭
美
利
男

さ
え
こ
健

宮
元
佐
栄
子
女美
恵

新

里

こ
と
ね

佐
藤
琴
音

幸
広
女

タ
タ
加
貝
ヱ
J

中

谷

1)15 

こ
う
へ
い
直
ハ
也

野
本
晃
平
玲
子
男

: 
1ｽ3 1y,6 

※掲載を希望されないかたは、

須

賀

1y,4 

ゆ
き
正

東
海
林
由
希
女
中三千
代

区

峠障闘

届け出の際に申し出てください。

平成13年12月 10 日併） (26) 

谷

篠
木
耳口せ
羊い

菜な

美澄

幸雄

女

大
佐
貫

諸
石

て
る
匡
旧

輝
英
映
男

南
大
島

帆
足 米

あ
め
で
た

氏

名
父
母
名
性
別
地

叩
叩
ど
美
げ
男
南
大
島

米
（
敬
称
略
）

% 1%6 



：広報

10日（木）発行 No.40 

発行／明和町役場〒370-0795 群馬凛邑楽郡明和町新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告俄） ME/WA TOWN 
明和町ホームページ http: //www.sunfield.ne.jp/meiwa/ ff 0276 (84) 3111 

2002年が花のように明る＜

幸せな年でありますように…

温室の中では、白やピンクの色とりどりの

優美なコチョウランが咲き誇っています。

花の形が胡蝶に似ていることから蝶に乗っ

て幸福が飛んでくるともいわれています。

＿主な内容一

•町長・議長年頭のごあいさつ…②～③

•町の現状と合後の計画…………④～⑤

●庁舎整備検討委員会設立……………⑤

●午年生まれ 8 人が語る合年の抱負…⑧

•広報紙アンケート調査結果…………⑩



町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り
ま
し

て
皆
様
方
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
た
＜
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
四
た
び

明
和
町
長
の
重
責
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
て
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
内
で
は

長
引
く
不
況
を
背
景
に
景
気
の
低
迷
が

続
き
、
四
月
に
誕
生
し
た
小
泉
内
閣
で

は
、
聖
域
な
き
構
造
改
革
を
旗
印
に
掲

げ
、
公
共
事
業
の
削
減
、
特
殊
法
人
の

分
割
・
民
営
化
の
推
進
、
地
方
交
付
税

の
見
直
し
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財

源
化
等
、
世
論
の
支
持
を
背
景
に
次
々

と
大
胆
な
政
策
を
打
ち
出
し
、
日
本
経

済
の
建
て
直
し
に
懸
命
な
ご
尽
力
を
さ

。

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
に
お
い
て
も
、
ま
す
ま

す
進
展
す
る
少
子
・
高
齢
化
、
情
報
化
、

国
際
化
等
の
中
で
地
方
分
権
が
進
み
、

公
共
事
業
の
削
減
、
I
T

関
連
産
業
の

不
調
、
さ
ら
に
は
米
国
の
同
時
多
発
テ

ロ
な
ど
予
想
だ
に
し
な
い
事
態
も
重
な

り
、
景
気
の
回
復
に
一
層
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

本
町
は
幸
い
町
議
会
を
は
じ
め
町
民
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
も
昨
年
に

引
き
続
き
、
行
政
区
総
合
活
性
化
事
業

の
実
施
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
一
人
暮
ら
し
老

人
等
住
宅
環
境
整
備
委
託
事
業
の
開
始

な
ど
ソ
フ
ト
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
補
助
、

小
・
中
学
校
並
び
に
社
会
体
育
施
設
の

改
修
事
業
、
ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業

明和町長

斎 藤 憲

な
ど
従
来
か
ら
の
諸
事
業
等
も
併
せ
て

実
施
し
、
次
代
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く

り
を
着
実
に
押
し
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

さ
て
、
新
し
く
迎
え
た
平
成
十
四
年

は
、
第
四
次
総
合
計
画
の
仕
上
げ
の
段

階
と
し
て
位
置
づ
け
「
未
来
を
創
造
す

る
明
和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

の
た
め
に
、
夢
や
希
望
に
満
ち
た
活
力

と
潤
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
の
創
造
に
向

け
て
、
一
層
皆
様
の
創
意
と
英
知
を
結

集
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
す
で
に
着
手
し
始

め
た
公
共
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
と
し

て
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
、
昭

和
橋
の
架
け
替
え
お
よ
び
関
連
し
た
国

道
―
二
二
号
線
渋
滞
緩
和
の
バ
イ
パ
ス

建
設
事
業
の
早
期
実
現
な
ど
残
さ
れ
た

重
点
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
諮
問
し
た
役
場
庁
舎
整
備
検
討
委

員
会
で
、
現
庁
舎
の
継
続
利
用
ま
た
は

建
設
の
い
ず
れ
か
を
答
申
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
昨
年
設
立
し
た
合
併
問
題
調

査
研
究
会
等
で
地
域
住
民
の
皆
様
が
望

む
今
後
の
町
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

五
次
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
た
「
新
め
い
わ

創
造
フ
ラ
ン
」
の
策
定
事
業
に
着
手
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

厚
情
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平成14年 1 月 10 日（木） (2) 



謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

、
つ
ま午

年
の
輝
か
し
い
元
気
あ
る
新
春
を

迎
え
、
町
民
皆
様
に
は
、
ご
清
福
の
段

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
常
日
ご
ろ
、

議
会
に
対
し
温
か
い
御
心
と
ご
指
導
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
や
地
滑
り
の
よ
う
な
資
産
デ
フ
レ

の
進
行
が
日
本
経
済
の
体
質
を
奪
い
衰

弱
さ
せ
て
い
ま
す
。
株
価
は
日
経
平
均

（
二
百
二
十
五
種
）
が
ピ
ー
ク
時
の
平

成
元
年
十
二
月
（
三
万
八
千
九
百
余
円
）

か
ら
現
在
の
一
万
円
台
に
ま
で
下
が

り
、
そ
の
間
、
時
価
総
額
が
東
証
一
部

だ
け
で
約
二
百
九
十
兆
円
も
失
わ
れ
た

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

土
地
は
、
基
準
地
価
（
全
国
の
商
業

地
）
で
見
ま
す
と
ピ
ー
ク
時
の
平
成
三

年
か
ら
約
半
分
に
下
が
り
、
全
国
の
土

地
の
時
価
総
額
は
八
百
四
十
二
兆
円
が

消
え
て
し
ま
い
、
資
産
形
成
の
柱
で
あ

る
株
式
と
土
地
は
バ
ブ
ル
時
代
の
行
き

過
ぎ
が
修
正
さ
れ
た
後
も
値
下
が
り
が

議会議長

岡安

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 議

員
原
口
昭
一

（
副
議
長
除
き
、
議
席
順
）

今朝雄

議
員
秋
草

利
夫

議
員
関
根
懺
市

議
員
猪
股
賢

議
員
堀
口
武
徳

止
ま
ら
ず
ピ
ー
ク
時
か
ら
現
在
ま
で
に

約
一
千
百
兆
円
を
超
す
資
産
が
国
民
、

企
業
か
ら
吹
き
飛
ん
だ
勘
定
に
な
り
、

す
さ
ま
じ
い
損
失
規
模
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
値
下
が
り
は
、
巨
額
の
評

価
損
や
含
み
損
に
つ
な
が
り
、
銀
行
、

生
命
保
険
、
メ
ー
カ
ー
等
は
そ
の
損
失

を
利
益
か
ら
穴
埋
め
す
る
た
め
減
益
企

業
が
大
き
く
増
加
し
た
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
進
行
を
早
く
食
い

止
め
る
よ
う
政
府
も
努
力
な
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
特
に
昨
年
十
二
月
、
国
民
の

待
ち
望
み
ま
し
た
内
親
王
ご
誕
生
に
よ

り
景
気
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
議
会
人
は
、
地
域
社
会
の
将

来
に
対
す
る
見
通
し
を
持
ち
、
激
動
す

る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
と

ら
え
、
対
話
を
通
じ
合
意
形
成
に
努
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
な

が
ら
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
あ
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議
員
恩
田
久

議
員
森
尻
茂

議
員
野
本
長
司

議
員
岡
安
敏
雄

議
員
金
子
竹
雄

副
議
長
松
本
功

明
和
町
議
会

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

迎

春

(3) 平成14年 1 月 10 日（木）



芦•9\ :. 9 、
鰤し＿＿

斎藤町長と懇談が行われた合同学習会

町
政
の
現
状
と
合
後
の
計
画
を
把
握

し
よ
う
と
、
町
長
を
招
い
て
寿
学
級
・

女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
合
同
学
習
会

「
町
長
と
語
る
」
が
1
2
月
1
7
日
、
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
の
斎
藤
町
長
か
ら
は
、
町
の
現

状
や
合
後
の
計
画
な
ど
の
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
だ
、
質
疑
応
答
で
は
、

町
長
と
ヒ
ザ
を
交
え
て
の
懇
談
が
行
わ

れ
、
5
3人
の
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
だ
。

こ
こ
で
は
、
講
話
と
質
疑
応
答
の
主
な

内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
現
状
と
今
後
の
計
画

•
町
の
現
状

町
の
財
政
面
で
は
、
企
業
誘
致
等
に

よ
り
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

造
成
を
進
め
て
き
た
明
和
第
2

工
業
団

地
へ
平
成
1
4
年
中
に
町
内
企
業
が
進
出

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い

合
築
施
設
の
保
育
園
・
幼
稚
園
関
係
で

は
、
冷
暖
房
等
に
お
い
て
省
エ
ネ
化
を

考
慮
し
た
設
備
を
導
入
し
経
費
節
減
に

努
め
て
い
ま
す
。
開
園
後
、
順
調
に
運

営
し
て
お
り
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体

等
か
ら
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
行
政
区
総
合
活
性
化
事
業
は
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
町
政
に
参
加
し
て
も

ら
お
う
と
全
国
で
初
め
て
導
入
し
、
2

年
間
に
1

億
円
を
1
6
行
政
区
に
配
分
し

て
交
付
し
た
も
の
で
、
有
効
利
用
さ
れ

地
区
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
現
在
建
設
中
の
西
小
学
校
体

育
館
は
、
今
年
度
中
に
完
成
の
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
小
・

中
学
校
の
各
教
室
に
、
県
内
で
初
め
て

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
扇
風
機
を
導
入
し

て
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
南
大
島
浄
水
場
に
災
害
時
の

応
急
給
水
の
拠
点
と
な
る
高
さ
約
3
0
m

の
配
水
塔
を
整
備
し
、
飲
料
水
の
安
定

供
給
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
町
内
を
走
る
広
域
路
線

バ
ス
2

路
線
の
開
設
、
高
齢
者
が
介
護

さ
れ
る
こ
と
を
予
防
す
る
施
設
と
な
る

社
会
福
祉
会
館
の
開
館
、
建
設
を
進
め

て
き
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
和
の

郷
」
が
平
成
1
4
年2
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
、
道
路
整
備
関
係
で
は
、
改
良
率

6
8
%、
舗
装
率
6
9
％
と
県
内
で
も
高
い

率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•
合
後
の
計
画

国
道
1
2
2

号
線
の
拡
幅
整
備
は
、

昭
和
橋
の
架
け
替
え
も
含
め
て
進
め
て

い
ま
す
。
昭
和
橋
は
埼
玉
県
で
平
成
1
7

年
こ
ろ
ま
で
の
継
続
事
業
で
建
設
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
に
、
公
共
下
水
道
事
業
は
平
成
7

年
度
か
ら
計
画
を
進
め
、
1
2
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
公
共
下
水
道

の
終
末
処
理
場
で
あ
る
明
和
水
質
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
を
南
大
島
地
内

で
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
1
6
年4
月
に

一
部
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
国

の
補
助
を
得
て
の
事
業
の
た
め
、
完
成

す
る
ま
で
2
0
年
く
ら
い
か
か
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
も

推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

都
市
計
画
道
路
も
、
国
の
補
助
を
得
て

行
う
た
め
長
い
年
月
を
か
け
て
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
市
町
村
合
併
は
国
が
全
国
の

市
町
村
を
対
象
に
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
に
よ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
合
併
等
の
大
き
な
問

題
は
議
論
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
平
成
1
3
年
1
2
月
に

議
会
で
広
域
行
政
研
究
会
を
発
足
し
た

ほ
か
、
町
で
は
合
併
問
題
調
査
研
究
会 町の将来展望などを聞き入る参加者

を
設
置
し
、
合
併
す
る
し
な
い
で
な
く

事
前
に
問
題
を
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
、

耐
震
性
能
が
低
く
補
強
が
必
要
と
診
断

さ
れ
た
た
め
、
平
成
1
3
年
1
2
月
に
公
募

3
0
人
を
含
む1
6
6

人
の
役
場
庁
舎
整

備
検
討
委
員
会
を
設
立
の
う
え
諮
問

し
、
現
庁
舎
の
継
続
利
用
か
建
設
か
を

議
論
し
て
い
た
だ
き
1
4
年
3

月
ま
で
に

答
申
を
い
た
だ
＜
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
、
第
4

次
総
合
計
画
は
総
仕

上
げ
の
段
階
を
迎
え
、
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
1
7
年
度
か
ら
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
5

次
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
に
向
け
た
「
新
め
い
わ
創

造
プ
ラ
ン
」
の
策
定
事
業
に
着
手
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

回
下
水
処
理
場
の
工
事
の
進
刷
状

況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
1
3
年5
月
1
0
日
に
南
大
島
地
内

で
明
和
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式

を
行
い
、
1
6
年4
月
を
一
部
供
用
予
定

と
し
て
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
は
明
和
水

質
浄
化
セ
ン
タ
ー
全
体
計
画
の
内
の
第

1

期
分
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
1
6年
4
月
を
一
部
供
用
予
定
と

し
て
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

平成14年 1 月 10 日（木） (4) 
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公募30人を含め166人の検討委員会を設立

の
検
討
委
員
会
設
立

役
場
庁
舎
の
今
後
の
方
向
づ
け
を
検

討
す
る
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
役

場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
設
立
会
議
が

1
2月
3

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

委
員
の
選
出
は
、
公
募
の

3
0人
を
は

じ
め
学
識
経
験
者
、
地
域
代
表
、
各
種

166 
人

団
体
、
実
務
経
験
者
か
ら
合
わ
せ
て
1

6
6

人
。
委
員
会
は
、
現
在
の
役
場
庁

舎
の
機
能
等
に
関
し
調
査
研
究
を
行

い
、
今
後
も
継
続
利
用
し
て
い
く
か
、

新
し
く
庁
舎
を
整
備
し
て
い
く
か
、
今

後
に
お
け
る
庁
舎
整
備
の
方
針
に
つ
い

て
ま
と
め
、
平
成

1
4年
3

月
3
1
日
ま
で

に
町
長
に
答
申
す
る
も
の
で
す
。

委
員
長
に
岡
安
町
議
会
議
長
を
選
出

し
、
斎
藤
町
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
後
、

庁
舎
の
概
要
や
耐
震
診
断
の
結
果
、
今

後
の
進
め
方
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

昭
和
3
1
年
に
建
設
さ
れ
た
役
場
第1

庁
舎
は
、
会
議
室
や
事
務
ス
ペ
ー
ス
等

の
狭
小
化
に
よ
り
、
昭
和
4
7
年
に
第2

庁
舎
を
建
設
し
改
善
を
図
り
、
さ
ら
に

多
様
化
、
増
大
化
す
る
一
方
の
行
政
事

務
に
対
応
す
る
た
め
、
機
構
改
革
や
事

務
室
の
分
散
化
、
0
A

機
器
の
導
入
等

を
図
り
こ
れ
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
建
築
後
4
5
年
が
経
過
し
た

現
庁
舎
は
、
施
設
と
し
て
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
や
設
備
の
老

朽
化
も
激
し
く
、
さ
ら
に
耐
震
診
断
の

結
果
、
耐
震
性
能
が
低
く
補
強
が
必
要

な
建
物
と
判
定
さ
れ
、
地
震
等
の
災
害

時
に
は
、
住
民
の
避
難
施
設
並
び
に
防

災
対
策
本
部
と
し
て
の
使
用
が
で
き
な

薗
諮
問
の
主
な
内
容

霞
湯
庁
會

1
2
月
1
6
日
の
第2

回
役
場
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
で
は
、
庁
舎
内
を
8
0
人
の

委
員
が
視
察
し
ま
し
た
。

各
委
員
が
職
員
か
ら
本
庁
舎
お
よ
び

第
2

庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
後
、
庁
舎
内
の
事
務
室
や

会
議
室
、
議
場
な
ど
の
現
状
を
見
て
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
量
の
増
大
と

O
A

機
器
等
の
導
入
で
庁
舎
全
体
が
手

狭
に
な
っ
て
い
る
状
況
や
床
等
補
修
済

み
箇
所
、
雨
漏
り
箇
所
な
ど
も
確
認
し

て
い
ま
し
た
。
今
後
の
委
員
会
で
は
、

4

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討
を
重

ね
、
意
見
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

役
場
庁
舎
内
を
視
察

第
2

回
検
討
委
員
会

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

施
設
の
老
朽
化
の
改
善
を
図
り
増
大
す

る
行
政
事
務
や
将
来
人
口
の
増
加
に
対

応
し
、
事
務
の
合
理
化
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
現
在
の

庁
舎
の
実
態
を
調
査
・
研
究
し
、
現
庁

舎
を
今
後
も
こ
の
ま
ま
継
続
利
用
し
て

い
く
の
か
、
新
し
く
庁
舎
を
整
備
し
て

い
く
の
が
よ
い
の
か
検
討
し
て
今
後
の

方
向
づ
け
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で

す
。

●
を
協

役場庁舎あよび診断調盃概要
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庁 舎

建設年度

総面積

構 造

診断総合

評価

昭和31 年度

499.4ワm2

鉄筋コンクリート造2階建

耐震性能ランク C1

昭和46年度

559.62m2 

鉄筋コンクリート造3階建

耐震性能ランク C1

耐震性能が低く補強が必要
庁舎内の現状を確認する検討委員

ま
た
、
平
成
1
3
年
1
1
月
末
日
ま
で
の

進
捗
率
は
第
1

期
分
相
当
額
の
約
1
0
%

程
度
で
す
。
な
お
、
平
成
1
4
年
度
以
降

の
状
況
は
現
状
ど
お
り
国
か
ら
の
補
助

金
が
見
込
め
れ
ば
1
6
年4
月
こ
ろ
を
目

標
に
本
格
的
な
建
設
工
事
が
望
め
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

回
昭
和
橋
お
よ
び
国
道
1
2
2

号

線
バ
イ
パ
ス
工
事
は
進
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
都

市
計
画
道
路
に
つ
い
て
の
予
定
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

国
昭
和
橋
は
平
成17年
こ
ろ
の
完

成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
国
道
1
2
2

号
線
改
築
工

事
は
用
地
の
買
収
交
渉
に
入
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
橋
は
、
埼
玉
県
が
主
体
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
計
画
で
は
現
在

の
橋
の
下
流
側
に
新
橋
と
し
て
延
長
6

5
6
m

に
橋
台
2

基
と
橋
脚
1
0脚
を
建

設
し
、
車
道
・
歩
道
を
含
め
て
幅
員
且

m
の
新
橋
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
が
予
定
ど
お
り
付
け
ら
れ
れ
ば

平
成
1
7
年
こ
ろ
新
橋
が
完
成
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

次
に
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
群
馬

県
側
の
国
道
1
2
2

号
線
改
築
工
事
の

第
1

期
工
事
は
、
館
林
土
木
事
務
所
が

昭
和
橋
と
の
取
付
道
路
と
し
て
、
4

車

線
化
に
向
け
た
6
7
4
m

の
道
路
設
計

や
用
地
買
収
交
渉
、
工
事
発
注
を
行
い

ま
す
。
1
2
年
度
に
路
線
説
明
を
行
い
、

地
権
者
の
同
意
を
得
て
用
地
の
買
収
交

渉
（
執
行
率
2
2
%
)に
入
っ
て
い
ま
す
。

(5) 平成14年 1 月 10 日（木）



平
成
十
三
年
度

第
四
回

一
～第 3 回町議会定例会から～

町
議
会
定
例
会

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
可
決

第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十

三
日
ま
で
の
会
期
四
日
間
で
開
か
れ
、
平
成
十
三
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
四
案
件
（
町
長
提
出

十
二
件
・
議
員
提
出
二
件
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計

一
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
ニ
―
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
五
一
億
四
、
九
一
六
万
五
千
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
予
防
接
種
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

法
定
予
防
接
種
に
定
め
ら
れ
た
た
め
、

6
5歳
以
上
の
希
望
者
な
ど
に
対
し
接
種

を
行
う
た
め
の
個
別
予
防
接
種
業
務
委

託
料
の
追
加
補
正
で
す
。

群
馬
県
市
町
村
総
合

一
事
務
組
合
規
約
の
変
更

公
立
学
校
の
非
常
勤
の
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
、
お
よ
び
学
校
薬
剤
師
の
公

務
上
の
災
害
に
対
す
る
補
償
事
務
を
平

成
1
4年
4

月
1

日
か
ら
新
た
な
共
同
処

理
事
務
と
し
て
実
施
す
る
た
め
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

一拿条町
院・例職
勧の員
告一の

閾屋冒
予正に
国関
喜す
務る
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
O
·
O

八
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
一
般
職
員
の
基

本
給
の
改
定
の
見
送
り
と
諸
手
当
の
改

定
で
す
。
官
民
格
差
の
解
消
を
図
る
た

め
暫
定
的
な
一
時
金
と
し
て
年
額
三
、

七
五
六
円
の
特
例
一
時
金
を
支
給
。
ま

た
、
民
間
の
賃
金
の
動
向
か
ら

1
2月
の

期
末
手
当
を
O
·
O

五
月
分
減
額
し
、

民
間
と
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
適
用
は
平
成
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
初
任
給

（
一
般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…
一
四

万
六
、
五
0
0
円
、
短
大
卒
…
一
五
万

七
、
七
0
0
円
、
大
学
卒
…
一
七
万
二

0
0
円
と
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

四ま職員 一
月し員に人関期町
ーたと対雙す末議

り、な°冒：じる手会
らおに期告条当講
で ‘0 末に例支員
す。麓・手基の給 1こ

□ 塁：「に対
平月給‘甘B す
成分率町改る
十減を議正
三額ー会
年し般議

町
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の

一
喜
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
長
、
助

役
、
収
入
役
の
期
末
手
当
支
給
率
を
一

般
職
員
と
同
様
に
O
·
O

五
月
分
減
額

し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
一
―
―

年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

可
―
g
B
[
口
に
関
す
る

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
教
育
長
の
期
末
手
当
支
給
率
を
一
般

職
員
と
同
様
に
O
·
O

五
月
分
減
額
し

ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
三
年

四
月
一
日
か
ら
で
す
。

たで時 一
に‘金今ー及町
特既を回部び企
履喜冒畠改基業
時手と与正準職

ta ：し胃認え類支伴 す給

［口厚竺 る与
たかる特 条の
゜に改例 例種
新正一 の類

平
成
十
三
年
度

一
一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
三
四
万
五
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
五
一
億
五
、
五
五
一
万
円
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
給
与
改
定
、
人
事
異
動
に
伴
う

給
与
費
の
増
減
、
財
政
調
整
基
金
積
立
、

館
林
邑
楽
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
に

伴
う
身
障
者
の
歯
科
診
療
設
備
補
助
金

の
追
加
な
ど
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）

は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
八
二
万
二
千
円

（
一
億
七
、
六
一
五
万
四
千
円
）

◇
県
支
出
金
二
九
三
万
九
千
円

（
一
億
四
、
六
六
九
万
四
千
円
）

◇
財
産
収
入
九
千
円

（
五
七
二
万
七
千
円
）

◇
繰
越
金
四
八
万
円

（
一
億
八
、
九
八
五
万
六
千
円
）

◇
諸
収
入
二

0
九
万
五
千
円

（
三
億
二
、
九
二
四
万
七
千
円
）

歳
出

平成14年 1 月 10 日（木） (6) 



◇
議
会
費
一
八
万
一
千
円
減

（
七
、
九
〇
六
万
九
千
円
）

◇
総
務
費
―
一
八
万
五
千
円

(
-
―
億
五
、
四
四
九
万
四
千
円
）

◇
民
生
費
三
四
四
万
円

(
1
0億
四
0
七
万
円
）

◇
衛
生
費
ニ
―
二
万
円

（
三
億
八
、
五
五
六
万
二
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
五
八
万
三
千
円

（
一
億
八
、
四
六
八
万
三
千
円
）

◇
商
工
費
―
二
七
万
二
千
円
減

（
二
、
六
二
九
万
八
千
円
）

◇
土
木
費
七
四
四
万
六
千
円

（
五
億
六
、
八
四
四
万
円
）

◇
教
育
費
六
九
八
万
五
千
円
減

（
―
一
億
四
、
五
―
二
万
一
千
円
）

◇
諸
支
出
金
九
千
円

（
四
一
万
九
千
円
）

未来を担う子どもたち

国
民
健
康
保
険

一
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
、
四
八
一
万
六
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
八
億
五
、
三
ニ
―
万
六
千
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
退
職
者
分
の
医
療

費
給
付
費
の
追
加
等
に
伴
う
補
正
で

す
。
（
）
は
補
正
後
総
額

歳
入

◇
療
養
給
付
費
交
付
金
三
、
三
九
八

万
六
千
円
（
一
億
二
、
0

一
八
万
九

千
円
）

◇
繰
入
金
八
三
万
円
（
三
、
一
六
六

万
三
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
三
万
四
千
円
減
（
二
、
四

四
三
万
九
千
円
）

◇
保
険
給
付
費
三
、
四
八
五
万
円

（
五
億
三
、
一
五
八
万
六
千
円
）

介
護
保
険

一
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
九
万
―
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
四
億
二
、
七
三
八
万
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
事
異
動
等
に
よ
る
給
与
費
等

の
増
加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は

補
正
後
総
額

歳
入

◇
繰
入
金
五
九
万
二
千
円
（
九
、
九

二
―
万
二
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
五
九
万
二
千
円
（
四
、

0

五
八
万
五
千
円
）

下
水
道
事
業

一
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
―
―
九
万
八
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
八
億
九
九
七
万
二
千
円
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
給
与
費
関
係
の
増
加
に

伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の

総
額

歳
入

◇
繰
入
金
―
―
九
万
八
千
円
（
九
、

ニ
八
三
万
六
千
円
）

歳
出

◇
下
水
道
費
二
三
七
万
八
千
円

（
六
億
五
、
二
四
七
万
八
千
円
）

◇
予
備
費
―
―
八
万
円
減
（
一
億
四
、

九
0
三
万
二
千
円
）

言
[
:

既
定
の
収
益
的
支
出
を
一
五
一
万
九

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
二
億
四
、
六

五
八
万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

人
事
異
動
等
に
よ
る
給
与
費
の
減
額
に

伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の

総
額

収
益
的
支
出

◇
水
道
事
業
費
用
一
五
一
万
九
千
円

減
（
二
億
四
、
六
五
八
万
八
千
円
）

次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

◇
道
路
整
備
と
道
路
特
定
財
源
確
保
に

関
す
る
意
見
書

◇
W
T
o

（
世
界
貿
易
機
関
）
交
渉
に

向
け
た
意
見
書

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
と

並
ん
で
、
年
末
年
始
は
献
血
者
の
数

が
一
時
的
に
減
少
す
る
時
期
で
す
。

か
ぜ
く
ず

ま
た
、
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す

人
が
多
い
こ
と
や
、
学
校
や
企
業
、

団
体
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
く

な
る
こ
と
な
ど
も
冬
場
か
ら
春
先

(
1月
＼

4

月
）
に
か
け
て
の
献
血

者
数
減
少
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
献
血
者
の
減
少
は
、
長
期
保
存

の
で
き
な
い
輸
血
用
血
液
の
不
足
に

つ
な
が
り
ま
す
。

献
血
者
数
の
約
6

割
は
、
1
6
\
3
9

歳
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
2
0
代
の
若

者
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
若
い
世
代
が
減
少

し
て
お
り
、
一
方
、
血
液
製
剤
を
必

若
い
世
代
の

協
力
が
必
要
で
す

冬
は
献
血
者
数
が

減
少
し
ま
す

はたちの
i 

要
と
す
る
高
齢
者
世
代
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
若
い
世
代
に
、

よ
り
一
層
献
血
へ
協
力
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
新
年
に
成
人
式
を
迎
え

る
2
0
歳
の
若
者
を
中
心
に
、
献
血
ヘ

の
理
解
と
協
力
を
訴
え
る
「
は
た
ち

の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
1

月
か

ら

2

月
ま
で
の
期
間
に
実
施
し
ま

す
。特

に
成
分
献
血
と

4
0
0

叫
献
血
に
ご
協
力
を

日
本
で
は
血
液
製
剤
の
一
部
を
海

外
か
ら
の
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を

国
民
の
献
血
に
よ
り
確
保
す
る
体
制

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

献
血
の
中
で
も
特
に
重
要
と
さ
れ

る
成
分
献
血
（
血
し
ょ
う
や
血
小
板

な
ど
の
特
定
の
成
分
だ
け
を
献
血
す

る
方
法
）
、
4
0
0

叫
献
血
へ
の
協

力
は
、
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
血

友
病
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
る
血
液

製
剤
の
う
ち
、
一
部
の
輸
入
製
剤
に

つ
い
て
供
給
不
足
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。
血
友
病
患
者
さ
ん
へ
の
血
液
製

剤
の
安
定
的
な
供
給
を
図
る
た
め
に

も
、
よ
り
一
層
献
血
へ
の
協
力
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
地
の
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若

い
世
代
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
献
血

場
所
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
最
寄
り
の
血
液
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
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ワ
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）
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で
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経
滞
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r
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戸
爪
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茄
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炉
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ァ
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／
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ぽ
蒻
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生
年
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日
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正
之
勾
了
了
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罹
屎
考
小

職
業

住
所

氏
名

職
業

2
0
0
2

年
の
抱
負
・
メ
ッ
セ
ー
ジ



おめでと→う ございます 一

左から坂上イソ子さん、増田英子さん、

荒井マサさん

こ
の
ほ
ど
、
川
俣
の
鯉
沼
｛
貫
さ
ん
⑱
に

勲
五
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
昭
和
九
年
四
月
か
ら
昭

和
四
十
八
年
三
月
ま
で
三
十
九
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
、
主
に
邑
楽
郡
内
の
小
・
中

学
校
で
教
べ
ん
を
執
り
、
そ
の
間
に
明
和

東
小
・
西
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
す
る
中

で
、
学
校
経
営
の
責
任
者
と
し
て
そ
の
手

腕
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
に
即
し
た

新
し
い
感
覚
で
教
育
活
動
を
進
め
る
と
と

も
に
、
施
設
整
備
の
充
実
に
特
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
和
東
・
西
小
学

校
で
は
幼
稚
園
長
も
兼
任
す
る
中
で
、
幼

稚
園
教
育
に
も
携
わ
り
、
多
く
の
研
究
会

を
設
定
し
て
そ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

こ
。t
 また

、
退
職
後
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
会
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、

社
会
教
育
振
興
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
な
ど
社
会
教
育
・
生
涯
教
育
の
先
駆

者
と
し
て
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
全
国
組
織
化
3
5
周
年
記

念
大
会
の
席
上
、
明
和
町
商
工
会
女
性
部

は
、
こ
の
ほ
ど
部
員
増
強
運
動
に
お
い
て

部
員
増
加
率
部
門
お
よ
び
部
員
増
加
数
部

門
で
全
国
第
1

位
の
成
績
を
収
め
、
全
国

商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
は
、
3
5
人
の
部
員
を
平

成
1
2
年
1
2
月
中
の
部
員
増
強
運
動
に
よ
り

1
5
6

人
と
大
幅
に
増
員
し
、
商
工
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
の
発
展
と
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

明
和
町
商
工
会
女
性
部

勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

鯉
沼
宵
さ
ん

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

本
澤
萬
吉
さ
ん

松
本
芳
雄
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
永
年
に

わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
活
躍

本
澤
萬
吉
さ
ん
（
南
大
島
）
に
こ
の
ほ

ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

本
澤
さ
ん
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農

さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
ほ
ど
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
昭
和
5
8
年
1
2
月
か
ら
民

生
児
童
委
員
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
4

年

1
2
月
か
ら
は
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
を

務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

家
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
る
農
林
水
産
統

計
調
査
協
力
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

群
馬
県
統
計
協
会
長
表
彰

野
本
敏
夫
さ
ん

町
の
統
計
調
査
協
議
会
長
を
務
め
る
統

計
調
査
協
力
員
の
野
本
敏
夫
さ
ん
（
千
津

井
）
は
、
永
年
に
わ
た
り
統
計
事
務
に
従

事
し
、
的
確
な
事
務
処
理
と
統
計
思
想
の

普
及
啓
発
に
尽
力
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
ほ

ど
群
馬
県
統
計
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

非
行
防
止
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
・
中
学
生

4

人
が
入
賞

館
林
威
言
察
署
管
内
の
平
成
1
3
年
度
非
行

防
止
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
本
町
か
ら
は
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

標
語
の
部

準
特
選
野
本
欣
徳
（
東
小

6
)

ポ
ス
タ
ー
の
部

特
選
関
口
亜
矢
（
明
中

3
)

準
特
選
吉
永
真
奈
美
（
明
中

2
)

審
査
員
特
別
賞
柏
原
裕
希
（
明
中

1
)

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰

松
本
芳
雄
さ
ん

(9) 平成14年 1 月 10 日（木）



回 収 率

口回収

Q
2

喜
広
報
紙
「
広
報
め
い
わ
」

は
毎
月
又0
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す

5.6% 

回
収
数

1
2
7

人

回
収
率

4
2
.
3
%

' 
調
査
の
概
要

調
査
の
目
的
：
．
住
民
の
皆
様
が
合
の

広
報
紙
に
ど
ん
な
意
見
や
要
望
が
あ

る
の
か
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
広
報

紙
づ
く
り
に
役
立
て
ま
叫

調
査
の
方
法
：
・
2
0
歳
以
上
の
各
年
代

ご
と
に
5
0
名
ず
つ
無
作
為
で
選
ば
せ

て
い
だ
だ
い
た
合
計
3
0
0

名
の
皆

様
を
対
象
に
、
ア
ン
ワ
ー
ト
調
査
を

郵
送
で
実
施
し
ま
し
だ
。

13.2% 

口町の広報紙
口町の議会だよリ

□ オフトーク通信口町のホームページ
圏その他

町
で
は
、
1
0
月
2
3
日
⑱
か
ら

1
1月
2

日
⑮
に
か
け
て
、
3
0
0

名
の
皆
様
を
対
象
に
、
「
広
報
紙
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
盃
」
を
実
施
し
ま
し
だ
。
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
だ
の
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
様
の

貴
重
な
ご
意
見
を
最
大
限
に
活
用
し
、
よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く
り
に
役
立
だ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

o
i
あ
な
た
は
、
町
の
施
策
や
行

事
、
出
来
事
店
ど
を
ど
の
よ
う
な
も
の

か
ら
知
り
ま
す
か
。

A
1
り
広
報
紙
と
答
え
た
か
だ
が
全

体
の
約
半
分
を
占
め
5
1
.
3
%

、
次

に
多
か
っ
た
の
が
議
会
だ
よ
り
の

2

4
.
8

％
で
約
1
/
4
の
か
だ
ガ
回
答

し
て
い
ま
す
。
次
に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
順
で
、
大
半
の
か
だ

は
紙
面
に
よ
る
情
報
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

広
報
紙
ア
ン
ク
1
1
ト

A
3

町
の
施
策
・
王
な
話
題
が
2

4
.
0
%

、
町
政
ホ
ッ
ト
ニ
コ
ー
ス
が

A
2

毎
号
必
ず
読
ん
で
い
る
と
答

え
た
か
だ
は

7
5
.
6
%

、
と
き
ど
き

読
ん
で
い
る
と
答
え
茫
か
だ
は

1
8
.

9

％
で
、
ほ
と
ん
ど
の
か
だ
が
広
報
紙

に
目
を
通
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一

Q
3
0
2

で
「
読
ん
で
い
る
」
と
答

え
だ
乃
た
は
、
主
に
ど
の
よ
う
な
記
事

に
関
心
を
も
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
か
。

が
、
あ
な
だ
は
ど
の
程
度
読
ん
で
い
ま

す
t
Jo

2
2
4
%

、
町
の
話
題
が

1
6

1

％
の
順
で
な
ら
び
、
あ
あ
む
ね
広
報

紙
の
内
容
を
全
体
的
に
読
ん
で
い
だ
だ

い
て
い
ま
d

。

[
 

8.6% 

Q
4
0
2

で
「
読
ん
で
い
な
い
」

と
答
え
だ
か
た
は
、
そ
の
理
由
を
あ
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

A
4
]
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
楕
報

や
話
題
が
な
い
か
ら
と
答
え
だ
か
だ

と
、
他
の
方
法
で
情
報
や
話
題
を
入
手

で
き
る
か
ら
と
答
え
た
力
だ
が
同
じ
3

5
.
3

％
ず
つ
と
な
り
ま
し
だ
。

Q
5

喜
言
、
合
後
ど
の
よ
う

な
記
事
に
関
心
を
も
っ
て
読
ま
れ
ま
す

か
。A

5

町
の
施
策
・
行
事
予
定
が3

1
.
0
%

、
話
題
・
出
来
事
が
2
6
.

9
%
、
町
民
の
声
が
1
7
.
0
%

、
町

の
施
設
・
自
然
・
歴
史
が
1
5
.
5
%

で
し
だ
。

03 

9.9% 1.0% 

16.1% 

口町の政策主要な話題

口町の話題

國健康

園くらしの情報

口呵政ホットニュース

口みんなの声

ロスポーツ
■ その他

※
問
い
合
わ
せ

% 
3
 

, そ
の
他
だ
く
さ
ん
の
ご
意
見
ご
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
だ
。
皆
様
の
こ
う
し

だ
声
を
、
合
後
の
広
報
紙
づ
く
り
に
少

し
で
も
役
立
て
て
い
き
だ
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

だ
。 05 

0.3% 

企
画
課
（
内
線3
4
0
)

口町の施策行事予定
口町民の声

圏テーマごとのシリーズ記事

26.9% 

国町内の話題
口町の施策自然歴史等の紹介

口その他

口自分にとって必要な情報や話題が掲載されていないから

ロ［言儡ご言題を入手できるから
口その他

35.3% 

平成14年 1 月 10 日（木） (10) 
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観
覧
希
望
者
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す

N
H
K

前
橋
放
送
局
と
明
和
町
で
は
、

N
H
K

国
際
放
送
（
ラ
ジ
オ
日
本
）
「H
e
l
l
o

F
r
o
m
 G
U
N
M
A
」
.
「
群
馬
か
ら
こ
ん
に

ち
は
」
の
公
開
生
放
送
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
2

組
の
ゲ
ス
ト
歌
手
の

歌
と
地
元
の
皆
さ
ん
の
出
演
に
よ
り
、
英

語
と
日
本
語
2

か
国
語
で
群
馬
の
魅
力
を

広
く
世
界
へ
発
信
し
ま
す
。
·
‘

観
覧
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の
と
お
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

3

月
1
6
日
出

開
場
午
前
1
1
時
3
0
分

開
演
正
午

終
演
予
定
午
後

2

時
1
5
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
出
演
ゲ
ス
ト

2

組

田
川
寿
美
氷
川
き
よ
し

◇
申
し
込
み
官
製
往
復
は
が
き
の
返
信

表
面
と
往
信
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
（
往
信
裏
面
に
は
電
話
番
号
も
）

記
入
の
う
え
、
〒
3
7
1
|
8
5
5
5

（
住
所
記
載
不
用
）N
H
K

前
橋
放
送
局

「
群
馬
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
公
開
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
で
入
場
整
理
券

(
1枚

に
つ
き
1
名
様
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間
1
月
1
0
日
困
＼2
月
2
8
日
因

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

ま
た
は

N
H
K

前
橋
放
送
局

6
0
2
7

(
2
5
1
)
1
7
1
2
 

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
姻
5
5
5
5

往信裏面 返信裏面

N
H
K
公
開
生
放
送

□
麟

返信表面
郵便往復はがさ

□□DO□□□ 

ご
自
分
の
氏
名

ご
自
分
の
住
所

郵
便
番
号

住
所

氏
名

電
話
番
号

観
覧
希
望

様

□
辱

往信表面
郵便往復はがさ

371-8555 

N
H
K

前
橋
放
送
局

「
群
馬
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

公
開
係

く
だ
さ
い

何
も
書
か
な
い
で

ゲ
ス
トと
し
み

田
川
寿
美

氷
川
き
よ
し

「
エe
=
0
F
r
o
mGU
N
M
A
」
「
群
馬
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
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保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

学
童
保
育
所
の
児
童
を
募
集
し
ま
す

対
象
者
は
小
学

1
5
3

年
生

内
線
3
5
3
ー
1
-

.
,
,
9

心
苫

農
家
の
皆
さ
ん
農
地
の
「
埋
め
立
て
」
は
慎
重
に

埋
め
立
て
は
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

◇
農
地
は
残
土
の
処
分
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん田
・
畑
な
ど
へ
の
建
設
残
土
等
に
よ
る

埋
め
立
て
に
よ
り
、
多
く
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
隣
地
等
の
冠
水
、
道
水
路

の
破
損
、
用
排
水
の
不
良
、
さ
ら
に
は
汚

染
物
質
等
の
混
入
の
恐
れ
も
あ
り
、
農
作

物
、
生
活
環
境
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
用
地
区
域
変
更
（
除
外
）
申
請
は

2

月

2
8日ま
で
に

3

月
以
降
の
受
付
は
平
成

1
5年
度
に

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
か
た
（
住
宅
建
築
、

駐
車
場
等
）
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
経
済
課
へ
2

月
2
8
日
困
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
こ
な
お
、
3

月
以
降
の
申
請
受
付
分
に

町
で
は
、
平
成
1
4
年
度
の
学
童
保
育
所

の
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
定
員
東
部
・
西
部
学
童
保
育
所

と
も
に
3
0
名

◇
対
象
児
童
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り

放
課
後
の
保
育
が
困
難
な
児
童
（
小
学

校
1

年
＼
3

年
生
）

◇
保
育
時
間
放
課
後
ー
午
後

6

時

農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）内

線
3
5
1
-

、
9
9

→

◇
埋
め
立
て
を
行
う
に
は
農
地
法
の
許
可

等
が
必
要
で
す

無
許
可
の
埋
め
立
て
は
、
地
権
者
に
も

責
任
が
あ
り
、
現
状
回
復
命
令
な
ど
の
法

的
措
置
も
と
ら
れ
ま
す
か
ら
安
易
な
埋
め

立
て
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

つ
い
て
は
、
平
成

1
5年
度
の
処
理
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
保
育
料
有
料
化
の
予
定

◇
締
め
切
り

2

月
2
8
日
困

※
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

(11) 平成14年 1 月 10 日（木） 冬の青少年健全育成運動 「親子の触れ合い 対話を増やそう！」
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平
成
1
4
年4
月
よ
り
国
民
年
金
に
関
す

る
取
扱
い
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

◇
納
付
書
の
発
行
と
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
先

平
成
1
4
年
4

月
分
の
保
険
料
か
ら
は
、

納
付
書
は
国
（
社
会
保
険
庁
）
か
ら
発
行

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
先
も

町
で
は
な
く
、
国
と
な
り
ま
す
。

◇
保
険
料
の
納
付
で
き
る
金
融
機
関
の
拡

大平
成
1
4
年3
月
分
保
険
料
ま
で
は
、
町

指
定
の
収
納
代
理
金
融
機
関
で
納
付
し
ま

す
が
、
平
成
1
4
年4
月
分
保
険
料
か
ら
は
、

納
付
方
法
の
変
更
に
よ
り
、
銀
行
・
郵
便

局
・
農
協
・
信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
な
ど

の
全
国
ど
こ
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
役
場
窓
口
で
の
納
付
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
つ
い
て
も
、
同
様

な
金
融
機
関
で
利
用
で
き
ま
す
。
（
現
在
、

口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
か
た
は
、
納

付
先
が
国
に
変
わ
っ
て
も
引
き
続
き
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
）

国
民
年
金
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

平
成
1
4年
4

月
分
の
保
険
料
か
ら

町
で
は
、
第

3

回
「
花
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
町
を
花
で
美
し
く
飾
り
、

花
と
緑
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
個

人
・
団
体
等
広
く
募
集
し
、
顕
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
花
と
緑
を
用
い
た
ま
ち
づ
く

り
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
、
快
適
な
生
活

環
境
の
創
出
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
花
と
緑
の
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
を
広
く

募
集
し
ま
す
の
で
、
前
回
に
引
き
続
き
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
雰
集
対
象

個
人
（
庭
先
・
農
地
等
）

第
3

回
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

応
募
期
間
は

4
月
1

日
⑲
5
9

月
1
3日
⑥

地
域
（
庭
先
・
農
地
等
）

会
社
・
事
業
所

官
公
署
・
学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

◇
応
募
期
間
平
成
1
4
年
4

月
1

日
⑪
＼

9

月

1
3日
釦

◇
書
類
審
盃
・
現
地
審
査
平
成
1
4
年
9

月
中
旬

◇
申
込
先
明
和
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推

進
協
議
会
（
経
済
課
内
）

◇
申
込
方
法
経
済
課
に
備
え
て
あ
る
応

募
用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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町
で
は
、
奨
学
基
金
を
設
け
て
奨
学
金

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

進
学
の
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
高
等
学

校
以
上
の
学
校
へ
進
学
困
難
な
か
た
に
必

要
な
資
金
を
お
貸
か
し
し
、
そ
の
意
思
を

達
成
し
、
も
っ
て
有
為
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
す
。

◇
貸
与
資
格
次
の
事
項
に
該
当
し
、
出

身
学
校
長
ま
た
は
在
学
学
校
長
が
適
当

せ
ん

と
認
め
推
薦
し
た
か
た
。

①
町
内
に
1

年
以
上
居
住
す
る
世
帯
の

子
弟
②
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と

能
力
を
有
す
る
か
た
③
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
、
学
資
支
出
の
困
難
な
世
帯

の
子
弟

◇
貸
与
額
（
月
額
で
次
の
各
金
額
以
内
）

閲
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"
\

J
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岳
ぐ
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＇
：
i
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啓
賢
＇
｀
ー
，
＇
し
り9
9
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i
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9
9
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9
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J
計

o

t
'
"
農
i

'
,
9
,
'
’
,
.
,
'

.
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,.,',’9&& 

[
総
務
課
内
線

3
3
2

t

一
明
和
分
署

C
閥
3
1
3
1

ぐ
ぐ
1 •

高
等
学
校
に
在
学
す
る
か
た

1

万
円

・
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
か
た

2

万
円

・
大
学
に
在
学
す
る
か
た

4

万
円

◇
返
済
奨
学
生
は
、
卒
業
後

1

年
を
経

過
し
た
年
の
翌
年
か
ら
貸
与
年
数
の

2

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
年
賦
に
よ
り

返
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

奨
学
金
に
は
利
子
は
つ
き
ま
せ
ん
。

※
平
成
1
4
年
度
に
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
1

月

3
1日
因
ま
で
に
教
育
委
員
会

に
あ
る
指
定
用
紙
へ
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
入
学
予
定
の
大
学
な
ど
の
合
格
発

表
に
関
係
な
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
根
川
河
川
敷
の
枯
草
焼
却
を
行
い
ま
す

2

月
3

日
⑲
午
前

9

時
か
ら

明
和
管
内
（
斗
合
田
か
ら
大
輪
地
先
ま

で
）
の
利
根
川
河
川
敷
枯
草
焼
却
が
、
消

防
団
員
や
明
和
分
署
職
員
等
に
よ
り

2

月

3

日
国
午
前
9

時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

す
す

当
日
は
、
煙
や
煤
が
舞
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

枯
草
焼
却
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の

時
期
に
数
多
く
発
生
す
る
枯
草
火
災
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
予
防
消
防
の
一
環

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

申
込
期
限
は

1

月
3
1日
③

枯
草
火
災
が
発
生
す
る
と
広
範
囲
に
拡
大

し
て
消
火
作
業
に
長
時
間
を
要
し
、
そ
の

間
に
町
内
で
建
物
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
出
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る

た
め
、
事
前
に
焼
却
す
る
も
の
で
す
。

:,'i

'9,'999~,',5· 
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奨
学
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平成14年 1 月 10 日（木） (12) 
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1

月
2
0日
⑪

1

月
2
7日
⑪

2

月

3

日
日

2

月
1
0日
⑪

2

月
1
1
日
旧

大
川
工
業

金
子
水
道

島
田
設
備

高
田
設
備

冨
塚
水
道

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
に
、
社

会
保
険
庁
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
』
が
、
1

月
3
1
日
困
ま
で
に
送
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
は
、
昨
年
の

1

月
か
ら
1
2

月
ま
で
の

1

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金

額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の
他
に

収
入
が
あ
り
確
定
申
告
を
す
る
か
た
は
、

申
告
の
時
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

も
し
、

1

月
3
1
日
因
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
太

今
後
と
も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

す
る
意
欲
の
あ
る
あ
な
た
を
、
町
で
は

「
認
定
農
業
者
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
は
、
今
年
度
認
定
農
業

者
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
認
定
農
業
者
へ

の
情
報
提
供
や
先
進
地
調
査
等
の
事
業
を

合合合合合

(84) (84) (84) (84) (73 
3 3 3 2 0 
2 7 2 1 7 
4 3 8 4 2 
7 6 2 8 1 

田
社
会
保
険
事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま
す

の
で
年
金
証
書
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票

は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ

た
介
護
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
る
た
め
、
収
入
金
額
か
ら
控
除

し
て
あ
り
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
あ
な
た
を
関
係
機
関
が

農
地
利
用
、
資
金
、
税
制
な
ど
様
々
な
方

面
か
ら
応
援
し
ま
す
。

冬
期
間
の
水
道
故
障
は
町
指
定
の
水
道
業
者
に

水
道
管
の
凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か

内
線
3
7
1

2

月
1
7
日
⑪
松
本
水
道

6
閻
2
8
3
9

2

月
2
4
日
⑪
石
崎
水
道
6

⑱
4
1
4
7

認
定
業
者
を
募
集
し
ま
す

意
欲
の
あ
る
農
業
者
の
か
た
を
認
定

農

rL~ 
住
民
課

ヽ
r
[
;
L
`
~
~
i
J
↑
C
~
:
'
r

内
線
3
3
7

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
だ
ヘ
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ざこは
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存［9 になまり 老福祉人

町
お
よ
び
町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

町
内
で
人
身
交
通
事
故
が
多
発
し
た
地
点

を
地
図
に
示
し
た
「
交
通
事
故
注
意
地
点

マ
ッ
プ
」
を
こ
の
ほ
ど
作
製
し
、
全
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
平
成
1
0
年
か
ら
1
2
年
ま
で

の
3

年
間
に
1
6
0

件
の
人
身
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
発
生
件
数
の
多
い
2
0
か
所

の
交
差
点
を
表
示
し
、
さ
ら
に
、
特
に
多

い
5

か
所
は
交
差
点
を
拡
大
し
て
事
故
の

状
況
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
交
差
点
の
特
徴
は
、
フ
ェ
ン
ス
等

に
よ
り
見
通
し
が
悪
い
、
住
宅
街
、
非
常

に
見
通
し
が
よ
い
、
直
線
道
路
が
長
い
、

信
号
機
が
あ
る
な
ど
で
す
。

ま
た
、
事
故
の
原
因
は
一
時
停
止
無
視
、

信
号
無
視
、
速
度
超
過
・
漫
然
運
転
、
飛

び
出
し
な
ど
で
、
交
通
ル
ー
ル
ー
を
守
ら

な
い
人
が
交
通
事
故
を
起
こ
す
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
発
生
件
数
の
多
い
2
0
か
所
の
交

差
点
う
ち
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な
サ
イ
ン
は
要
注
意
＂
•

るか
る
つ
に
す
い

と
す
用
な

り
く
れ
利
し

く
お
忘
を
ン

っ
て
を
レ
マ

ゅ
し
給
イ
ガ

こ
く
補
卜
ら

[
、
疇
瓢
紐
戸
嘉

三
魯
言
[

ロ
□
9
□
`
〗

は
か
ら
か
の

分
出
た
を
房

水
外
当
汗
冷

お風呂・トイレ
冬

暖房は部屋全体が温まるものを

・廊下、浴室、トイレに行くときは

ガウンや靴下で防寒を

・外出時には重ね着を

危険因子をもっている人の日常生活での予防

食事

•水分や食物繊維をとって便秘を予防

・動物性たんばく質と植物性たんばく

質をまんべんなく食べる

・サバやサンマなどの青い魚を食べる

・動物性脂肪を食べすぎない

コレステロールの多い食吊を控える

ビタミンやミネラルを十分とる

脳
卒
中
に
は
、
血
管
が
破
れ
て
出
血
す
る
脳
出
血
と
、
血
管
が

こ
う
そ
く

ふ
さ
が
っ
て
血
流
が
妨
げ
ら
れ
る
脳
梗
塞
が
あ
り
ま
す
。
脳
卒
中

は
、
命
が
助
か
っ
て
も
後
遺
症
を
残
す
場
合
が
多
く
、
長
期
間
の

リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
危
険
因
子
で
あ
る

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平成14年 1 月 10 日（木） (16) 
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月
に
か
け

て
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯
争
奪
リ

ー
グ
戦
が
東
小
と
明
中
校
庭
で
行
わ
れ

ま
し
だ
。
町
内
の
6

チ
ー
ム
が
参
加
し
、

半
年
に
渡
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

だ
。
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日園・祝日当番医 “必ず電話で確認してから受診してください。”' ---ｷ  
館林邑楽全地区 館林地区 明和

期 日
耳鼻科 」幽上＝• 科 内 科 外 科

千代田 板倉地区
i也 区

1 月 13 日（日）
川巴目鼻屈喉科医院 館林邑簗歯科医薗会館 森下内科医院 小曽根整形外科 館林地区と 井上整形外科医院
匹（72)3314 ff (73) 8818 匹（73)7776 匹（72)7707 同じです 匹（82) 1131 

1 月 14 日（月）
菅沼医院 高野医院 館林地区と 館赫地区と
ff (72) 9090 匹（75)5067 同じです 同じです

1 月20 日（日）
川村耳鼻咽喉科医院 館林邑楽歯科医薗会館 安楽岡医院 真中医院 小西医院 増田医院
匹（72)1337 匹（73)8818 匹（72)0572 匹（72)1630 匹（86)2261 匹（82)2255

1 月 27 日（日） 合村クリニック 館林邑楽歯科医箇会館 横田胃揚科内科 土井レディー］りリニリり 館林地区と 館林地区と
匹（70)2221 匹（73)8818 匹（72)4970 8(72)8841 同じです 同じでd

2 月 3 日（日）
小倉医院 館林邑簗歯科医薗会館 大石内科医院 慶友整形外科病院 竹越医院 わだらせグリニッり
8(72)0606 四（73)8818 8(74)2362 ff (72) 6000 8(84)3137 四（77)2727

2 月 10 巳（巳）
川田耳鼻咽喉科医院 館林邑姿歯科医箇会館 横田胃腸科内科 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と
ff (72)3314 匹（73)8818 匹（72)4970 匹（72)4469 同じです 同じです

2 月 11 日（月） さくらクリニック 海宝病院 館林地区と 館林地区と
匹（72)3855 匹（74)0811 同じです 同じです

2 月 17 日（日）
川村耳鼻咽喉科医院 館林邑癸歯科医舗会館 大塚医院 岡日整形外科りリニリり 館林地区と 井上整形外科医院
匹（72)1337 匹（73)8818 匹（72)0176 8(72)3163 同じで芍 ff (82) 1131 

・日曜・祝日は、館林厚生病院 8(72)3140も担当します。 （内科・外科・産婦人科のみ）
・巨鼻科・歯科の診療時間は午前 9 時から午後 1 時まで、内科・外科の診療時間は午前 9 時から午後 5 時までです。
※変更になる場合がありますので、必ず確認してから受診してください。

(17) 平成14年 1 月 10 日（木）
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ンセリング（自分見つめ）

守ります あなだの
安全 110番

働きたい女性の「パソ
コン基礎」技術講習会
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館林保健福祉事務所

合 (72)3230

◇期日 2 月 4 日（月）・ 13 日困・ 20 日

(;]<) • 27 日因 •3 月 7 日（木）

◇時間午前10時～午後 3 時

◇会場館林保健福祉事務所ほか

◇講座内容 高齢者向けの講座セ

ニアの健康（からだ編・こころ

編）、ストレス・マネジメント基

礎編、つれあい・嫁・孫•そして

友との心豊かな接し方ほか

◇対象 原則として館林市・邑楽郡

在住の60歳以上のかた

◇定員 30名（申込者多数時は抽選）
◇参加費無料

◇申し込み 1 月 25 日（金）までに電話

で館林保健福祉事務所へ

学生寮「上毛学舎」
入寮者募集

県教育委員会事務局

合027(223)1111

◇所在地東京都世田谷区経堂

◇応募資格群馬県出身で、東京都

およびその近郊の大学または短期

大学の 1 年次に入学予定の男子

◇募集人員 66名

◇申込期間 2月 1 日冷）～28 日（木）

◇決定方法書類選考と面接

◇経費負担毎月の寮費と入寮金

◇申込用紙請求・問い合わせ （財）群
馬県育英会（群馬県教育委員会事

務局管理課内 〒 371-8570 前橋

市大手町1-1-1)

就職支援セミナー＆ガイダンス
参加者募集

県立太田産業技術専門校（職業能

力開発センター） 合 (31)1776

◇期日 2 月 12 日（火）

・午前の部 午前10時～正午

就職支援セミナー（講演）

・午後の部 午後 1 時～ 4 時

ガイダンス（アドバイザーによる

就職相談、求人情報提供）

◇場所 県立太田産業技術専門校

◇対象 求職者のかたどなたでも

◇定員 100名（先着順）

◇費用無料

◇申し込み 2 月 8 日⑤までに電話

で太田産業技術専門校へ

館林警察署

合 (75)0110

1 月 10 日は「110番の日」です。 110
番は、皆さんの安全を守る警察緊急

通報用電話で、あなたの強い味方で

す。早い通報が事件事故の早期解決

につながります。

110番通報の仕組み

県内の 110番通報は、すべて警察

本部通信指令課（前橋市）に集中し、

受理されます。受理と同時に無線で

警察署やパトカー・交番の警察官に

現場へ急行するよう指令されます。

携帯電話で110番通報する場合

»県境付近では他県の警察本部に入

ることがあります。»電波が途中で

切断した場合は、再度通報してくだ

さい。

素早く、落ち着いて110番

~事件事故の被害者・加害者になっ

たとき»事件事故を見たり聞いたり

したとき»不審者を発見したり、事

件等に関する情報を知ったときなど

110番通報のポイント
110番通報すると、警察官が内容

についてお聞きします。

◇いつ、どこで何がありましたか？

時間・場所・事件・事故等の種別

◇どんな様子ですか？

事件・事故等の現在の様子

◇犯人はどうしていますか？

人相•特徴・逃走方向・人数

◇あなたの住所・氏名は？

事件・事故との関係・電話番号

農薬の回収処理
農家の皆さんへ

JA館林市

fl (74) 7614 

J A館林市では、農家の皆さんが

使用しなくなった農薬の回収処理を

行います。

◇日時 1 月中旬（予定）
◇場所 JA館林市コントロールセン

ター

◇回収品 農薬（どのような成分の
農薬でも OKです）

◇手数料一般農薬 1 kg当たり 110

~200円（税別：回収実績により
変動します）農薬の成分内容によ

り手数料は異なります。

※詳しくは、JA館林市生産資材課ヘ

お問い合わせください。

県立前橋産業技術専門校

fl027 (269) 1320 

◇開催期間 2 月 18 日旧）～ 3 月 18 日

国） 土・日曜、祝日を除く実21 日

間

◇時間原則として午前 9 時30分～
午後 3 時30分

◇会場館林市産業振興センター

（館林市大手町10-8)

◇講習内容 パソコンの基本操作と

基礎知識（文書作成、表計算基礎）

◇受講料 無料（ただし、教材費

5,600円は自己負担）

◇募集対象 就職を希望する女性

で、全日程参加できるかた

◇募集定員 20名（定員を上回った
場合は選考および抽選）

◇申し込み 1 月 22 日因、 23 日 (7拉

午前10時から午後 3 時まで館林市

役所201会議室で受け付けします。

本人がお越しのうえ、お申し込み

ください。

東毛まちづくリジン
ポジウム参加者募集

花こよみ

これからが見ごろ

スイセン
(1 月中旬～3月上旬）宿根草

草丈 40cm 
花色赤、黄、橙、桃、白、複色

群馬県東毛地方拠点都市地域整備推

進協議会事務局 fl (47) 1809 

文化編「美術館とまちづくリ」

◇日時 2月 10 日（日） 午後1時30分～

3 時

◇会場群馬県立館林美術館講堂

（館林市日向町2003)
りょっ

◇内容黒田亮子氏（県立館林美術

館長）の基調講演および展示作品

鑑賞

◇入場料無料

◇問い合わせ館林市企画課合 (72)

4111 

平成14年 1 月 10 日（木） (18) 



不審な電話やにせ
税務職員にご注意を

館林税務署

合 (72)9500

川：＇
税務署職員や町の税務課職員をか

たり、税金を還付するためと称して、
家族の勤務先の名称や電話番号など

』、＇ を電話で照会するという事件が発生
しています。` 

日時＝ 2 月 13 日困
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士
受付＝ 2 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。（受付順）

乳］加児健診
日時＝ 2 月 14 日（木）

午前 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 12年 2 月、 13年 2 月、 7
月・ 10月生

tu' 健：言康直~相

日時＝ 2 月 5 日因
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

←、人権・行政・心配ごと相談
日時＝ 2 月 15 日倫

午前10時～午後 3 時
場所＝役場会議室

そ^ a年り’"金』［相名：口没談詞：デ rふ…勺,,;;;吋

日時＝ 2 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時
場所＝館林市役所

；交二通事故相,t,談＇屯
日時＝ 2 月 14 日（木）

午前10時～午後 4 時
場所＝館林市役所

の如納税

[>国民健康保険税[>介護保険料[>
国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 1 月 31 日（木）

通常、税金の還付については、既

に提出された書類等に基づき行いま

すので、改めて勤務先等を紹介する

ことは基本的にはありません。この

ような電話があったときは、即答し

ないで一度電話を切り、税務署や役

場税務課に確認をしてください。

◇問い合わせ 館林税務署および役

場税務課ft (84) 3111 

第 3 回こころの県民講座 1
』

群馬県精神保健福祉センター

合027(263)1166

◇日時 2 月 17 日（日） 午後 2 時～

4 時

◇会場 群馬県立女子大学（玉村

町上之手1395-1)

◇テーマ 「子どものこころを育て
るために」

◇講師 川崎医療福祉大学教授

（児童精神科医）佐々木正美先生
◇定員 950名

◇参加費無料

◇申し込み電話、ファックス、メ

ールで、氏名、住所、電話番号を

精神保健福祉センターヘお知らせ

ください。 Ffa:X. 027 (261) 2015 

E-mai 1 grp032002@pref.guruna.jp 

緑化講習会］
県緑化センター

合 (88)7188

◇テーマ 「壁面と屋上の緑化技術」
◇日時 1 月 29 日因午後 1 時30分

~3 時30分雨天決行

◇場所 群馬県緑化センター（邑

楽町）

◇募集人員 30名（先着順）
◇講師 閲日本緑化センター緑化技術

部技術主幹堀大オ先生

◇参加費無料
◇申し込み 県緑化センターへ

社会福祉会館

グランドを開放します

明和町社会福祉会館

ft (91) 3301 

昨年10月 17 日開館した町の社会福

祉会館のグランドを次のとおり無料

開放しています。ブランコ・滑り

台・シーソー・ジャングルジム・登

り棒・グローブジャングル等の遊具

もありますので、ぜひご利用くださ

い

◇利用時間午前 9 時30分～午後 5

時

※月曜・火曜日および祝日、年末

年始の休館日は利用できません。
詳しくは、明和町社会福祉会館へ

お問い合わせください。

還付申告説明会
医療費控除等

館林税務署

合 (72)4373

平成 13年分の所得税の確定申告

は、 2 月 16 日田から 3 月 15 日⑤まで

となっています。税務署では、混雑

緩和を図るため還付申告説明会等を

開催しますので、持参書類をお確か

めのうえお出かけください。（土・

日曜日は閉庁日です）

医療費控除・住宅借入金等特別控除

（還付申告）説明会

◇日時 2 月 8 日直

・医療午前10時～

・住宅午後 1 時30分～

◇会場館林市文化会館小ホール

税理士による還付申告無料相談

◇期日 2 月 13 日因

◇会場最寄りの税理士事務所
◇内容少額な還付申告相談および

申告書の作成

※最寄りの税理士事務所へ事前に電
話連絡のうえ、お出かけください。

費用は無料ですが、内容によっては

低額な料金になることもあります。

ユニセフに寄附
ボーイスカウト

町民体育祭および商工祭時に募

金活動を行ったボーイスカウト明

和第 1 団（代表・落合明祐さん）

は 15, 159 円の浄財を集め、閲ユニ

セフ協会に寄附されました。

皆さんのご協力ありがとうござ

いました。

(19) 平成14年 1 月 10 日（木） 始めよう！ ごみを出さない暮らし方 ～みんなでつくる 環境型社会～
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小
索
生
捷
全
夏
協
力
宝
缶
集
め

ポ
イ
捨
マ
禁
止
だ
大
人
の
皆
ざ
ん

篠
木
保
雄

平
凡
に
生
き
筵
ぐ
人
生
雌

1
3
驀
麦

山
下
ふ
で

元
胡
や
余
生
七
掛
I
t
ほ
気
帯
ぶ

山
下
書
治

あ
ら
企
の

a

差
し
松
が
る
仕
さ
予

惑
旧
名
子
春
・
笑

上毛fJ/Lタ
作：布おつき計なと

ぐ）` 

゜

望
我
t
い
う
境
池
の
あ
り
し
初
詣

松
本
夜
詩
久

奥
の
院
朋
L
t
7

人
待
っ

1
9オ
拝

荒
井
み
ね
子

北
凪
に
見
せ
ー
七
＂
木
の
力
瘤

清
水
好
生

は

藩
凪
名
の
香
り
を
抱
さ

7

粒
を
食

む
高
橋
三
重
子

鍋
料
硬
育
し
ー
頃
は
大
家
族

対
比
他
、
京
子

初
富
士
や
人
影
の
な
さ
工
場
街

粁
沢
茅
子

か
ん

寒
禽
に
r

さ
め
さ

l
a

の
あ
り
に

け
り
清
水
巌

年
進
＜
ゃ
落
人
祁
為
會
埋
も
る
江
原
篤

ひ
と
昔
前
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
双
六
遊
び
は
あ
正
月
の
定
番
で
し

だ
。
雑
誌
の
付
録
の
双
六
で
遊
ん
だ
記

憶
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
す
め

双
六
の
原
型
は
桝
目
を
描
い
た
盤
上

に
駒
を
進
め
て
勝
ち
負
け
を
競

lつ
ゲ
ー

ム
で
、
古
く
か
ら
世
界
各
地
に
見
ら
れ

ま
す
。
日
本
に
は
奈
良
時
代
に
中
国
t
J

ら
伝
え
ら
れ
だ
と
い
わ
れ
、
『
日
本
書

紀
』
に
も
「
雙
六
（
す
こ
ろ
く
、
す
ぐ

ゆ
う
ぎ

ろ
く
）
」
と
い
う
盤
上
遊
戯
具
の
名
が

見
ら
れ
ま
す
。

区
画
に
絵
を
描
い
た
紙
の
上
で
、
さ

い
こ
ろ
を
振
っ
て
駒
を
進
め
る
絵
双
六

は
、
古
代
の
雙
六
が
変
形
、
あ
る
い
は

分
岐
し
だ
も
の
で
、
そ
の
起
源
は
十
六

世
紀
後
半
の
文
書
に
現
れ
る
「
浄
土
双

六
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
浄
土
双
六
の

初
期
の
も
の
は
、
ム
教
の
世
界
で
人
間

刃
が
な
し
ゅ
う

が
住
む
と
さ
れ
る
南
閻
浮
州
を
振
り
出

し
に
、
上
へ
向
け
ば
極
楽
、
下
は
地
獄

と
い
う
構
図
で
、
区
画
に
記
さ
れ
て
い

た
の
は
文
字
の
み
で
し
た
。

華
や
か
な
絵
が
描
か
れ
た
双
六
が
広

く
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時

代
の
中
期
。
芝
居
や
役
者
を
題
材
に
し

た
も
の
、
百
人
一
首
か
ら
テ
ー
マ
を
と

っ
だ
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
双
六

が
人
気
を
競
い
ま
し
た
。
中
で
も
旅
行

や
旅
程
を
主
題
に
し
た
道
中
双
六
は
江

戸
時
代
を
通
じ
て
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

で
、
歌
川
広
重
、
葛
飾
北
斎
と
い
っ
た

有
名
な
絵
師
た
ち
も
数
多
く
双
六
を
残

し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
時
勢
を
絵
に
写
し
な
が

ら
、
双
六
は
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
、
遊
び
の
世
界
t
J

ら
急
速
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し

だ
。
し
か
し
、
双
六
は
年
齢
を
問
わ
ず

遊
べ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
の
あ
正
月
、

双
六
を
も

lつ
一
度
復
活
さ
せ
て
、
家
族

で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「
広
報
め
い
わ
」

^<>.<>唸＜ゞ◇．＜＞露＜ジ＜＞．＜ジ＜＞．＜＞露＜ジ＜＞．＜ゞく入＜＞露＜ジ<>-＜＞露＜ジ<>·＜火ぬ露＜ゞく＞．＜怒く＞露く）＇く）．＜＞唸＜ゞ<Xぬ＜＞露＜ゞ＜＞．＜怒く＞露＜ゞ＜＞·<ゞく）·＜ゞ◇．＜ジ＜＞．＜ゞ＜や＜＞．＜＞唸＜ゞ＜＞．＜怒く＞露唸

[ 町の人口と世帯 男 5,863人・女 5,804人 [ 
~ 12 月 27 日現在（対前月比） 〈 12 月中の動き〉 [ 
葛世帯数 3,469 戸（＋ 2) 出生 0人・死亡 4人羹
［人口総数 11,667 人(- 16) 転入 19人・転出 31 人［

羹 12月の救急車出動回数（ 12 月 27 日現在）
沃急病 13件 交通事故 3件 その他 8件合計 24件頁
〖く火ぬ露ぬ．＜ゞ＜＞．；燐砂m．く）｀｀泣<>.<>mm·<>.<>露心．＜ゞ⇔．＜ゞ<).<>```>.<),<）·＜火）心ふ＜ゞく＞．＜ぬ．＜ゞ叩<>.<>,<>.()```＜＞．＜火）V
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表
紙
の
花
「
フ
ァ
レ
ノ
プ
シ
ス
」
の
和
名
は
、

胡
蝶
が
群
が
っ
て
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
か
ら
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
幸
運
が
飛
ん
で
く
る
」
と
い
う
花
言
'

葉
は
、
蝶
に
乗
っ
て
と
い
う
意
味
か
も
。
今

年
は
、
こ
の
優
美
な
蝶
の
ご
と
く
花
の
よ
う

に
明
る
い
平
和
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
®

1

月
1
1
日
か
ら
2
5
日
ま
で
、
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
加
入
者
2
0
0

名
（
無
作
為
で
選
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）
の
か
た
を
対
象
に
電
話
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
声
を

基
に
魅
力
あ
る
番
組
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
何
か
と
お
忙
し
い
と
と
思
い
ま
す
が
、

電
話
が
か
か
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
©

「
ほ
う
れ
ん
草
」
の
お
い
し
い
季
節
。
ほ
う

れ
ん
草
の
鉄
分
の
含
有
量
は
野
菜
の
中
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
貧
血
症
は
も
と
よ
り
、
風
邪
、

便
秘
、
肩
こ
り
の
予
防
に
効
果
は
抜
群
。

し
か
し
、
ほ
う
れ
ん
草
の
ア
ク
の
成
分
1
1
し

ゅ
う
酸
は
大
敵
で
す
。
下
茄
で
す
れ
ば
し
ゅ
う

酸
は
取
り
除
か
れ
ま
す
が
、
サ
如
で
す
ぎ
る
と
ほ

う
れ
ん
草
か
ら
栄
養
分
が
逃
げ
出
し
て
し
ま
う

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
ポ
パ
イ
よ
り
⑦

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

年
の
暮
二
十
旧
夢
み
る
宝
く
じ

江
原
ざ
ぃ

市
召
才
‘
‘
ー

一
男

77 85 54 86 

ヤ

工

江
口

中
村
光
雄

晋

関
根
正
万

神
田

富
造

大
佐
貫

あ
や
子
南
大
島

下
江
黒

1
"丑宰

P
J

冥2 釈3 1y,2 1ｽ 

--1 

明
和
徘
句
令
」

す
ご
ろ
く

絵
双
六

合
あ
く
や
み
森
（
敬
称
略
）

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
翌
砥

1
2月
1

日
か
ら

2
7日
ま
で
に
、

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

届
け
出

文

芸

米
あ
め
で
だ
米
（
敬
称
略
）

氏
名
父
母
名
性
別
地
区
詞
韮

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成14年 1 月 10 日（木） (20) 
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ME/WA TOWN 

20歳の満面の笑み

成人式が行われた会場では、色とりどりの振

りそでやスーツ姿の新成人が、久しぶりに再

会した友人とカメラに向かって満面の笑みを

浮かべる姿が見られました。

主な内容

0 所得税・住民税の申告相談……②～③

0 町職員給与の公表………………④～⑤

0 市町村合併講演会に100人参加……⑥

鬱役場庁舎整備検討委員会結果………⑦

•特別養護老人ホーム「和の郷」完成…⑨



平成13年分（平成13年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）の所得税の確定申告

と住民税（町・県民税）の申告受付が始まります。期間は2月 16 日

吐）から 3 月 15 日（金）まで（土・日曜日は除く）です。期間中は、館林

税務署および町の相談会場で皆さんからの申告・納税相談をお受

けします。所得税は、この申告により税額が確定し、納税（還付）

によって完了しますが、住民税（町・県民税）は、確定した税額

を平成14年度に納税していただくことになります。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

。
偉
隧
⑮
⑨
⑰
俗
慇
鉛
翠
卑
u
枷
ご
尼
g

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
、
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
は
、
町
の
相
談
会
場
で
も

お
受
け
し
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
か

た
は
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
青
色
申
告
の
か
た

②
確
定
申
告
書
が
送
ら
れ
た
か
た
で
営

庶
業
の
か
た

③
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
か
た
（
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
か
た
）

●
様
式
は
次
の
2

種
類
で
す
。

申
告
書
A

給
与
所
得
や
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、

配
当
所
得
、
一
時
所
得
だ
け
の
か
た

が
使
用
し
ま
す
。

申
告
書
B

所
得
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
事
業
や
不

動
産
の
所
得
の
あ
る
か
た
、
ま
た
、

分
離
課
税
の
所
得
を
申
告
す
る
か
た

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

な
ど
は
別
表
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
用
紙
は
、
A
4

サ
イ
ズ
に
な
り
ま
し

こ
。t
 

●
申
告
書
の
小
さ
い
文
字
の
説
明
文
や

計
算
式
を
整
理
し
、
見
や
す
い
様
式

に
な
り
ま
し
た
。

※
所
得
税
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
h
t
t
p:/
/
w
w
w
.
n

ta
.
g
o
.
j
p

申
告
に
は
、
年
間
の
収
入
金
額
が
わ

か
る
書
類
、
認
印
、
所
得
控
除
に
必
要

な
書
類
（
生
命
保
険
料
等
の
領
収
書
や

払
込
証
明
書
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
か
た

収
支
内
訳
書
、
事
業
に
要
し
た
必
要
経

費
の
領
収
書
等

青
色
申
告
す
る
か
た

決
算
書
等

譲
渡
所
得
の
あ
る
か
た

契
約
書
、
必
要
経
費
の
領
収
書
等

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
期
間
は
2

月

1
6
日
出
か
ら3
月

1
5
日
面
ま
で0 

調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
1
3年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
額

が
2

、

0
0
0

万
円
を
超
え
る
か

た
②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
2
0万
円
を
超
え
る
か
た

③
給
与
の
支
払
い
を
2

か
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
か
た
で
、
年
末
調
整
さ

れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
2
0万
円
を
超
え
る
か
た

④
年
末
調
整
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
る

か
た

確
定
申
告
で
税
が
戻
り
ま
す

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
か
た

で
も
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

で
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
所
得
税
を
納
め
て
あ
る
場
合
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
し

た
場
合
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

（
医
療
費
控
除
）

③
災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合

居
宅
サ
ー
ビ
ス

次
の
対
象
者
に
対
し
て
、
2

の

居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

1

対
象
者

口
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ

い
て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
か
た
。
な
お
か
つ

②
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
次
の

サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

①
訪
問
看
護

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
医
療
費
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

2

対
象
と
な
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

1

の
②
の
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て

利
用
し
た
と
き
の
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
。

①
訪
問
介
護
（
家
事
援
助
中
心

型
を
除
く
）

②
通
所
介
護
等
の
福
祉
系
の
介

護
サ
ー
ビ
ス

由
医
療
系
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
1

の
対
象
者
の
要

件
に
関
係
な
く
医
療
費
控
除
の

介
護
保
険
は
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す

平成14年 2 月 10 日（日） (2) 



蕊9

町の相談
（受付時間午前9時～11 時30分・午後1 時～4時）

該当行政区
午青［ ：卜午後

所得税確定申告

日

月 日

2月 19 日（火）斗合田・下江黒上江黒•江口

会 場

ご利用ください！

安全便利な振替納税

還付金も口座振替で

20 日（水）

21 日（木）

22 日（金）

26 日（失）川俣

27 日（水）入ケ谷

28 日（木）

3月 1 日（金）

梅

須賀

矢島

新

中

町・県民税申告相談

3月 4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

7 日（木）

8 日（金）

1 1 日（月）

12 日（失）

13 日（水）

14 日（木）

千津井

1
1

頁

）
ノ
ノ
ノ
俣
賀

大輪（下）

田

南大島

原

大

大佐貫

里

谷

矢

大佐貫

大輪（上）•入ケ谷

南大島

新

千津井

上江黒

中

梅

里

這合田

島

論

島

江口

下江黒•田島

谷

原

ふるさと

産業文化館

研修室

館林市農協

佐貫支所

ふるさと
産業文化館
研修室

館林市農協

千江田支所

ふるさと
産業文化館
研修室

※日程当日、役場税務課での申告相談は行いません

ので、ご注意ください。

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
か
た

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

①
平
成
1
4年
1

月
1

日
現
在
で
明
和
町

に
住
ん
で
い
て
、
平
成

1
3年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
か
た

②
平
成
1
3年
中
に
明
和
町
に
転
入
し
た

か
た
（
給
与
所
得
者
も
含
み
ま
す
）

申
告
し
て
い
た
だ
く
人

町
・
県
民
税
は
、
私
た
ち
に
最
も
身

近
な
税
で
す
。
町
や
県
を
住
み
や
す
く

農
か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
・
県
民
税
の
申
告

②
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提

出
さ
れ
て
い
る
か
た

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
か
た

申
告
書
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
た
に
、
2

月
上
旬
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。
昨
年
中
の
所
得
金
額
を
自

分
で
計
算
し
て
記
入
す
る
自
主
申
告
制

で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
控
除
の
う
ち
雑
損
・
医

療
費
・
社
会
保
険
料
・
小
規
模
企
業
共

済
等
掛
金
•
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険

料
等
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収

書
・
証
明
書
を
涼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
認
年
中
の
も
の
）

役
場
税
務
課

c
閻
3
1
1
1

館
林
税
務
署

c
(
4373 

申
告
の
方
法
は
？

な
る
べ
く
指
定
日
に

※
介
護
保
険
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、
介
護
保
険
法
等
に
規
定
す
る

領
収
書
を
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ

、

T
O

じ
＞

期
間
中
の
都
合
の
い
い
日
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
が
、
申
告

の
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
左
の
日
程
表
の
と
お
り
指
定

日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。内

線
3
4
4

• 
]
弩
。
い
＇
＼
匠
＂
·

)
]
"
'
揺
旧

対
象
と
な
り
ま
す
。

3

対
象
費
用
の
額

介
護
保
険
給
付
対
象
費
用
の
自

己
負
担
額
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス

ー
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

要
介
護
度
1
\
5

の
か
た
の
介

護
費
お
よ
び
食
事
に
係
る
費
用

と
し
て
支
払
っ
た
、
自
已
負
担

額
の
2

分
の
1

の
金
額
が
、
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

2

介
護
老
人
保
健
施
設

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
お
よ
び

食
事
の
標
準
負
担
額
と
し
て
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
。

3

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

医
療
保
険
適
用
床
と
同
様
の
取

扱
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
6
閲

4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

(3) 平成14年 2 月 10 日（日）



町職員給与を公表し
町では、町職員給与などのあらましを町民の皆さんに理解していただくため、次のとあ

りあ知らせします。

給与は、生計費や国、他の地方公共団体の職員、民間企業に勤める人の給与を考慮して

決めることになっています。具体的には、国にあいては人事院が民間給与の実態を調盃し、

この結果を国会と内閣に勧告します。地万公務員については、国に準することになってい

ますので、この勧告に基づいて議会で審議され、職員の給与が決まります。

＂人件費の状況（平成12年度一般会言十決算）人口は平成 13年3月31 日現在

=··三 . ・量●●咬2—·,

• 
•• I1]』I贔曾’|1呵|

11,610人 4,151,129千円 919,512干円 22.2% 

目職員給与費の状況（平成13年度一般会計当初予算 ※教育長含む）

目特別職の報酬等の状況（平成13年4月 1 日現在）

243,000 

220,000 

12月期 2.10月分

3月期 0.55月分

4.70月分

日職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成 13年4月 1 日現在）

目初任給の状況（平成13年4月 1 日現在）

• 
一般行政職 I 

、I□

170,200 

-
I 種 184,400

II 禾重 174,400 

■＂冒
146,500 

141,900 

※なあ、平成13年度は、給料の改定はありませんでした。

目一般行政職の級別職員数の状況（平成13年4月 1 日現在）

※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

まだ、職員数は、町の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。 （級は国と同じ。だだし国は9~11 級あり）

平成14年 2 月 10 日 (B) (4) 



＂部門別職員婆如の状況（各年4月 1 日現在） 目扶養手当等の状況（平成 1 3 年4月 1 日現在）
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8
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2

2

 

※職員数は国の定員管理に準じだ一般職に属する職員数で

あり、隔時または、非常勤職員を除いていま寸。

目職員手当の状況（平成13年4月 1 巳現在）

41.25 54.45 

6

8

5

6

0

6

 

2

2

 

※退職手当は群馬喋市町村総合事務組合へ加入しているだめ

組合より支給。なあ、表中（ ）内は、課・局長の支給率です。

囮特殊勤務手当の状況平成13年4月 1 日より廃止されましだ。

16,000円

配偶者のいない職員の扶養親族（うぢ 1 人）
11,000円

扶養親族でない配偶者を有する場合の

1 人目の子等 6,500円［同 じ
配偶者以外の扶養親族 (2 人まで）

6,000円

その他の扶養親族 3,000円i! •I 

教育加算 (16歳から22歳までの子）

5,000円

借家の場合

•月額23,000円以下の家賃を支払っ

ている職員の住居手当額

＝家賃の額ー 12,000円

•月額23,000円を超える家賃を支払

っている職員の住居手当額

= （家賃の額ー 23,000円） X 1/2 
〔 16,000円が限度〕

+ 11,000円
•最高支給限度額 27,000円

持ち家の場合

•新築まだは購入後5年まで 2,500円

•その他 T,000円
•==…:~ -←~ーニい·~..― ご~―~←←~ 9~しい＾C ~一~ ~· ~~ □ " ~^ ~~ 9 :—□ ·・ ー・·~ ~--

自転車等の交通用具使用者の場合
・片道2km未満 0円
・片道2~5km未満 2,000円
・片道5~10km未満 4,100円
・片道10~15km未満 6,500円

・片道 15~20km未満 8,900円

・片道20~25km未満 11,300円
・片道25~30km未満 13,700円
・片道30~35km未満 16,100円
・片道35~40km未満 18,500円

1 ・片道40km以上 20,900円

交通機関利用者の場合
1 ・運賃の額に応じて支給

（支給限度額50,000円）

同じ

’
ぃ
，
息
~
、
，
＇
9
9
9
,
9
9
,
9
,
9
,
^
~
'
,
~
’
~
9

し

賢
麟
正
』
麟
疇
し
謬

異
通
者

k
m
距
へ
な
他

噸
麟
詞
麟
麟
疇
瓢
豆
し

職員と議員の定数
議員の定数は、地万自治法で市町村の人口規模によっ

て定められていま寸。
これに対して職員の場合、定数の基準について議員の

場合のように地方自治法では定められてはいません。そ
れぞれの市町村の条例によって定められることになって
いま寸。行政事務を行うにあたっての最低人員が必要と
されますので、人口規模と蹴員数などの比較は単純には
できません。

問い合わせ総務課合（84)3111 内線332

(5) 平成14年 2 月 10 日（日）
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考える」
方紐長木！；芳ほ氏

こ＂万が望5.9, 、シ

ど;LIi
木村地方課長を講師に迎えた合併講演会

町
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
地
方
分
権

が
進
む
な
か
必
要
と
さ
れ
る
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
、
地
方
の
役
割
の
見
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
1
月
2
9
日
、
中
央

公
民
館
で
市
町
村
合
併
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。

国
で
は
、
社
会
全
般
に
わ
た
る
構
造

改
革
が
迫
ら
れ
る
な
か
市
町
村
合
併
を

推
進
し
て
お
り
、
群
馬
県
で
も
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
動
向
の
な
か
で
、
本
町
で
も
昨
年

1
2
月
に
明
和
町
議
会
広
域
行
政
研
究
会

お
よ
び
庁
内
組
織
の

明
和
町
合
併
問
題
調

査
研
究
会
を
発
足
し

ま
し
た
。

講
演
会
の
あ
い
さ

つ
で
斎
藤
町
長
は

「
地
方
分
権
の
時
代

を
迎
え
た
今
、
私
た

ち
の
地
域
の
将
来
を

ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
『
合
併
あ
り
き
」

で
は
な
く
考
え
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
次
に
講
師
の

群
馬
県
地
方
課
長
の

木
村
芳
雄
さ
ん
か
ら

「
市
町
村
合
併
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
、
出

席
し
た
町
議
会
議

員
・
区
長
・
農
業
委

員
・
役
場
職
員
な
ど

約
1
0
0

人
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

市
町
村
合
併
講
演
会
に

1
0
0
人

•
講
演
の
主
な
内
容

市
町
村
合
併
の
背
景
は
、
ま
ず
最
初

に
住
民
の
暮
ら
し
が
変
わ
り
、
交
通
手

段
の
発
達
に
よ
り
生
活
の
行
動
範
囲
が

広
域
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
次
に
地

方
分
権
の
推
進
に
よ
り
地
域
の
実
情
に

応
じ
創
意
工
夫
を
行
い
、
住
民
参
加
の

も
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
施
策
を
自

主
的
・
主
体
的
に
決
定
し
実
施
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

効
率
の
よ
い
財
政
・
行
政
運
営
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。県

の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
市
町
村
は
民
主
主
義

の
最
小
の
政
治
単
位
で
あ
る
こ
と
と
行

政
の
効
率
性
と
い
う
二
つ
の
要
素
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
考
え
方
を
十
分
踏

ま
え
た
上
で
、
関
係
す
る
市
町
村
が
自

ら
判
断
し
て
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
次
の
世
代

の
た
め
に
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
、
地
域
で
生
き
生
き
明
る

く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
を
、
皆
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
議
論
を
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

政
府
は
、
平
成
1
年
7

月
合
併
特
例

債
の
創
設
、
市
制
要
件
の
緩
和
、
住
民

発
議
制
度
の
拡
充
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

同
年
8

月
に
は
都
道
府
隈
知
事
に
対

し
て
「
市
町
村
合
併
の
推
進
に
つ
い
て

の
指
針
」
を
示
し
、
合
併
パ
タ
—
ン
を

国
の
動
向

今
、
市
町
村
を
取
リ
巻
く
状
勢
は
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
、
地
方
分
権
の
推
進
、

国
・
地
方
を
適
じ
た
財
政
の
著
し
い
悪

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
匿
が
あ
リ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
基
盤
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め

の
選
択
腔
の
1

つ
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
に
、
市
町
村
合
併
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
市
町
村
合
併
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
今
回

か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

而町闘合備
情報口戸叶炉＝

① 

役
場
企
画
課企

画
調
整
係

町
の
動
向

含
む
「
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
つ
い

て
の
要
綱
」
の
作
成
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
推
進
の
た
め
の
税
財
政

措
置
の
拡
充
、
合
併
支
援
本
蔀
の
設
置

な
ど
種
々
の
取
リ
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

群
馬
凛
で
は
国
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
平
成
1
3年
4

月
に
市
町
村
合
併
推
進

要
綱
「
こ
れ
か
ら
の
広
域
行
政
」
を
作

成
、
公
表
し
、
県
と
し
て
の
基
本
的
な

考
え
方
や
合
併
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、

こ
の
中
で
票
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
は
、
歴
史
的
な

経
緯
、
文
化
・
風
土
や
地
理
的
条
件
な

ど
が
異
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
合
併
は
、

将
来
に
わ
た
る
地
域
の
あ
リ
方
や
住
民

生
活
に
直
接
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か
ら
、
住
民
の
考
え
方
を
十
分
踏
ま

え
た
う
え
で
、
関
係
す
る
市
町
村
が
自

ら
判
断
し
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
に
伴
う
市
町
村
合

併
の
動
向
に
か
ん
が
み
、
事
務
事
業
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
お
よ
び
地
域
将

来
計
画
等
に
つ
い
て
、
本
町
住
民
が
望

む
今
後
の
町
の
あ
リ
方
を
検
討
す
る
た

め
、
庁
内
組
織
と
し
て
平
成

1
3年
1
2月

に
助
役
を
会
長
と
し
た
甲
和
町
合
併
商

題
調
査
研
究
会
を
、
議
会
に
お
い
て
も

議
長
を
会
長
と
し
た
甲
和
町
議
会
広
域

行
政
研
究
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

惧
の
動
向

平成14年 2 月 10 日（日） (6) 



4分科会で活発な巖見
役場庁舎整備検討委員会

活発な意見が述べられた分科会

役
場
庁
舎
の
今
後
の
方
向
づ
け
を
検
討
す
る
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
役

場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
が
1
月

2
8日
お
よ
び
2

月
4

日
、
中
央
公
民
館
で
開

が
れ
ま
し
た
。

2
8日
は
、
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
専
門
業
者
か
ら
詳
し
い
調
査
結
果

の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
後
、
約

4
0人
ず
つ
の

4

分
科
会
に
分
か
れ

て
「
庁
舎
整
備
の
検
討
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

4

日
に
も

4

分
科
会
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行

い
、
前
回
と
今
回
の
意
見
を
集
約
し
全
体
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
の
診
断
調
査
結
果
お
よ
び
各
分
科
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
意
見
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
診
断
調
盃
結
果
の
概
要

•
本
庁
舎

昭
和
3
1
年
度
建
設
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
2

階
建
、
延
べ
床
面
積

4
9
9
.
4
7
m
 

•
第
2

庁
舎

昭
和
4
6
年
度
建
設
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
3

階
建
、
延
べ
床
面
積

5
5
9
.
6
2
m
 

本
庁
舎
、
第
2

庁
舎
と
も
耐
震
性
能

ラ
ン
ク
は

C
l

と
診
断
さ
れ
、
耐
震
性

能
が
低
く
補
強
が
必
要
で
す
。
な
お
、

本
庁
舎
の
基
礎
の
下
に
は
約
訊m
の
松

杭
が
打
ち
込
ん
で
あ
り
、
地
下
水
位
が

低
い
と
想
定
さ
れ
る
た
め
松
杭
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

耐
震
性
能
ラ
ン
ク
C
1

と
は
、
建
物

の
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能
が
低

く
、
補
強
を
必
要
と
す
る
も
の
で
す
。

集
約
さ
れ
だ
主
な
意
見

第
1

分
科
会

・
建
物
は
古
く
、
か
な
り
傷
ん
で
お
り
、

建
物
自
体
も
狭
い
の
で
、
建
て
替
え

る
べ
き
と
判
断
す
る
。

ば
く

．
莫
大
な
修
繕
費
を
使
用
し
て
改
修
し

て
も
、
不
便
な
庁
舎
で
は
意
味
が
な

ヽ
↓
〇

‘> ・
災
害
に
対
応
で
き
な
い
庁
舎
で
は
、

住
民
等
の
安
全
を
考
慮
し
た
場
合
に

も
建
て
替
え
が
必
要
で
あ
る
。

．
庁
舎
の
建
て
替
え
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
合
併
問
題
や
予
算
等
に
つ
い
て

議
論
を
し
た
う
え
で
、
建
て
替
え
の

時
期
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
2

分
科
会

・
住
民
の
利
便
性
を
考
え
る
う
え
で
、

課
が
分
散
し
て
い
る
状
態
で
は
、
不

都
合
で
あ
り
、
窓
口
が
一
っ
の
方
が

よ
い
。

•
I
T

化
を
図
る
う
え
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
、
建
て
替
え
を
前
提
と
し

た
環
境
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
駐
車
場
が
狭
く
、
信
号
に
隣
接
し
て

い
る
た
め
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く

不
都
合
で
あ
る
。

•
明
和
の
顔
と
な
る
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
庁
舎

が
必
要
で
あ
る
。

・
基
礎
が
松
杭
の
現
庁
舎
で
は
、
補
強

の
し
が
い
が
な
い
の
で
建
て
替
え
た

方
が
よ
い
。

第
3

分
科
会

・
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
性

（
町
民
等
の
安
全
面
な
ど
）
を
考
慮

し
た
場
合
に
も
建
て
替
え
が
必
要
で

あ
る
。

・
事
務
効
率
、
町
民
の
利
便
性
向
上

（
現
状
は
施
設
分
散
、
機
能
低
下
等

の
た
め
不
便
）
の
た
め
に
も
建
て
替

え
た
方
が
よ
い
。

．
庁
舎
の
現
状
は
説
明
会
な
り
見
学
会

に
よ
り
、
整
備
あ
る
い
は
補
修
の
必

要
性
は
認
識
で
き
た
。
し
か
し
、
今

後
の
建
設
計
画
や
予
算
、
ま
た
、
合

併
問
題
等
の
社
会
情
勢
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
す
ぐ
に
結
論
を
だ
す
の
は
難

し
い
。

・
建
て
替
え
る
も
継
続
す
る
も
、
多
く

の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

第
4
分
科
会

・
建
物
の
強
度
を
高
め
て
も
基
礎
の
状

態
が
未
知
数
な
の
で
、
補
強
す
る
な

ら
新
築
を
希
望
す
る
。

・
人
命
が
第
一
な
の
で
安
心
し
て
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
住
民
も

安
心
し
て
来
庁
で
き
る
よ
う
に
建
て

替
え
に
賛
成
す
る
。

・
改
修
補
強
は
、
予
想
以
上
に
費
用
が

か
か
る
の
で
新
築
に
賛
成
す
る
。

・
大
地
震
が
起
き
た
と
き
、
現
在
の
建

物
で
災
害
対
策
本
部
と
し
て
機
能
で

き
る
の
か
。
現
庁
舎
を
補
強
し
た
う

え
で
、
新
庁
舎
の
検
討
を
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

•
財
政
の
回
復
状
況
を
み
な
が
ら
、
最

終
的
に
は
住
民
投
票
で
決
定
す
べ
き

で
あ
る
。

全
分
科
会
の
意
見
の
ま
と
め

◇
建
て
替
え
た
万
が
よ
い

1
1
1

人

9
3
.
3
%

◇
継
続
し
て
使
用
し
て
い
く
方
が
よ
い

1

人
⑬
％

◇
そ
の
他

7

人
闘
％

(
1
6
1
人
の
委
員
の
内
1
1
9

人
出

席
。
委
員
数
は
2

月
4

日
現
在
）
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168人が大人の仲間入り
晴れの門出を祝う成人式

式典を終えて仲間同士と記念写真を撮る新成人

人
生
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
第
4

回

明
和
町
成
人
式
が
1

月

1
4
日
、
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
厳
粛
に
行
わ
れ
、
男

性
8
7
人
、
女
性
8
1
人
の
合
わ
せ
て1
6
8
人

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

祝
福
の
明
和
太
鼓
稲
妻
会
の
和
太
鼓

で
開
幕
し
た
式
典
で
は
、
斎
藤
町
長
が

「
若
い
英
知
と
豊
か
な
感
性
、
そ
し
て

行
動
力
と
責
任
感
を
も
っ
て
、
国
家
社

会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
大
き
く
世
界

に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
安
町
議
会
議
長
ら
来
賓
の

か
た
が
た
の
祝
辞
に
続
き
、
成
人
者
を

久しぶりの再会で会話が弾みます

代
表
し
て
深
野
正
明
さ
ん
、
飛
田
絵
美

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
「
未
来
に
向
け
責
任

を
持
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と

決
意
を
新
た
に
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

会
場
は
、
あ
で
や
か
な
振
り
そ
で
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
で
と
て
も
華
や
い

だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式

典
後
も
久
し
ぶ
り
に
合
っ
た
友
人
た
ち

と
写
真
を
撮
っ
た
り
思
い
出
を
語
り
合

う
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

品
を
受
け

飛田絵美さん

（新里）

も
う
い
い
か
げ
ん
2
0
年
も
生
き
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
や
悩
み
が
あ
り
、
毎
日
気
の
遠

く
な
る
ほ
ど
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
。
な
の
で
成
人
式
を
迎
え
る
に

あ
た
り
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
は
み
た

も
の
の
、
新
た
に
決
意
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

成
人
式
を
迎
え
た
感
想
と
抱
負

も
う
2
0
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
2
0
年
間
、
私
は
何
を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
年
ば
か
り
と

っ
て
心
の
中
は
そ
れ
に
見
合
う
だ
け

成
長
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

成
人
式
の
日
、
久
し
ぶ
り
に
皆
に

会
い
ま
し
た
が
、
皆
は
と
て
も
輝
い

て
大
人
に
見
え
ま
し
た
。
皆
と
の
世

深野正明さん

（南大島）

ふ
と
周
り
を
見
渡
す
と
人
の
生
きかな

方
は
実
に
多
種
多
様
で
、
夢
を
叶
え

る
た
め
に
生
き
る
の
が
い
い
人
生
な

の
か
す
ら
怪
し
い
気
が
し
て
き
ま

す
。
で
す
が
自
分
の
場
合
、
あ
れ
は

だ
め駄
目
で
こ
れ
も
駄
目
だ
っ
た
と
い
う

結
果
か
ら
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
消
去

た
ど

法
の
未
来
に
だ
け
は
辿
り
着
き
た
＜

な
い
の
で
、
日
々
努
力
し
続
け
よ
う

と
は
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
ど
れ
ほ
ど

歳
を
重
ね
、
ど
ん
な
お
や
じ
に
な
っ

た
と
し
て
も
「
友
愛
」
や
「
い
た
わ
り
」

う
た

の
素
晴
ら
し
さ
を
ぬ
け
ぬ
け
と
謳
い

あ
げ
て
や
ろ
う
、
な
ん
て
い
つ
の
日

か
ら
か
想
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

間
話
し
の
中
に
も
成
長
し
て
い
る
皆

が
見
え
ま
し
た
。
私
は
少
し
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
も
う
2
0
歳
だ
と

い
う
の
に
、
親
や
学
校
の
先
生
、
友

人
に
甘
え
て
ば
か
り
だ
か
ら
。
甘
え

て
い
る
と
自
分
は
楽
で
し
た
。
で
も
、

久
し
ぶ
り
に
合
っ
た
友
人
に
そ
れ
で

は
い
け
な
い
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
も

ら
え
ま
し
た
。

本
当
は
成
人
式
に
出
席
し
た
理
由

は
、
皆
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
が
気

に
な
っ
た
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
理

由
は
ど
う
で
あ
れ
、
皆
に
出
会
え
て

ょ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
大
人

の
第
一
歩
。
自
分
に
自
信
を
持
っ
て

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

平成14年 2 月 10 日（日） (8) 



--— 一ー特別養護老人ホーム和の掲開所披露式典

落成開所式で祝辞を述べる斎藤町長

社
会
福
祉
法
人
新
橋
会
が
本
町
南
大

島
地
内
に
建
設
を
進
め
て
き
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
和
の
郷
」
が
完
成
し

1
月

2
4日
、
田
口
理
事
長
や
斎
藤
町
長

ら
関
係
者
約
1
5
0

人
が
出
席
し
て
落

成
開
所
式
が
同
施
設
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
初
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ち
ほ
う

は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
症
の
お
年
寄
り

を
介
護
す
る
施
設
で
群
馬
県
の
計
画
に

甚
づ
き
、
昨
年
3

月
か
ら
整
備
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
斎
藤
町
長
は
あ
い
さ

つ
で
「
和
の
郷
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
介
護
保

険
と
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
施
設
で
は
、
2

月
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
が
始
ま
る
ほ
か
テ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

介
護
保
険
居
宅
サ
—
ビ
ス
事
業
と
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

運
営
が
行
わ
れ
、
本
町
の
介
護
保
険
と

高
齢
者
福
祉
基
盤
が
ま
す
ま
す
充
実
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
施
設
の
概
要

•
名
称
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
郷
」

●
所
在
地
明
和
町
南
大
島

2
5
3

—

ー
●
敷
地
面
積

8
、

1
6
1
.
2
9

可

●
延
べ
床
面
積

4
、

6
8
8
.
5
0

対

●
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
耐

火
構
造
2

階
建

n
定
員
I
J

•
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
5
0
名

（
個
室6

、

2

人
室
2

、

4

人
室
1
0
)

•
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

5

名

（
個
室5
)

0

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

•
ケ
ア
ハ
ウ
ス
1
5
名

（
個
室9
、
夫
婦
室
3
)

3
0名

「
和

▲居室（ 1 人） 作業および日常動作訓練室

E幽i||||1日 11』|

9
□
[
 

特別養護老人ホーム和DO.:)り郎

115 I 116 117 118 

中庭

゜ケアハウスぐんま
特別養護老人ホーム 寝たきリ・痴呆

などで介護を必要とされるお年寄りの

かたがたのための施設です。
ショートステイ 介護を必要とされる

お年寄りのかたがたを施設で短期周お

預かりします。

デイサービスセンタ＿ 在宅の虚弱

寝たきリ・痴呆などのお年寄リのかた

がたが通所することで、お食事・健康

チェック・入浴・送迎などのサービス

を提供します。

在宅介護支援センター・居宅介護支援

事業 居宅で援護が必要なお年寄りや

家族が、介護や福祉サービスに関する

ことを専門家に相談できるほか、介護

サービス計画作成の窓口となります。

ケアハウスぐんま お年寄リの自立的

生活を支援するための施設です。

(9) 平成14年 2 月 10 日（日）



いよいよ今年 4 月から、毎週土曜日を休みとする

「完全学校週 5 日制」が全国すべての学校で始まります。

子どもたちの学校外での時間が増え、家庭や地域での

教育の機会がこれまで以上に重要になります。学校の

授業も、ゆとりの中で、子どもたち一人ひとりの「生

きる力」を育てるために、教育の内容が変わります。

完
全
学
校
週
5

日
制
で
「
休
日
が
増

え
た
ら
勉
強
の
時
間
が
減
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
学
力
が
落
ち
て
し
ま
う
の
で

は
」
と
心
配
す
る
大
人
た
ち
も
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
時
間
は
年

中
無
休
で
す
。
学
校
で
の
授
業
だ
け
で

な
く
、
家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
も
、

子
ど
も
た
ち
は
そ
こ
で
の
活
動
や
体
験

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん

で
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科

の
知
識
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
中
で
必

要
な
ル
ー
ル
ー
や
思
い
や
り
、
や
さ
し

さ
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
も
学
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
、
学

校
だ
け
で
な
く
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど

生
活
全
体
で
学
ぶ
も
の
で
す
。

完
全
学
校
週
5

日
制
は
、
子
ど
も
た

ち
が
農
か
な
体
験
に
よ
っ
て
豊
か
な
心

は
ぐ
く

を
育
め
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
な
ど
の
機
会
を
も

っ
と
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
が
互
い
に
協
力
し
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む

学
校
の
授
業
は
ど
う
変

わ
る
の
？

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が

H

指
す

も
の

生
き
る
刀
と
は

0
子
ど
も
が
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
王
体
的
に
判

断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
同
題
を
解

決
す
る
カ

●
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
協
詞
し
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心

な
ど
豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
健
康
と
体
力

文
部
科
学
省
が
学
校
・
学
年
ご
と
に

教
え
る
べ
き
内
容
を
定
め
た
「
学
習
指

導
要
領
」
も
、
完
全
学
校
週
5

日
制
に

併
せ
て
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い

学
習
指
導
要
領
で
は
、
ゆ
と
り
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
育
成

す
る
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
、

下
記
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
た

教
育
内
容
に
変
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
点
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

●
授
業
時
数
完
全
学
校
週

5

日
制
で

教
育
を
行
う
た
め
、
授
業
時
数
は
こ
れ

新学習指導要領のポイント

〇豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日

本人としての自覚を育成する

®自ら学び、自ら考える力を育成する

®ゅとりのある教育活動を展開する中で、基礎・

基本の確実な定麓を図り、個性を生かす教育

を充実する

〇各学校が創意工夫を生かし、特色ある教育、

特色ある学校づくりを進める

な
ぜ
、
完
全
学
校
週

5

日
制
に
な
る
の
？

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

育
て
る
た
め
に

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
で
よ
り
週
当
た
り
2

単
位
時
間
少
な

く
な
り
ま
す
。

♦
教
育
内
容
す
べ
て
の
子
ど
も
が
共

通
に
学
ぶ
内
容
は
、
社
会
生
活
を
営
む

う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基
本

的
な
内
容
に
厳
選
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
が
興
味
•
関
心
等
に

応
じ
て
選
択
で
き
る
幅
を
拡
大
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
ゆ

と
り
の
中
で
じ
っ
く
り
学
習
し
、
基

礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
新
設

子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化
に
対
応

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
教
科
等
で
学
ん
だ
知
識
を
用
い
て

ら
~
•
~
―
―
-
[

読む・書く・計算など、

日常生活に必要な基礎的

基本的内容を繰り返して学

習させ、習塾させます。

教科はこれまでの9教科、

道徳、特別活動に「総合的

な学習の時間」が新設。

ー「i[；qヒぷ H「r↑`-11·
小学校教育の塞礎のうえに、社

会生活に必要な基礎的・基本的な

内容を確実に習得させるとともに、
選択学習の幅を拡大し、個性を伸

ばします。

必修教科に外国語を追加。教科
は、これまでの必修教科、選択教

科、道徳、特別活動に「総合的な

学習の時間」が加わります。

自
ら
課
題
を
発
見
し
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
る
力
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た

力
を
育
む
た
め
に
、
体
験
的
な
学
習
や

問
題
解
決
的
な
学
習
を
重
視
し
、
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
新
設
し
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
各
学
校

が
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

平成14年 2 月 10 日（日） (10) 
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本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
江

D

の
柿

沼
昭
博
さ
ん
が
1

月
1

日
付
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
柿
沼
さ
ん

の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人
格
識
見
と

も
高
く
、
社
会
的
信
望
も
厚
い
人
に
適
し

て
お
り
、
柿
沼
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

人
権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題
な
ど

で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

柿
沼
昭
博
さ
ん

町の融資制度一覧表
町
に
は
次
の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
融

資
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
課
ま
た
は
商
工

r
 [
経
済
課
含
＇
~
・
内
線

3
5
3

g
t
；
名
き
：
~
i
：
：
：
~
こ
こ

~
9
~
·

こ
~
；
~
i
~
J
~
i
i
:
~
;
:
;
~
i
こ

会
6
岡
3
1
3
0

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
資
金
が
借
り
ら
れ
ま
す

中
小
企
業
者
・
勤
労
者
向
け
融
資

入札結果
1 | 1 1 

I 言青負業者 I 入札日 1 担当課 工事（業務）名 工事場所 1 落札
| 1II  I1 |」--
I 1 保健 呵道 12号線 1 I 橋本組 112月 18 日 1 福祉課倒溝整備工事 1 梅原地内 11,0
+-----|------士----------------」-------]―-
I:：（株） ~2月 18 日］経済課 □言喜言事 ！雨大島地内 1 4 
—• ----- ----- ------ | _ 

1言 I12月 18 日 1 経済課冒:``991斗合日地内 1 4 
—i l ! ----------—+------1 —-

I （株） 1 |郡市 町道3-192号線 l I 

1 巳村俎 112月 28 日 I 建設課飼溝整備工事 I 川俣地内 I 3 
!|  --t-——- 1 ---寸―---

I 品は（株） I12月 28日］塁忠課盟喜姦雷：：：外2緑 19言也内I 2 
I I ←--土- l i ---]--

1 言］： 112月 28 日 1 塁果 □皇置場整儒 1 大輪地内 I 2 
・仁 I ! ----- | -----|---

1 荒井 1 1 毬市 公共下水道事業 I 南大島・ I 3 
I 建設（株） 11 月 25 日 I 建設課舗装本復旧工事 l タト2地内
i-----i-----t--- --」-------[__-

※落札金額には消費税は含まれておりません。

(11) 平成14年 2 月 10 日（日）
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匡
民
年
金
の
取
扱
い
が
4

月
か
ら
変
更
に

第
3

号
被
保
険
者
の
届
出
万
法

平
成
1
4年
4

月
よ
り
国
民
年
金
に
関
す

る
取
扱
い
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
第
3

号
被
保
険
者
届
出
方
法

第
3

号
被
保
険
者
文
百
社
員
・
公
務
員

（
第2
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
]
の
届
出
は
、
平
成

1
4年
3

月
ま

で
は
被
保
険
者
自
身
が
役
場
住
民
課
へ
提

出
し
ま
す
が
、
平
成

1
4年
4

月
か
ら
は
、

配
偶
者
で
あ
る
第
2

号
被
保
険
者
の
勤
務

先
の
事
業
主
ま
た
は
共
済
組
合
か
ら
、
扶

養
の
手
続
き
と
一
緒
に
社
会
保
険
事
務
所

,9~’ 
総
務
課

と
1
~
E
し
，

0
·

、
も

~9,`, 

内
線
3
3
2

ゞ
、
丘

町
で
は
、
平
成

1
4年
4

月
か
ら
働
い
て

い
た
だ
け
る
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

◇
雇
用
期
間

平
成
1
4年
4

月
か
ら

6

か
月
間
（
6

か
月
延
長
可
）

◇
選
考
方
法

書
類
選
考
、
面
接
な
ど

◇
提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
、
家
族
構
成

の
わ
か
る
も
の
）

◇
受
付
期
限

2
月
2
8日
因

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

9
~
5
5
L
u
：
し
、
、
？
応
‘
J
1
~

含

｛
住
民
課
内
線

3
3
7

や

国民年金マスコット

“舞ちゃん”

ヘ
届
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
届
出
の
際
に
は
第

3

号
被
保
険

者
分
の
年
金
手
帳
を
忘
れ
ず
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

採用職種・人数等

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

受
付
期
限
は

2

月

2
8日
③

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
を
記
念
し
て
、

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
テ
ー
マ
住
民
総
参
加
の
福
祉
の
ま
ち
へ

◇
日
時

2

月

2
0日
因
午
後
1

時
3
0分
1

◇
会
場
中
央
公
民
館
講
堂

◇
講
師
わ
か
る
ふ
く
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
木
原
孝
久
先
生

◇
入
場
料
無
料

◇
主
催
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
明

和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

◇
問
い
合
わ
せ
町
社
会
福
祉
協
議
会

i
 

―
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ
i

＾
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
0
1
3

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
老
え
て
み
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
記
念
講
演
会

平
成
1
2年
6

月
に
開
設
し
た
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て

3

年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

1
4年
度
の
利

用
者
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
の
で
、
育
児

不
安
で
お
悩
み
の
か
た
や
近
所
に
子
育
て

仲
間
が
い
な
く
て
淋
し
い
思
い
を
し
て
い

る
か
た
、
一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
な
事
業

0
ふ
れ
あ
い
保
育

（
毎
週
水
・
木
耀
日
の
午
前

1
0時
ー
正

午
）

親
子
で
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
子

育
て
の
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

0
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

（
毎
週
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前

1
0時

ー
正
午
）

育
児
サ
ー
ク
ル
に
遊
び
場
、
活
動
の
場

ゃi

と
し
て
子
育
て
支
援
室
を
開
放
し
、
サ

ー
ク
ル
活
動
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

0
子
育
て
相
談
（
電
話
・
来
園
）

（
随
時
午
後
1

時
3
0分
ー
4

時
）

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

【
ご
注
意
】

※
当
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ

め
お
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
ご
利
用
し
て
い
る
か
た

も
新
た
な
、
お
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
］
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
明
和
保
育
園
内
）

C
閲
7
7
1
1

ふ
れ
あ
い
保
育
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
し
ま
す

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
募
集

平成14年 2 月 10 日（日） (12) 
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交
通
災
害
共
済
組
合
の
会
員
募
集

年
額

5
0
0
円
で
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う

年
額
5
0
0

円
で
～
万
一
の
交
通
事
故
の

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
道
路
上
で
、
車
や

バ
イ
ク
自
転
車
等
の
車
両
に
よ
っ
て
け
が

を
さ
れ
た
か
た
が
対
象
で
す
。
現
在
加
入

し
て
い
る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
か
た
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
•

◇
加
入
で
き
る
人
本
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
か
た
。

◇
会
費
一
人
年
額

5
0
0

円
（
途
中
加

入
し
て
も
同
額
）

◇
共
済
期
間
平
成
1
4
年
4

月
1

日

1

平

成
1
5
年3
月
3
1
日
（
途
中
加
入
の
場
合

は
、
加
入
日
か
ら
平
成
1
5
年
3

月
3
1
日

ま
で
）

◇
申
込
方
法
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会

員
台
帳
兼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
加
入
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
行
う
場
合
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線

か
ら
デ
ジ
タ
ル

(
I
N
S
)回
線
に
切
り

替
え
た
か
た
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
こ
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め

N
T
T

で
開
発
し
た
「
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
」
を

無
償
で
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ア
ダ

し
、
会
費
を
添
え
て
隣
組
長
さ
ん
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
3

月
1
1
日
⑪
以
降
の
申
し
込
み
は
、
直

接
役
場
環
境
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故
車
両
（
自
動

車
・
原
付
自
転
車
・
自
転
車
・
荷
車
テ

ー
ラ
ー
等
）
に
よ
っ
て
発
生
し
た
人
身

事
故
で
、
道
路
法
上
の
道
路
で
起
き
た

も
の
（
自
損
事
故
含
む
）

◇
見
舞
金
請
求
期
限
事
故
発
生
か
ら

2

年
以
内

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

，
つ
＼
ヽ
~
~
：
＼
々
灼

~
~
9
~
;
~
’
~
x
3

課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

C
闘
4
6
8

オ
フ
ト
ー
ク
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
無
償
貸
与

オ
フ
ト
ー
ク
加
入
者
が
デ
ジ
タ
ル
回
線
に
切
り
替
え
た
と
き

プ
タ
の
貸
与
を
申
し
込
ま
れ
る
か
た
は
企

画
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
ア
ダ
プ
タ
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
専
用
の

た
め
使
用
に
お
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
と
一
部

適
合
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
ま
た
は
、

N

T
T

東
日
本
太
田
支
店

6
0
1
2
0
|
2

5
8
8
1
0

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

病
気
が
ち
な
お
年
寄
り
が
増
え
た
こ
と
や

医
療
技
術
の
高
度
化
に
伴
い
、
医
療
費
が

増
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
十

分
気
を
配
る
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
が
よ

り
よ
い
診
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

あ
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か
り
万

お
医
者
さ
ん
の
掛
け
持
ち
は
や
め
ま
し

ょ
う

薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う

峙
間
外
、
休
日
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う

お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
リ

ま
し
ょ
う

a‘4F1~3 

住
民
課

1
;
;

ら
[
c
点
ぷ

総医療費と一人当たり医療費の推移

：人総医療費 年度 ；；；たリの

［轡賃心二9讐―-_J
9億6,839万円］ 11 [ 67万円

·一＿＿_ _ ｷ 

8億4,869万円］ 12[ 57万円 」
9̀ -

9 8億3,~18万円~53万円 ] 

※いずれも万円未溝切り捨て、 13年度は見込み額

高
齢
化
に
伴
い
医
療
費
が
増
加

よ
り
よ
い
診
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
の
内
容
を
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
縦
覧
期
間
を
設

け
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
1
4
年
度
は
地
価
の
下
落
傾

向
に
対
応
し
て
町
内
全
域
の
宅
地
等
に
つ

い
て
価
格
の
修
正
（
下
落
修
正
）
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
課
税
台
帳
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を
5

月

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
期
間
3

月
1

日
釦
ー
2
0
日
巾
（
土
曜
・

J4
 ｛

税
務
課

ャ

u
"

i
，
~
令
ヤ
~
玲

日
曜
は
除
く
）

◇
時
間
午
前

8

時
3
0
分1
午
後
5

時

◇
場
所
役
場
税
務
課

◇
縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
者
本
人

②
納
税
者
の
同
意
・
委
任
を
受
け
た
か
た

③
納
税
管
理
人

※
本
人
の
場
合
は
印
鑑
、
②
と
③
の
か
た

は
、
印
鑑
と
委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選
任

届
が
必
要
で
す
。

1
4
年
度
は
地
価
の
下
落
傾
向
に
対
応
し
下
落
修
正

固
定
資
産
税
台
帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い

(13) 平成14年 2 月 10 日（日）



梅原子とも会が県大会で健闘
上毛かるた大会

真
剣
な
表
情
で
札
を
取
り
合
う
児
重
た
ち

郷土群馬についての知識を深めようと新春恒例の町子ども会上毛か

るだ大会が 1 月20 日、社会体育館で開かれ、各地区から選ばれた小・

中学生342人が個人・団体の部で熱戦を繰り広げましだ。

まだ、個人・団体とも優勝・準優勝者は27日に同会場で開かれた郡

大会に出場しましだ。「つる舞う形の群馬嗅」などと、読み札が読まれ

るごとに、各選手は素早い手さばきで絵札を取り合っていました。

上位入賞者（敬称略）

町大会

小学校低学年…男子団体
①新里（鈴木甫、磯康彰、岩崎舜、石田和也） ②斗合

田（阿部拓也、飯島雅也、蓮見明宏） ③南大島（栗原

良友、石井悠太、蓮見孝明）

同…男子個人

①関口篤史（梅原） ②砂賀清太（斗合田） ③金子直樹
（入ケ谷）

同…女子団体
①新里（北代ひとみ、清水里菜、北浦理絵、小宅成美）
②斗合田（荒川恵里、機村実穂、小島奈津実） ③下

江黒（二十里友紀、木村有里、篠原昌愛、多田真紀恵）

同…女子個人

①長柄聡美（梅原） ②吉原夏紀（新里） ③蓮見悠（入
ケ谷）

小学校高学年…男子団体
①斗合田（機村尚紀、小島佑弥、阿部隆幸） ②矢島
（清水拓也、景山智洋、萩原博信、坂登章宏）・・③南大
島（東亮太、帆足亮介、本澤和樹、田部井康平）

同…男子個人
①阿部尚樹（斗合田） ②関口大地（梅原） ③小野佑

介（南大島）

同…女子団体
①新里（小宅槙、小泉春奈、柿沼純子、鈴木春生）

②田島（北島花梨、高瀬友美子、奈良春香、奈良彩香）
③矢島（石崎理恵、橋本育美、泉田沙紀）

同…女子個人

①井上紗由美（新里） ②二瓶梢（中谷） ③橋本亜希

（上江黒）

中学校…男子団体
①梅原O （野口泰史、関口仁史、増田貴成） ②上江黒

（丸山健太、小久保修平、原島直也、原島佑輔） ③矢
島（石川龍一、清水浩亮、秋野宏明）

同…男子個人
①磯辰彦（新里） ②佐藤歩（斗合田） ③石崎悠介（矢島）

同…女子団体
①斗合田（蓮見珠世、蓮見恵理子、梁瀬絢香） ②田島

（柿沼那央子、奈良恵莉子、奈良有希野、高瀬静香）

③新里0 （真田幸子、爽田雪江、寺田結加里）

同…女子個人
①斉藤瑞江（新里） ②長谷川理恵（田島） ③本島理絵

（斗合田）

郡大会（明和町のみ）

小学校低学年
男子団体新里子ども会優勝

女子団体新里子ども会 3 位

小学校高学年
男子団体斗合田子ども会 3 位

女子団体新里子ども会準優勝

男子個人 阿部尚樹（斗合田） 3 位

女子個人 二瓶梢（中谷）準優勝

中学校
男十団体梅原子ども会 優勝

女子団体斗合田子ども会優勝

県大会
2 月 3 日開催の県大会に、梅原子ども会が中学校団

体の部で、郡代表として出場し健闘しました。

掲載写真を差しあげます。 役場企画課 3(84)3111 平成14年 2 月 10 日 (B) (14) 



火への決意
消防隊出初め式

1

月
6

日
、
新
春
恒
例
の
館
林
地
区

消
防
組
合
消
防
隊
に
よ
る
出
初
め
式

が
、
管
内
各
消
防
団
を
は
じ
め
館
林
消

防
署
員
ら
総
勢
9
1
6

人
が
一
堂
に
会

し
、
館
林
市
役
所
東
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

と
ぴ

本
町
か
ら
は
明
和
消
防
団
と
鳶
職
組

合
の
若
鳶
会
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
訓

り
り
は
し
ご

練
に
よ
る
凛
々
し
い
姿
と
梯
子
乗
り
の

見
事
な
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
や
、
消

防
車
と
梯
子
車
に
よ
る
一
斉
カ
ラ
］
放

水
も
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
た

く
さ
ん
の
見
学
者
に
防
火
・
防
災
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

＝＝ニー一～二なし～ ~ 

分列行進をする 8月和消防団昌

1、年の無事を炎に祈
どんど焼き

矢
島
地
区
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
1

月
1
3
日
夜
、
同
地
区
の
田
ん
ぼ
で
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
住

民
が
燃
え
盛
る
炎
に
今
年
1

年
の
無
病

息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
青
竹
を
組
ん
で
稲
わ
ら

な
ど
を
高
く
積
み
上
げ
、
回
り
に
し
め

飾
り
や
だ
る
ま
を
縛
り
つ
け
た
や
ぐ
ら

を
設
置
。
午
後
6

時
3
0
分
に
点
火
さ
れ

る
と
、
燃
え
盛
る
大
き
な
炎
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

に
は
甘
酒
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
小
正

月
の
伝
統
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
伝
統
的
な
文
化
は
残
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

燃え上がる失を囲んで無病息災を顆ったどんど焼き

農業集落の下水道1
農業集落排水事業処理区別説明会

川俣 須賀 大輪の3地区を対象に行われた説甲会

町
で
は
、
水
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
農
業
集
落
排
水
事
業
推
進
協
議
会
を

昨
年
6

月
に
設
立
し
、
下
水
道
事
業
の

先
進
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
予
定
処
理
区
別
説
明
会
を

1

月

2
3
日
か
ら
2
6
日
の
間
に3
か
所
の
集
落

セ
ン
タ
ー
等
で
開
き
ま
し
た
。

予
定
処
理
区
域
は
「
斗
合
田
・
下
江

黒
・
上
江
黒
」
「
千
津
井
・
江
ロ
・
梅
原
」

「
川
俣
・
須
賀
・
大
輪
」
の3
区
域
。
今

回
は
各
区
域
の
役
員
さ
ん
を
対
象
に
同

事
業
の
概
要
説
明
や
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
各
行
政
区
ご
と
に

説
明
会
を
開
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

新たな気持ちを大切に
書き初め大会

力強く書き上げる児童

1

月
5

日
、
町
教
育
委
員
会
で
は
書

き
初
め
大
会
を
中
央
公
民
館
で
行
い
ま

し
た
。新

年
に
あ
た
り
新
た
な
気
持
ち
を
大

切
に
し
つ
つ
、
心
の
農
か
さ
と
文
化
向

上
を
目
指
す
目
的
で
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
参
加
者
は
2
4
人
。
町

民
憲
章
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
学
年

ご
と
に
「
明
る
い
町
」
「
文
化
の
町
」
「
ゆ

た
か
な
町
」
「
福
祉
の
町
」
な
ど
の
言
葉
を

力
強
く
書
き
上
げ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
こ
の
大
会
は
、
集
中
し

て
書
く
こ
と
が
で
き
、
先
生
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
る
の
で
、
毎
年
参
加
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(15) 平成14年 2 月 10 日（日） 身近な情報をあ寄せください。



閲
覧・登

録
情
報
は
、
都
道
府
県
ま
た
は
都

道
府
県
の
指
定
登
録
機
関
の
窓
口
あ

よ
び
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
だ
れ

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
ま
だ
、
高
齢
者
住
居
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
に
よ

ニ
登
録
簿
に
登
録

登
録
•
閲
覧
制
度

高
齢
者
の
か
た
が
安
心
・
円
滑
に
入

居
で
き
る
賃
貸
住
宅
の
情
報
を
広
く
入

手
で
き
る
よ
う
に
店
り
ま
す
。

登
録・賃

貸
住
宅
の
貸
主
は
、
都
道
府
嗅
知

事
ま
た
は
各
都
道
府
隈
の
指
定
登
録

機
関
に
、
高
齢
者
の
か
た
が
安
心
・

円
滑
に
入
居
で
き
る
賃
貸
住
宅
（
高

齢
者
円
濁
入
居
賃
貸
住
宅
）
の
登
録

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
主
（
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
）

ニ
登
録
の
申
請

都
道
府
県
ま
た
は
指
定
登
録
機
関
（
都

道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
登
録
機
関
）

入
居
希
望
者

□
情
報
の
提
供

都
道
府
県
ま
た
は
指
定
登
録
機
関
（
そ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
・
高
齢
者
住
居
支

援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

家
賃
債
務
保
証
制
度

家
賃
債
務
保
証
制
度
が
高
齢
者
の
t
J

た
の
入
居
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
。
フ
ー
・

登
録
住
宅
の
貸
王
、
入
居
を
希
望
す

る
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

貸
主
側
が
最
初
に
行
う
手
続
き

・
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
と
基
本

約
定
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
証
利
用
希
望
の
際
の
手
続
き

・
入
居
申
し
込
み
の
際
に
同
時
に
、
高

齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
家
賃
債

務
保
証
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

•
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
月
額

家
賃
（
共
益
費
、
管
理
費
を
含
み
ま

す
）
の
6

か
月
を
限
度
に
家
賃
の
支

払
債
務
を
保
証
い
だ
し
ま
す
。

っ
て
、
全
国
の
登
録
幡
報
の
閲
覧
も

可
能
で
す
。

高
齢
者
の
t
J
だ
が
入
居
可
能
店
賃
貸
住
宅
情
報
を
提
供
す
る
「
一
扁
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
の
登

録
•
閲
覧
制
度
」
、
登
録
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
と
寸
る
「
家
賃
債
務
保
証
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

•
月
額
家
賃
の

3
5％
に
相
当
寸
る
額

を
、
2

年
分
の
保
証
料
と
し
て
あ
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

締基
結本

畠の約
者悶鷹登
居み録

隻＜ニニニ悶
援ロニニ二＞の

¥悶；塁

入
居
希
望
者

登
録
住
宅
へ
の
入
居
申
込
み

ロ
借
家
入
居
高
齢
者

: 貸
主
と
の
賃
貸
借
契
約
お
よ
び
高
齢

者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
家
賃
債

務
保
証
の
申
込
み

ロ
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
貸

主
へ
家
賃
債
務
保
証
(
6か
月
限
度
）

登
録
•
閲
覧
•
お
問
い
合
わ
せ

群
馬
票
土
木
部
住
宅
課

C
o
2
7
(
2
2
6
)
3
7
2
6
 

高
齢
者
の
方
の
住
ま
い
探
し
を
応
援
し
ま
す
。

.................... 

... 

.. .. 
.

.

o

 

~
コ
ナ
ゎ
す
等
を
）
リ

ー
ン
に
ま

3

プ

C
mは
れ

ベ
イ
房
リ
←
―

3
0を
入

、
ウ
小
切
、
ス
径
プ
を

し
、
は
に
れ
、
直
＿
飯
忍

~
が
に
じ
分
入
ぇ
、
ス
こ
ぜ

~
は
さ
め
等
み
加
で
べ
に
混

つ
長
し
4

さ
を
ら
並
プ
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~ 

ず
の
、
3
は
水
平
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＿
ぇ

~
タ

C
mり
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を
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が
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ス
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木

,
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1
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切
菜
具
る
ぜ
。
底
立
り
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i
ピ
は

4

半
亨
」
切
混
る
鍋
を
。
残
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菜
は
縦
、
記
に
を
く
（
②
る
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＿

三
白
ン
は
け
白
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A

つ
鍋
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煮
鍋
チ

~
レ
①
②
③
④
⑤
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i

l
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9
i
/
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虞
[
O
g

2
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2
8
3
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J
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1
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o
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~
~
~
~
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口
ロ
~
~
~
：
も

品

~
J

1

）
~
~
~
~
~
~
~
~
~
冨
~

一
鍋
ニ
メ
う
泊
ロ

一
菜
”
は
ン
ナ
]
]
l
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一
白
写
料
二
竺
采
し
口
]
□
”
□
飯
詞

~
r

材
白
べ
し
水
ウ

A

こ
メ

.. 
.. 

.. . . .................................................................. 

合回のあ料理は・・・
今回の斜理は中央公民館で行

なわれた 1 月のフレッシュグル
メ教室の資料です。これは2月
27 日（水）にオフトークの自主番
組でも放送されます。

ここがポイント！
前もって準偽ができる。

洋風なので若者にも人気

がある。

鍋に白菜を詰める場合

は、すきのないように

きっちリ詰める。

······............................................................................................................................................................、

平成14年 2 月 10 日（日） (16) 
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隼に 1 塵はがんの竃躙鱚鯵魯！
がんは早期発見・早期治癒でほとんと治ります

時

町のがん検診実施時期
T 

期 1
I 

検 =^ =ｷ..-c 0ジ 名
が
ん
の
多
く
は
、
無
症
状
で
進
行
し
、

明
ら
か
な
自
覚
症
状
が
出
だ
と
き
に

は
、
手
遅
れ
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

（
す
。
現
在
、
日
本
の
が
ん
検
診
技
術
は
、

世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
す
。

町
で
も
、
毎
年
各
種
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
下
表
の
と
あ
り
平
成
8

年
度
か
ら
平
成

1
2年
度
の
5

年
間
で
、

3
1名
の
か
た
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し

だ
。
幸
い
、
皆
さ
ん
が
治
療
を
さ
れ
て
、

元
気
に
過
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
が
ん

が
見
つ
か
っ
だ
ら
怖
い
！
」
と
受
診
し

な
い
か
だ
も
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
治
り

ま
す
。
大
切
な
家
族
の
た
め
に
も
、
年

に
1

度
の
定
期
健
診
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し

ょ
う
。

3

月
上
旬
に
各
家
庭
に
平
成

1
4年
度

分
各
種
健
康
診
断
希
望
調
盃
書
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
あ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

がん検診受診者数・がん発見者数 (H 8~H12年度）
受診者数欄の（）は、がん発見者数 単位：人

平 6114年度乳幼児健診のお知らせ
乳幼児健診は、あ子さんの発育•発達を診るのに大切な健診ですから、必す受けましょう。

・期 日下表のとあり

・受付時間午後 1 時～ 2 時

・場 所保健センター

・内 容問診→身体計測→診察→歯科相談・フッ素塗布（希望者）

→保健指導（育児相談・栄養相談等）

※受診の際は、母子手帳を必ずあ持ちください。

平成14年度乳幼児健診予定表

健診日平成 14年 '’ ., . .. I 平成 15年

4月 11 日 5月 9 日 6月 13 日 7月 11 日 8月 8 日 9月 12 日 10月 10 日 11 月 14 日 12月 12 日 1 月 9 日 2月 13 日 3月 13 日

年月生

4か月児 13.12 
芦ごtー乞

7か月児； 13. 9 
a 

1 歳児ぼ 13. 4 

2歳児 12. 4 

年月生

14. 1 

13.10 

13. 5 , 

12. 5 

年月生

14. 2 

13. 11 

13. 6 

12. 6 

年月生

14. 3 

13.12 

13. 7 

12. ワ

年月生

14. 4 

14. 1 

13. 8 

12. 8 

年月生

14. 5 

14. 2 

13. 9 

12. 9 

年月生

14. 6 

14. 3 

13.10 

12.10 

年月生

14. 7 

14. 4 

13. 11 

12. 11 

年月生

14. 8 

14. 5 

13.12 

12.12 

年月生

14. 9 

14. 6 

14. 1 

13. 1 

年月生

14.10 

14. ワ

14. 2 

13. 2 

年月生

14. 11 

14. 8 

14. 3 

13. 3 

(17) 平成14年 2 月 10 日（日）



優勝した皆さん

（
散
称
略
）

結

果
社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

2
6
9
人
が
健
脚
を
競
う

第
4

回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

1
月
1
3日
、

1
3
1
る
さ
と
の
広
場
周
辺
の

ロ
ー
ス
で
開
刀
れ
、
延
べ
2
6
9

人
ガ

巳
ご
ろ
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好
者

の
底
辺
拡
大
を
目
的
に
行
わ
れ
、
小
・

中
学
生
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
、

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
家
族
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

1
5
部
門
で1
k
mt
J
ら
5
k
mま
で
の
コ
ー

ス
。
参
加
者
は
、
沿
道
の
家
族
連
れ
店

ど
ガ
ら
大
き
店
声
援
を
受
け
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
だ
。
壮
年
の
部

で
優
勝
し
だ
篠
原
勇
吉
さ
ん
（
中
谷
）

は
「
健
康
管
理
の
だ
め
、
駅
と
会
社
間

の
通
勤
―
フ
ン
ニ
ン
グ
で
体
力
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
、
会
場
で
は
〈
良
生
活
改
善
推
進

員
の
協
力
を
得
て
、
豚
汁
や
甘
酒
、
し

る
こ
が
振
る
舞
わ
れ
、
完
走
し
た
選
手

ら
が
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
だ
。

上
位
入
賞
者

小
学
生
低
学
年
女
子

□
k
m

1

位
有
田
沙
梨

3

分
5
0秒
9
9

2

位
吉
原
美
咲

3

分
5
4抄
9
3

3

位
宮
川
夏
妃

4

分
8

秒
0
2

小
学
生
低
学
年
男
子

m
k
m

1

位
須
藤
直
矢

3

分
3
2秒
2
4

2

位
清
諒
平

3

分
3
9抄
7
0

3

位
渡
辺
耀
大

3

分
4
0秒
3
9

第
4

回新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

中
学
生
女
子
5
k
m

1
位
小
林
美
穂

7

分
2
2抄
6
9

2

位
田

□

春
香

7

分
3
2秒
6
5

3

位
堀
由
美
子

7

分
3
4秒
7
9

小
学
生
中
学
年
女
子
臼
k
m

1
位
高
橋
明
巳
香
5

分
3

秒
5
1

2

位
荻
野
望
5

分
1
0秒
6
1

3

位
田
中
理
紗

5

分
3
0秒
2
7

小
学
生
中
学
年
男
子

□
k
m

1
位
磯
康
彰

4

分
5
8抄
5
4

2

位
奥
沢
宏
之

5

分
2

秒
1
7

3

位
阿
部
雄
也

5

分
1
2秒
3
8

小
学
生
高
学
年
女
子
コ
k
m

1

位
沢
浦
薫

7

分
5
2秒
8
5

2

位
奈
良
徳
王

9

分
6

秒
6
3

3

位
久
保

□
＿
二
波
9
分
8

抄
0
6

小
学
生
高
学
年
男
子
凶km

1

位
石
村
亮
介

7

分
2

秒
2
2

2

位
金
子
祥
大

7

分
5

秒
6
1

3

位
須
藤
拓
未

7

分
9

秒
8
4

豚汁に舌鼓。

平成14年 2 月 10 日（日） (18) 



ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
（
団
体
）
狐

k
m

1
位
明
和
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
A

2
位
新
里
や
ろ
う
会
A

3
位
大
佐
貫
チ
ー
ム
，

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
（
個
人
）
狐

k
m

1

位
台
佳
弘
（
明
和
一
プ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
）
1
0
分

3
3秒
7
3

小
野
寺
伸
（
明
和
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
）
1
0
分

3
6秒
7
3

荒
木
博
（
大
佐
賃
チ
ー

ム
）
1
0
分

4
7秒
0
9

健
康
マ
ラ
ソ
ン
勾k
m

1
位
田
中
茂
男
差
1
4
秒
1
9

2
位
柿
沼
文
江
差
2
5
秒

4
0

3
位
大
津
恵
一
差
2
8
秒

7
3

〔
タ
イ
ム
を
あ
ら
ガ
じ
め
申
告
し
、

そ
の
タ
イ
ム
差
を
競

lつ
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
〕

3
位

2
位

中
学
生
男
子
鴎
k
m

1

位
堀
口
貴
浩

2
位
鹿
田
賢
司

3
位
吉
永
一
徳

一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
闊
k
m

1
位
冨
塚
t
J
ず
子
1
1
分
5
3
秒
8
5

2
位
野
村
恵
子
1
6
分
2
1
秒

0
3

一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
閲
k
m

1
位
庄
條
和
徳
1
6
分

4
3秒
3
6

2
位
荻
野
清
二
1
7
分

2
4秒
4
3

3
位
篠
原
勇
吉

1
8分
5
1
秒6
4

壮
年
の
部

(
4
0
歳
以
上
）

1
位
篠
原
勇
吉

2
位
木
村
太

3
位
庄
條
英
樹

10 9 9 
分分分 3.0
014329 km 
秒秒砂
30 65 85 

9

分
3
8
秒4
6

9

分
4
2
秒6
5

9

分
5
9
秒
2
2
1
'

①
各
教
室
と
も
入
会
金
3
0
0
0

円
・

月
会
費
2
0
0
0

円

②
1
3年
度
水
泳
教
室
に
在
籍
し
て
い
な

幼
児
金
曜
日

ア
ク
ア
午
後

3

時
ー
4
時

4
0名

高
齢
者

金
圏
日

午
前
1
0
時
3
0

5

ー
寺

0
分

1
0
3
 

4
0名

水
・
木
曜
日
の
週

一
般
男
女
1

回
各

4
0名

午
後
7

時
ー
8
時

火
曜
日

午
後
2

時
ー
3
時

家
庭
婦
人

4
0名

火
・
水
・
木
・
金

小
学
生
曜
日
の
週
1

回
各

4
0名

午
後
5
時
ー
6
時

区
分

長
期
水
泳
教
室

●
各
教
室
の
募
集
内
容

時
間
・
圏
日

募

集
定
員

明
和
町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
1
4
年
度
長
期
水
泳
教
室
の
参
加
者

を
次
の
と
あ
り
募
集
し
ま
寸
。

期
日
4
月

2
4日
⑳

会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
人
員

1
0
0

人
（
先
善
順
）

参
加
費

3
,
0
0
0

円
（
チ
ャ
リ
テ

イ
ー
代
含
む
。
た
だ
し
、
プ
し
1
、

キ
ャ
デ
ィ
ー
、
昼
食
代
は
個
人
負
担
）

申
し
込
み
2
月

2
0日
⑳
午
前
9

時
か

ら
受
け
付
け
ま
寸
の
で
、
参
加
費
を

添
え
て
社
会
体
育
館
へ
あ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

第
5

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

い
か
た
を
優
先
い
た
し
ま
す

③
小
学
生
の
場
合
、
四
泳
法
を
完
泳
で

き
る
児
菫
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

④
小
学
生
・
幼
児
ア
ク
ア
に
つ
い
て

は
、
町
内
者
対
象
と
な
り
珪
す

⑤
幼
児
ア
ク
ア
に
つ
い
て
は
、
平
成
8

年
4
月
2
日
か
ら
9

年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
だ
幼
児
が
対
象
と
な
り

ま
す

⑥
各
教
室
と
も
申
込
み
状
況
に
よ
り
曜

日
・
時
間
帯
等
を
や
む
を
得
ず
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

⑦
各
敦
室
と
も
申
込
み
状
況
に
よ
り
希

望
旦
寺
の
変
更
を
あ
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
司

⑧
各
教
室
と
も
7
.
8
月
は
あ
休
み
と

ね
り
ま
す

●
募
集
期
間
2
月
2
2
日
⑯
か
ら3
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離職者支援資金の貸し
付けが始まりました

県庁保健福祉課
合027(226)2519

自営業者やパート労働者が失業し

た場合や雇用保険の求職者給付期間

が切れた場合に、生計の維持が困難
となった世帯に対して生活資金を貸
し付ける制度です。

◇貸付対象 次のすべての要件に該

当する世帯

»生計中心者の失業により生計の

維持が困難 レ生計中心者の就労

が可能な状態であり、求職活動等

仕事に就く努力をしている »生

計中心者の就労により世帯の自立

が見込める レ生計中心者の離

職の日から 2 年を超えていない

»生計中心者が雇用保険の一般求

職者給付を受給中でない

◇資金使途生活資金

◇貸付条件 »限度額 月額20万円

以内»貸付期間 離職の日から

2 年以内のうちの12か月以内

»年利 3%  ► 連帯保証人原

則として 2 人

◇申し込み 町社会福祉協議会合

(84)4013ヘ

春の全国火災予防運動

3 月 1 日（金）～ 7 日（木）

「確かめて。火を消してから 次の
こと」

私たち一人ひとりが尊い命や大

切な財産を守るため、次のことに

注意して火災予防に努めましょう。

住宅防火いのちを守る 七つの

ポイント
三つの習慣

0 寝たばこは、絶対やめる。

魯ストーブは、燃えやすいものか

ら離れた位置で使用する。

•ガスこんろなどのそばを離れる

ときは、必ず火を消す。

四つの対策

〇逃げ遅れを防ぐために、住宅用

火災警報器を設置する。

·寝具や衣類からの火災を防ぐた

めに、防炎製品を使用する。

鬱火災を小さいうちに消すため

に、住宅用消火器等を設置する。

0 お年寄りや身体の不自由な人を

守るために、隣近所の協力体制

をつくる。

東毛地区
新入社員研修会

太田行政事務所

合 (32)2215

今春、入社予定の新入社員を対象

に、社会人としての必要な基礎知識、

職業人としての初歩的知識を提供

し、その自覚を促し勤労に対する意

欲を高めるため開催します。

◇期日 3 月 13 日（水）・ 14 日（木）

（通講 2 日間）

◇会場太田市勤労会館大ホール

◇対象者 管内中小企業の事業所
で、平成14年春に入社予定の新入

社員

◇薯集定員 180名（先着順）

◇参加費 1 人当たり 3,000円（昼

食代・テキスト代・傷害保険料等）

◇申し込み所定の申込書により 2

月 28 日（木）までに役場経済課へお申

し込みください。

平成 14年度委託訓練
造園科生徒募集

県立太田産業技術専門校

合 (31)1776

◇募集科目・定員造園科 12名

◇訓練期間 4 月 8 日旧）～ 10月 7 日

（月）

◇対象者 技能を身につけ就職を希
望するかたならどなたでも（年

齢・性別・学歴問わず）

◇受付締切 3 月 8 日虚）
◇選老日 3 月 19 日（火）

◇選老場所 県立太田産業技術専門

校

◇選老方法筆記試験、作文、面接

◇授業料 無料（ただし、教科書

•実習服等は自己負担40,000 円）

◇入校願書の配布場所 県立太田

産業技術専門校（太田市新野町

157-1) 

2 月は省エネルギー月間です

“上手に使って、快適省エネ”

敷きぶとんと‘‘ ... 
上掛けの併用か （）茸U哀冒己力
省エネのコツ I

産業別最低賃金が
改正されましだ

群馬労働局賃金室

合027(210)5005

群馬県の産業別最低賃金（製銅・

製鋼圧延業など 4 業種）が、平成13

年12月 20 日から改正されました。

◇製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造

業最低賃金

1 日 5,993円 1 時間 750円

◇金属加工機械、一般産業用機械・

装置、事務用・サービス用・民生

用機械器具、その他の機械・同部

分品製造業最低賃金

1 日 5,917円 1 時間 740円

◇電気機械器具製造業最低賃金

1 日 5,902円 1 時間 738円

◇輸送用機械器具製造業最低賃金

1 日 5,914円 1 時間 740円

※詳しくは、群馬労働局（賃金室）

または、太田労働基準監督署合 (45)

9920 までお問い合わせください。

再就職希望登録者支援

事業に登録しませんか

（財）21 世紀職業財団群馬事務所

ff 027 (223) 2023 

◇対象者妊娠、出産、育児または

介護を理由として退職し、再就職

を希望するかたで、現在、仕事を

していないかた

◇登録したかたへの支援内容 »再
就職の準備に役立つ情報紙「 R

e·Be」や事務所通信「みやま」の

送付 ► 登録者同士の「交流会」
や再就職準備のためのセミナーへ

の参加 »再就職の準備について

の「個別相談」ほか

※登録をご希望のかたには登録票を

送付します。（登録は無料）

花こよみ

2月の定栢

プリムラ（醒花2月下旬～4月中句）

デージー（胴花 1 月下匂～5月中旬）

ハナナ（閏花2月中旬～4月下旬）

など

平成14年 2 月 10 日（日） (20) 
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町の無料法律相談

日時＝ 3 月 11 日~)
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受付＝ 3 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。（受付順）

乳幼児健診

日時＝ 3 月 14 日（木）
午前 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 12年 3 月、 13年 3 月． 8
月・ 11月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 3 月 5 日伏）
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 3 月 15 日位）

午前10時～午後 3 時
場所＝役場会議室

年 金 相 号火
ロ火

木エクラフト教室

日時＝ 3 月 20 日休）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 3 月 14 日（木）

午前10時～午後 4 時
場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>国民健康保険税[>介護保険料
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 2 月 28 日（木）

公開講演会

「生老病死の心理学」

群馬県緑化センター

合 (88)7188

群馬県緑化センターでは、親しみ

やすいガーデニング入門として木製

の花台作りを行います。皆さんふる

ってご参加ください。

◇日時 3 月 17 日（日） 午前10時～正

午（雨天決行）

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師 ウッドクラフト作家協会の

先生

◇募集人数先着50名

◇参加費 1,000円（材料費）

◇申し込み 3 月 1 日⑤から 3 月 16

日田までに県緑化センターへ

春期パソコン 1 日講座

太田情報商科専門学校

合 (25)2424

太田情報商科専門学校では、生

涯教育推進事業の一環として、一

太郎11 、 O fficeXP のWord 2002 と

Exe e 1 2002、インターネットの活

用方法、さらにデジタル映像の編

集方法を学ぶ入門者向けの講座を

開催します。各コースとも全て 1

日完結の講座です。

◇日程 3 月 11 日旧）～ 16 日(±)

◇時間午前10時～午後 4 時

◇会場 太田情報商科専門学校

◇受講料無料（教材費等除く）

◇定員各コース 20~30名（先着

順・一人 3 コースまで受講可能）

◇申し込み 2 月 12 日因午前 9

時30分から太田情報商科専門学

校で受け付けします。

東毛リゾート開発昧
町に 27万円余寄附

館林つつじの里ショッピング

センター・東毛リゾート開発株
式会社は、同センターで年末年

始に開催したカーチャリティー

の益金の一部 2ワ4,965円を 1 月

20日、町に寄附されました。

町では、高額な寄附に感謝申

し上げるとともに、有効に役立

たせていただきます。ありがと

うございました。

館林保健福祉事務所

合 (72)3230

館林保健福祉事務所では、人が生

きていく上での大きな課題である

「生老病死」への関わり方を通して

「人生の完成としての老い」を考え

るための講演会を開催します。

◇日時 3 月 7 日（木）午前 10時 15分

～正午

◇場所館林市文化会館小ホール

◇講師サングラハ主幹岡野守也氏

◇参加費無料
◇定員 200名（申込者多数のときは

抽選）

◇申し込み 3 月 5 日（灼までに館林
保健福祉事務所地域支援課ヘ

桐生女子高等学校
通信制課程生徒募集

県立桐生女子高等学校
合0277(32)2181

桐生女子高等学校通信制課程は、

男女共学普通科で、年齢に関係なく

入学できます。月に 2 回（隔週）ほ

ど登校すればよいので、働きながら

学ぼうとするかた、主婦のかたにと

っては、大変好都合な勉強方法です。

学費もわずかしかかかりません。ま

た、高等学校の中途退学の場合は、

編入学が許されます。

◇入学願書受付 3 月 11 日旧）～ 4 月

4 日（木）

◇問い合わせ 県立桐生女子高等学
校（〒 376-0601 桐生市梅田町1-

185-1) 
(
-

緑 化 講 座

群馬県緑化センター

合 (88) 7188 

◇テーマ 「庭木の植栽と移植の

仕方」

◇日時 2 月 21 日（木） 午前 10時～

正午雨天決行

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇募集人員 50名（先着順）
◇講師 グリーンアドバイザー

（樹木医）熊倉弘先生

◇参加費無料

◇申し込み 2 月 20 日(7Jりまでに県

緑化センターへ

(21) 平成14年 2 月 10 日（日）
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中
を

泳
ぎ
回
っ
て
い
ま
す
が
、
や
が
て
棒
杭

や
岩
礁
に
付
着
し
、
そ
こ
に
着
い
た
ま

ま
、
一
生
を
終
え
ま
す
。

「
広
報
め
い
わ
」

牡ti

蠣き

＾＜＞．＜ジ<>·（火）．心．＜ジ＜＞．＜＞唸＜火＞．＜＞露＜＞．＜泣＜＞．＜ゞ＜＞．＜：ゞ⇔．＜＞露＜火＞．＜唸鯰＞唸＜ジ<>.<>,<>.く火＞．＜ジ＜＞．く火）．（ジ＜＞．＜＞露＜ジ<)·（火＞．＜ジ＜＞．＜＞・<>.（火＞．＜＞露＜疇怒く火）．（火＞．＜泌．く）て＞．＜ゞ＜ぅ、

< 町の人口と世帯 [ 男 5,864人・女 5,819 人 [ 
~ 2 月 1 日現在（対前月比） 〈 1 月中の動き〉 [ 
羹世帯数 3,467 戸（＋ 2) 出生 6人・死亡 6人塁

［人口総数 11 :683 人(+ 17) 転入 31 人・転出 14人［

賃 1 月の救急車出動回数 [ 
］急病 21件交通事故 7件その他 1 1件合計 39件塁

<
V<>.co.<>`<>.< ゞ＜入＜ゞ<>.<>.<>.<>,<>.<>,<＞．＜ゞ⇔．＜ゞ<>.<>,<>.<>.<>.＜ゞ<>.<>.<＞．＜ゞく入＜＞．＜＞．＜ゞ<>.<)

島
田
な
み
子

上
沢
あ
く
や
み
人
沢

氏
名
年
齢
世
帯
主

秋
野
幸
雄

7
4
正
彦

2
 

ワ゜
6
 
3
 

, 
5
 
8
 
5
 
8
 

成
人
式
で
は
、
友
人
と
の
久
々
の
再
会
に
会

話
が
弾
み
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
国

内
・
外
の
社
会
で
も
、
笑
み
が
浮
か
べ
ら
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
顧
っ
て
い
ま
す
。
®

1

月

1
1日
か
ら

2
5日
ま
で
、
電
話
に
よ
る
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

結
果
を
集
計
し
来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
◎

大
切
な
カ
ル
シ
ウ
ム
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に

取
り
込
む
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
運
動
を
し
て
、

食
べ
物
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン

D

を
含
ん

だ
食
材
を
摂
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
⑦

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

哲

夫
南
大
島

品
澤

茂
雄

道

夫
梅

原

荒
木

坂
上

邦
夫

い
そ

匡

良
中

谷

文

子
中

谷

松
本

仲
司

和

雄
大
矢地薮

島区喜
` ` ｀凶凶凶襲

輪

み
さ
享
一
斤

矢
内
美
砂
見
幸
女
辛

利
矢

ゆ
う
た

間
根
山
侑
汰
男
中
正
代 泰

か
ず
や

志
水
一
哉
美
幸
男
新

い
ぶ
き
婢
麒
泄

佐
藤
伊
吹
生
恵
美
男
新

小
泉

ゅ
う
と
一
章

優
人
礼
美
男
梅

正
人

あ
み

田
口
杏
海
美
幸
女
大

近
藤

名
父
母
名
性
別
地

ゆ
き
浩佳

雪

子樹

女

新

区

鱈翡

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成14年 2 月 10 日（日） (22) 

里 谷 里 里 原 ム
間
庫 里

米
あ
め
で
だ
米
（
敬
称
略
）

氏

凶 ｽo 乃 凶 房， 冥8
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ME/WA TOWN 

大切なみんなの命を救え！

婦人消防隊の皆さんが、人工呼吸や心臓マッ

サ＿ジなど、救命に必要な基礎技術の習得に

真剣な面もちで励みました。

--—ーー王な内容—--

0 保育園・幼稚園児が

1 年の成長ぶりを披露………②～③

●役場庁舎整備検討委員会が町長に答申…④

•オフトーク通信アンケート調査結果…⑤

•町政地区別懇談会開催………………⑥



。
舞台で動きの激しい踊りを熱演する保育園年長児

園
児
た
ち
の
1

年
間
の
成
長
の
よ
う

す
を
披
露
す
る
「
生
活
発
表
会
」
が
明

和
保
育
園
で
は
2

月
9

日
、
明
和
幼
稚

園
で
は
3

月
2

日
に
各
園
の
遊
戯
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
、
0

歳
か
ら
5

歳
ま
で

の
園
児
た
ち
1
5
8

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
歌
や
遊
戯
、
跳
び
箱
、
劇
遊
び
、

竹
踊
り
な
ど
練
習
の
成
果
を
力
い
っ
ぱ

い
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は

「
行
事
が
あ
る
ご
と
に
、
子
ど
も
の
成

長
の
よ
う
す
を
感
じ
と
れ
ま
す
。
み
ん

な
が
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
で
は
、
3

歳
か
ら
5

歳
ま
で
の
園
児
た
ち
l
5
0

人
が
、
歌

や
表
現
遊
び
、
竹
馬
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、

劇
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
一
生
懸
命
に

披
露
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
「
み
ん

な
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
、
子
ど
も
の
成
長
ぶ
り

を
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
の
生
活
発
表

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
演

技
や
成
長
の
姿
に
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
な
ど
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

゜
危
楽
し
む

Tー＇‘

溢＇ 竺！竺と，這＼ \ 
歌詞、曲とも難しい歌に挑戦する保育園年中児

ト一← — —------- ---

難しいテンポの竹踊りを披露する幼稚園年中児

を
演
じ
る

明
和
保
育
園. 
明
和
幼
稚
園
で
生
活
発
表
会

”
』
刃

つ
は
い
に
歌
や
葡
戯
を
搬
限平成14年 3 月 10 日（日） (2) 



保育園・幼稚園生活発表会

: 
とび箱に挑戦：保育園年中児

し—―· 1if .. ,...• ..  

表現遊び：幼稚園年少児
ベン

手話を交えた歌を披露する幼稚園年長児

新
し
い
年
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち

も
保
育
園
生
活
に
慣
れ
、
担
任
の
先

生
を
は
じ
め
諸
先
生
が
た
の
心
の
こ

も
っ
た
指
導
の
も
と
、
甲
る
＜
伸
び

伸
び
と
し
た
一
元
気
な
子
に
成
長
を

う
れ

し
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
保
育
園
で
過
ご
し
た
大
切
な
時

周
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
園
で
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

寺
下
山
恵
子
さ
ん

n
u
u
 
な
（
上
江
黒
）

切
で
大
＼し

の
な
で
れ
園
忘
育
を
保
間

幼
稚
園
生
活
を
振
り
返
る
と
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
目
覚
ま
し
い

も
の
を
感
じ
ま
す
。

竹
馬
、
縄
跳
び
な
ど
心
配
し
て
い

た
も
の
が
い
つ
の
間
に
か
で
き
る
よ

う
に
な
リ
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
生
活

発
表
会
で
は
、
一
生
懸
命
な
姿
に
大

き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
先
生

が
た
の
心
あ
る
ご
指
導
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
ま
ま
素
直
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

瀬
下
典
子
さ
ん

き大
（
新
里
）

こ姿な命
生
懸
厨
生
可
ー
な

子どもたちの演技を真剣に見入る保護者ら：保育園

子どもたちの成長を喜ぶ保護者ら：幼稚園

(3) 平成14年 3 月 10 日（日）
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斎藤町長に答申書を手渡す岡安委員長（左から 2 人目）

役
場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
が
2
月

2
5
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
昨
年

1
2
月
3
日
の
諮
問
以
来5
回
ほ
ど
慎
重

に
審
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
「
役
場
庁

舎
は
建
て
替
え
る
こ
と
に
意
見
が
一
致

し
ま
し
た
」
と
い
う
答
申
内
容
を
確
認

し
、
同
会
場
で
岡
安
今
朝
雄
委
員
長

（
町
議
会
議
長
）
か
ら
斎
藤
憲
町
長
に

答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
答
申
内
容
は
、
出
席
委
員
全

員
の
賛
成
を
得
て
承
認
さ
れ
た
も
の

で
、
次
の
と
お
り
で
す
。
町
で
は
今
後
、

財
政
問
題
や
合
併
問
題
を
考
慮
し
な
が

ら
慎
重
に
推
進
を
図
っ
て
い
く
計
画
で

す
。

答
申
内
容

当
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
5
回
、

各
委
員
が
調
査
・
研
究
お
よ
び
検
討
を

行
い
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
、

役
場
庁
舎
は
建
て
替
え
る
こ
と
に
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
当
委
員

会
の
意
見
を
尊
重
し
推
進
を
図
る
よ
う

答
申
し
ま
す
。

な
お
、
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
に
当

た
っ
て
は
新
た
な
組
織
を
設
置
し
て
、

財
政
問
題
お
よ
び
合
併
問
題
を
含
め

て
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
推
進

を
図
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

役
場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
が
町
長
に
筈
申

四
目
且
＂
c
凸
＝
目
員
岱

一
致

市
町
村
を
取
リ
巻
く
時
代
の
動
き

の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
足
湮

の
強
い
、
自
立
し
た
市
町
村
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
で

は
、
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
法
と
し

て
「
市
町
村
合
併
」
を
進
め
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

議
論
し
、
推
進
す
る
事
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
全
国
で
市
町
村
合
併
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
理
由
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

ー
脚
か
薗
J
i
,
i
_
1
,

地
方
分
権
と
は
、
地
方
自
治
体
が

自
立
し
た
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
取
組
で
す
。
こ
の
取
組
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
自
治

体
の
行
政
基
磐
を
強
く
す
る
た
め
の

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応

ox 
住
民
の
皆
さ
ん
の
価
値
観
や
生
活

［旧町村合佃
惰り濶コ＝歩三

② 

,', 

':-.,r,

J,,.— 

企
画
課
（
内
線
3
4
0
)

-
_
 
-

-
'
'
,
、
’
~
ュ
’
9
,
.
~
、

様
式
の
多
様
化
な
ど
に
伴
っ
て
、
市

町
村
に
求
め
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

も
多
様
化
・
高
度
化
し
て
お
リ
、
こ

れ
に
対
応
す
る
専
門
的
・
高
度
な
能

力
を
も
っ
た
職
目
の
育
成
と
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

[
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
i

合
後
、
各
地
域
で
高
齢
化
が
＿
層

進
展
し
、
高
齢
者
へ
の
医
療
•
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
少
子

化
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
力
の
低
下

も
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
財
政
的
負
担

へ
の
対
応
や
高
齢
者
を
支
え
る
人
材

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ー
生
『
薗
の
広
域
化
へ
の
対
応
コ

交
遅
網
の
整
僅
や
情
報
適
信
手
段

の
発
達
な
ど
に
よ
り
住
民
の
皆
さ

ん
の
日
常
生
活
圏
が
拡
大
し
、
行
政

も
広
域
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市

町
村
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
域
的

な
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
リ
や
行
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
ー
効
率
性
バ
苫
咆
4
,
§
|

ー

国
も
地
方
も
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
よ
リ
一
層
の
効
率
的

な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
す
こ
と
に
よ
り
少
な
い
経
費

で
よ
リ
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成14年 3 月 10 日（日） (4) 



調
査
の
自
的
：
住
民
の
皆
様
が
合
の
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
に
つ
い
て
ど
ん
な
意

見
や
要
望
が
あ
る
の
力
を
把
握
し
、

よ
り
良
い
刀
フ
ト
ー
ク
通
信
の
運
営

に
役
立
て
ま
す
。

調
査
の
方
法
…
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
加
入

者
の
中
か
ら
無
作
為
で
選
ば
せ
て
い

た
だ
い
だ
2
0
0
名
の
皆
様
を
対
象

に
、
電
話
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
盃
を
実

施
し
ま
し
だ
。

調
査
結
果

＇
あ
な
だ
は
何
歳
代
で
す
か
？
性

リ
ォ
？

月
ー＇

回
答
し
て
い
だ
だ
い
た
か
た
は

6
0
歳
代
が
2
8
.
5
％
と
最
も
多
く
こ
れ

を
中
心
に
5
0
歳
代
、
7
0
歳
代
、
以
下
グ

ラ
フ
の
と
あ
り
と
な
っ
て
あ
り
、
1
0
.

2
0
歳
代
を
除
け
ば
、
概
ね
均
等
に
調
盃

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、

こ
れ
を
性
別
で
分
け
て
み
る
と
、
女
性

の
ガ
だ
が
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
ケ
ー

ス
が
圧
倒
的
に
多
く
6
6
.
5
％
を
占
め

ま
し
た
。

＇
オ
フ
ト
ー
ク
通
侶
の
定
時
放
送

は
あ
聞
き
に
な
っ
て
い
ま
寸
乃
？

＇
王
に
町
か
ら
の
あ
知
ら
せ
を
放

調
査
の
概
要

才

送
し
て
い
る
定
時
放
送
は
皆
様
の
関
心

も
高
い
よ
う
で
、
い
つ
も
聞
い
て
い
る

と
い
う
t
J
た
が
4
1
.
5
%
、
時
々
聞
い
て

い
る
と
い
う
ガ
だ
が
2
9
.
0
％
で
、
こ

れ
を
合
わ
せ
る
と
約
7
割
の
ガ
た
に
定

時
放
送
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

,
0
2

で
「
い
い
え
」
（
定
時
放

送
を
聞
い
て
い
な
い
）
と
答
え
た
か
た

に
、
そ
の
理
由
は
？

＇
理
由
と
し
て
は
関
心
・
興
昧
．

必
要
が
店
い
と
答
え
た
ガ
だ
が
2
0
.

3
%
、
聞
こ
え
る
範
囲
に
い
な
い
、
屋

外
放
送
で
情
報
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
理

由
が
続
き
ま
し
た
。

眉
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
自
主
番
組

は
あ
聞
き
に
店
っ
て
い
ま
す
t
J
?

＇
自
王
番
組
に
つ
い
て
は
定
時
放

送
と
は
逆
に
、
闇
い
て
い
な
い
と
答
え

た
ガ
だ
が
7
0
.
0
％
を
占
め
、
時
々
聞

い
て
い
る
と
い
う
か
だ
が
2
4
.
0
%
、

い
つ
も
聞
い
て
い
る
と
答
え
た
か
だ
は

閲
％
と
非
常
に
少
な
い
と
の
結
果
が
出

ま
し
た
。

,
Q

4
で
「
い
い
え
」
（
自
主
番

組
を
聞
い
て
い
店
い
）
と
答
え
だ
か
だ

に
、
そ
の
理
由
は
？

＇
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
違
っ
て
い
だ
t
J

た
2
2
.
1
%
、
関
心
・
興
昧
・
必
要
が

な
い
と
答
え
た
か
だ
が
1
7
.
9
%
、
忙

ト
ー
ク
通
信
ア
‘
ノ

●
問
い
合
わ
せ

ー
ト
調
査
結
果

町
で
は
、
1

月
1
1
日
⑮
ー
2
0
日
⑪
に
掛
け
て
、
2
0
0
名
の
皆
様
を
対
象
に
、
「
オ
フ
ト
ー
ク
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
盃
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
様

の
貴
重
な
ご
意
見
を
最
大
限
に
活
用
し
、
よ
り
良
い
オ
フ
ト
ー
ク
通
儒
の
運
営
に
役
立
だ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

し
く
聞
く
時
間
が
店
い
と
い
う
か
だ

1
1
.
4
％
で
し
た
。

＇
合
後
ど
の
よ
う
な
番
組
を
希
望

し
ま
す
か
？

＇
役
場
か
ら
の
あ
知
ら
せ
な
ど
の

放
送
内
容
の
充
実
や
身
近
な
構
報
・
子

供
関
係
の
放
送
を
希
望
寸
る
と
の
回
答

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
だ
。

そ
の
他
だ
く
さ
ん
の
ご
意
見
ご
要
望

を
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。
皆
様
の
こ
う
し

た
声
を
、
合
後
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
―
―-
0運

＇
、

営
に
少
し
で
も
役
立
て
て
い
き
だ
い
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

企
画
課
（
内
線
3
4
0
)

I 口はいいつも 回はい時々 □ いいえ I 

(5) 平成14年 3 月 10 日（日）
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町政地区別懇談会開催日程表

呵五l 開催日 「百ー祠
"• 

斗合田

会 場

下江黒

上江黒

千津井

江 口

島
．
島大南

田

新
中
梱
川
須
大

里
谷
原
俣
賀
輪

入ケ谷

矢島

4月 10 日（水） 午後7時～9時

4月 12 日（金）

4月 15 日（月）

4月 17 日（水）

4月 22 日（月）

4月 25 日（木）

4月 30 日（失）

5月 8 日（水）

5月 10 日（金）

5月 13 日（月）

ん

ん
ク
／

ク
ル
／
ク
ん
／

ん
／

ク

ん
／

下江黒集会所

東小学校体育館

田島集会所

南大島農構改善センター

中央公民館 講堂

中谷住民センター

梅原集落センター

川俣公民館

大輪転作屁進研修施設

大佐貫農構改善センター

大佐貫

※需催日は、都合により変更する場合があリます。

町
で
は
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
年
度
も
各
地

区
に
町
長
以
下
各
課
長
ら
が
出
向
き
「
町

政
地
区
別
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町

政
の
現
況
と
平
成
1
4
年
度
事
業
概
要
を
ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ひ
ざ
を
交
え

た
対
話
を
通
し
、
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
生

の
声
を
町
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
開

く
も
の
で
す
。

左
記
の
日
程
表
の
と
お
り
各
地
区
の
集

会
施
設
等
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

町政地区別懇訣食
一みなさんの声を町政に＝＝弄三

-9 

翠，
ど

昨年開かれた町政地区別懇談会

冒
i
-

町
政
地
区
別
懇
談

1
4年
度
の
事
業
説
明
や
ご
意
見
を
伺
い
ま
す

会
を
開
催

＇，ヽ｝と‘~>‘，•，．．，ャ， 9,• ヤ‘／ぅ，｀，ヽ，•，，·，., ..、,,'’んぶ＼．．＾ :‘? ｀，•~ヽ｝ > 9. <’, t .9S／パ・ぶ＾ょぐ· ^ ·へ．｀ヘ‘‘}．.• •.·.. .•9 •.,,,,..‘y/'↓，こ＾ ↓へ. • ヽ．. ·.·'、·'べ’,ダ、9//‘/ ,̂. ̂  •.ヘ ‘，＇｝ヤ r，ー、ダ，t/，ぐ',s/,s',S'9 ↓’

在
宅
の
障
害
者
等
が
外
出
時
に
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一
部
を
補

助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
申
請

に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
.
2

級
の
か
た

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
か
た

④
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

⑤
7
0
歳
以
上
と
他
方
が
6
5
歳
以
上
の
二
人

暮
ら
し
世
帯

⑥
母
子
・
父
子
家
庭
世
帯

⑦
生
活
保
護
受
給
世
帯

⑧
町
実
施
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
事
業
に
登
録

さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者

※
①
②
③
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た

※
④
＼
⑧
に
つ
い
て
は
、
4

輪
自
動
車
を

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

保
有
し
て
い
な
い
世
帯

◇
補
助
額
運
賃
の
う
ち
基
本
料
金
を
補

助
◇
利
用
券
の
交
付
対
象
者
一
人
に
つ
き

年
間
4
0
枚
交
付
（
年
度
の
途
中
申
請
は

月
割
交
付
）

◇
利
用
方
法
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
に
身

体
障
害
者
手
帳
等
を
提
示
し
、
利
用
券

1

枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
で
き
る
タ
ク
ジ
ー
川
俣
交
通
、

多
々
良
タ
ク
シ
ー
、
合
同
タ
ク
シ
ー
、

つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
、
日
本
中
央
タ
ク
シ

ー
、
す
み
れ
タ
ク
シ
ー
、
朝
日
タ
ク
シ
ー

※
申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
、
地
区
民
生

委
員
ま
た
は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

福
祉
作
業
所
の
入
所
者
を
募
集

就
職
の
だ
め
の
基
礎
的
技
能
訓
練
等
を
行
い
ま
す

町
で
は
、
障
害
な
ど
の
原
因
に
よ
り
一

般
就
職
が
困
難
な
か
た
を
対
象
に
、
障
害

者
福
祉
作
業
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
福

祉
作
業
所
と
は
、
屋
内
外
に
お
け
る
軽
作
業

な
ど
を
通
じ
て
、
就
職
の
た
め
の
基
礎
的

技
能
訓
練
、
日
常
生
活
や
集
団
生
活
に
必

要
な
訓
練
等
を
行
う
町
の
福
祉
施
設
で
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
や
、
利
用
に

つ
い
て
の
相
談
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
所
在
地
千
津
井

2
9
1

（
東
小
学
校

北
側
）

◇
対
象
者
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
満

1
5
歳
以
上
の
一
般
就
職
が
困
難
な
障
害

者
等
＇
）
，

保
健
福
祉
課
（
老
人

内
）

C
閥
4

9
`
9

『
、.. 
;'~,9,' 

1

人
に
つ
き
年
間

4
0枚
交
付
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
対
象
者
は
申
請
を

平成14年 3 月 10 日（日） (6) 
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長
い
間

勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
厚
生
年
金

等
を
受
給
し
て
い
る
7
0
歳
未
満
の
か
た
と

そ
の
扶
養
家
族
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
診
察

の
時
に
支
払
う
一
部
負
担
金
は
、
本
人
は

入
院
・
外
来
と
も
2

割
、
扶
養
者
は
入
院

2

割
、
外
来
3

割
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
は
一
般
と
同

じ
で
す
。
ま
た
、
老
人
医
療
に
変
わ
る
7
0

歳
ま
で
は
、
こ
の
制
度
が
適
用
で
き
ま
す
。

◇
届
け
出
に
必
要
な
も
の
保
険
証
、
印

鑑
、
年
金
証
書

◇
対
象
者
次
の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は

ま
る
か
た

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
の
保
険
料
は
原
則

と
し
て
、
一
定
所
得
以
上
の
か
た
は
全
額

納
付
、
一
定
所
得
以
下
の
か
た
は
申
請
に

よ
り
全
額
免
除
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
1
4
年4
月
か
ら
は
、
被
保
険
者
の

負
担
能
力
の
状
況
に
配
慮
し
、
よ
り
一
層

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
は
困

難
で
も
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

の
額
を
よ
り
多
く
受
給
し
た
い
と
い
う
か

た
の
た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
半
額
を
免
除
し
、
半
額
を
納
付
す
る

（
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
計
算
上
、3
分

住
民
課

住
民
課

内
線
3
3
8

ご
存
じ
で
す
か
？
退
職
者
医
療
制
度

該
当
者
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

•
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

●
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

•
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
て
、
そ
の

加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
あ
る
い
は
4
0
歳

以
降
1
0
年
以
上
あ
る

4

月
か
ら
「
半
額
免
除
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
加
入
者
で
一
定
所
得
以
下
の
か
だ

の
2

と
評
価
さ
れ
ま
す
）
『
半
額
免
除
制
度
』

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
1
4
年
4

月
以
降
の
保
険
料

が
「
全
額
免
除
」
と
な
る
か
、
「
半
額
免
除
」

と
な
る
か
は
、
前
年
の
所
得
に
基
づ
き
一

律
に
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

一
定
所
得
を
超
え
て
い
る
場
合
で
も
、
風

水
害
等
の
災
害
の
場
合
は
全
額
免
除
と
認

め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。内

線
3
3
7

ぐ ぺ‘奴シス沖し‘釈哀多、9令令',9' シ9,9 奴〉文、‘が39'謬＇シ’9 ャ’·’

県
で
は
、
看
護
師
不
足
に
対
処
す
る
た

め
に
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
た
で
、

現
在
家
庭
に
い
た
り
、
資
格
を
活
用
し
て

い
な
い
か
た
に
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
ヘ
の
登
録

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
ま
す
と
、
就
職
相
談
、
再
教

育
講
習
な
ど
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

在
宅
の
看
護
師
さ
ん

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閲
4
9
2
6

②
平
成
1
4
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
前

納
し
て
い
る
か
た
。

③
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
口
座
振
替
を
新
規
に
開
始
し

て
い
る
か
た
。

◇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

3

月
1

日
⑤
＼

4

月

3
0
日
因

◇
応
募
方
法
役
場
・
県
内
の
郵
便
局
や

金
融
機
関
な
ど
に
あ
る
応
募
は
が
き
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
一
丁
3
7
1
|
8

5
5
1

前
橋
市
大
渡
町
一
丁
目
1
0
|

7

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
「
国
民
年

金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係
」

6
0
2
7

(
2
5
4
)
3
2
1
1
 

◇
応
募
締
切

5

月
2
1
日
因

有
効

登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
看
護
婦
等
の
名
称
は
、

3

月
1

日
か
ら

看
護
師
等
に
変
わ
り
ま
し
た
。

町
保
健
福

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
ヘ
登
録
し
ま
せ
ん
か

住
民
課

く‘々‘<‘々‘‘衣ンダン玖謬＇，S'.; ン＇/ , ぐ‘ゞ• X‘"欠◇令C‘?')0多 9’99'.9 ’X‘ッ令令令’謬＇災'/9'99’，,'_ ＜‘ぺ,"～ 3?，；で令が多、,,;,',

抽
選
で
素
敵
な
記
念
品
が
当
た
り
ま
す

当
日
消
印

国
民
年
金
保
険
料
納
付
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◇
記
念
品

A

…
草
津
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ
ス
・
ペ

ア
宿
泊
券
1
0
組

B

…
ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
・
ペ
ア
宿
泊
券

1
0
組

C
…
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
パ
ス
ポ
ー

ト
・
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
2
0
組

D
…

D
V
D

プ
レ
イ
ヤ
ー
1
0
台

＊
上
記
抽
選
か
ら
も
れ
た
人
の
中
か
ら
、

再
度
抽
選
に
よ
り
次
の
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

E

…
ク
オ
カ
ー
ド

(
5
0
0円
相
当
）

4
0
0

名

F

…
ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
・
日
帰
り
ペ
ア

入
浴
券

2
0
0

組

◇
応
募
資
格
次
の
い
ず
れ
か
―
つ
の
資

格
を
渦
た
し
て
い
る
か
た

①
平
成
1
3
年4
月
分
か
ら
平
成
1
4
年
3

月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を
す
べ
て

納
付
し
て
い
る
か
た
。

内
線
3
3
7

(7) 平成14年 3 月 10 日（日）
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町
で
は
、
車
い
す
を
必
要
と
す
る
障
害

者
お
よ
び
高
齢
者
等
の
外
出
支
援
を
図
る

た
め
、
シ
ー
ト
昇
降
装
置
付
き
自
動
車
の

貸
し
出
し
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
車
両
は
、
め
い
わ
福
杜
号
と
い
い
、

電
動
に
よ
る
座
席
の
昇
降
に
よ
り
、
車
椅

子
か
ら
の
乗
り
降
り
が
簡
単
に
で
き
る
よ

う
改
造
さ
れ
た
車
両
で
、
障
害
者
や
高
齢

者
等
の
通
院
や
買
物
な
ど
日
常
生
活
の
利

便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
行
事
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
貸
し
出
し
を
す
る
も
の
で
す
。

◇
対
象
者
（
町
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
か
た
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
い
す

で
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
た

②
高
齢
の
た
め
、
車
い
す
で
日
常
生
活
を

3

月

2
4日
⑭
は
粗
大
ご
み
収
集
日

コ
タ
ツ
を
木
製
品
と
し
て
有
料
収
集
し
ま
す

本
年
度
第
3

回
目
の
粗
大
ご
み
収
集
を

3

月
2
4
日
口
に
社
会
体
育
館
西
側
駐
車
場

を
収
集
場
所
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
処
理

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
決
ま
り
を
守
っ

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
タ
ツ
は
、
今
回
か
ら
木
製
品
と
し
て

収
集
を
行
い
ま
す
の
で
「
可
燃
性
粗
大
ご

み
（
木
製
品
）
処
理
券
」
を
張
っ
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

前
回
ま
で
は
、
廃
家
電
と
し
て
収
集
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
タ
ツ
は
ほ
と
ん
ど
が

木
で
で
き
て
い
る
た
め
、
今
回
か
ら
処
理

方
法
を
「
破
砕
し
て
埋
立
て
」
か
ら
「
分

解
し
て
焼
却
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

可
燃
性
粗
大
ご
み
（
木
製
品
）
処
理
券
の

販
売

◇
日
時
平
日
の
午
前

8

時
3
0分
1

午
後

5

時
1
5
分

◇
場
所
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

~
~
:
c
:
1
、
、
心

c

．
ゃ
翌

送
っ
て
い
る
か
た

③
傷
病
等
で
一
時
的
に
車
い
す
で
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
る
か
た
（
対
象
者
と
行

動
を
共
に
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
家
族

等
も
め
い
わ
福
祉
号
に
同
乗
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

◇
借
用
手
続
き
借
用
日
の

1

週
間
前
ま

で
に
保
健
福
祉
課
へ
、
印
鑑
持
参
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
費
用
借
用
の
費
用
は
無
料
で
す
が
、

燃
料
費
は
借
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
借
用
回
数
あ
よ
び
期
間
月

2

回
以
内

と
し
、
1

回
に
つ
き
3

日
以
内
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す

ジ
ー
ト
昇
降
装
謳
付
き
自
動
車
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新
規
設
定
は
貸
し
手
、

農用地高度利用促進奨励金 10a 当たり単位：円
苫
心
翌
賣
，

9
，

9
'
,
5
9
,
J
9
,
9
9
,
9
'
‘

i
:
'
そ
文
i

9
9
9
9
9
9
9
9
r
,
§
呑

9
9
9
:
'へ

'
’
^
‘
d
9
9
9
t
‘
9
,
3
:
9

t
'
、
9
,i
,
9
,
t
'
,
"
灼
泣
討
i

'
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9
,
9
,
'
,
9
,
'
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ふ
，
＇
図
心
，

]
保
健
福
祉
課
（
ン
タ
ー

g
内
）

tft,i

~~~9,,

t 

精
神
保
健
福
祉
業
務
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1

日
か
ら
県
か
ら
町
へ
移
行

こ
れ
ま
で
保
健
福
祉
事
務
所
が
窓
口
に

な
っ
て
い
た
次
の
業
務
が
、
平
成
1
4
年
4

月
1

日
か
ら
市
町
村
へ
移
り
ま
す
。

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
受

寸'ー
●
交
付
お
よ
び
取
得
の
た
め
の
相
談
等

●
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
の

申
請
受
付

●
交
付
お
よ
び
相
談
等

●
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
（
生
活
訓

練
施
設
、
福
祉
ホ
ー
ム

(
A型
）
、
福
祉

ホ
ー
ム

(
B塑
）
、
通
所
授
産
施
設
、

小
規
模
通
所
授
産
施
設
、
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
）
の
利
用
に
関
す
る
相
談
、

助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

●
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
利
用
に

関
す
る
相
談
、
助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

●
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業
（
協

カ
事
業
所
に
お
け
る
職
場
訓
練
）
に
関

す
る
相
談
、
助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

※
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
6
閻
4

9
2
6

ま
た
は
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
（

⑰
3
2
3
0

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
借
り
手
・
貸
し
手
に
奨
励
金
支
給

再
設
定
は
借
り
手
が
対
象
で
す

農
地
の
借
り
手
・
貸
し
手
に
奨
励
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
奨
励
金
は
、
利
用
権
の

設
定
ま
た
は
農
作
業
受
委
託
の
契
約
を
行

っ
た
か
た
が
支
給
対
象
で
す
。

な
お
、
利
用
権
の
再
設
定
・
農
作
業
受

委
託
は
、
認
定
農
業
者
（
受
け
手
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

奨
励
金
の
内
容
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
、
経
済
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成14年 3 月 10 日（日） (8) 
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故
・
中
村
光
雄
さ
ん
（
下
汀
黒
・
享

年
8
5歳
）
に
、
こ
の
た
び
勲
穴
等
瑞
宝

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
昭
和

5
0年
8

月
村
議

会
議
員
に
当
選
以
来
、

6
2年8
月
ま
で

連
続
3

期
、
1
2年
も
の
永
き
に
わ
た
リ

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
閻
に
、
経
済

常
任
委
昌
会
委
昌
長
、
土
木
経
済
常
任

委
邑
会
委
昌
長
、
総
務
常
任
委
員
会
副

委
昌
長
等
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、

農
業
委
昌
会
委
昌
な
ど
の
要
職
を
全
う

し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和

5
4年4
月
か
ら

5
6年
3

月
ま
で
の
2

年
間
に
わ
た
リ
、
下
江
黒

区
長
と
し
て
住
民
の
先
頭
に
立
ち
地
域

の
発
展
と
村
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

勲故

ヽ

—•一'‘ 
. 
中
村
光
雄
さ
ん
に

等
瑞
宝
章

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
資
格
者
証
は
、

町
内
6
0
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
交
付

し
て
い
ま
す
。
入
場
の
際
、
資
格
者
証
を

提
示
さ
れ
ま
す
と
入
場
料
が
無
料
と
な
り

ま
す
。

資
格
者
証
の
交
付
を
ご
希
望
の
か
た
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
）
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

1
4
4
~
¢

i

B
A

ふ

4
|
'
,

し

:
9
:

：
し
：

A
A
4
3

t
ら
i

:
r
,
~

し

A
i
~
!
!
:
：

:
:
~
'
:
;
2

老
人
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

U

内
）

C
闘
4
9
2
6

f.~i 

老人福祉センターで開かれた芸能発表会
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加
入
し
て
安
心
障
害
者
扶
養
共
済

の
と
き
に
一
生
涯
終
身
年
金
を
支
給
し
ま
す

心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
自
立
困
難
な

人
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
毎
月
掛

金
を
納
め
て
万
が
一
の
と
き
に
残
さ
れ
た

心
身
障
害
者
に
、
一
生
涯
終
身
年
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

◇
加
入
で
き
る
条
件

①
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

②
特
別
な
疾
病
障
害
を
有
し
な
い
こ
と

③
年
齢
が
6
5
歳
未
溝
で
あ
る
こ
と

◇
心
身
障
害
者
の
範
囲

①
知
的
障
害
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
1

級
か
ら
3

級
の

か
た

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害
を

有
す
る
か
た
で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

①
と
②
と
同
等
の
か
た

◇
共
済
年
金
の
支
給

.
1

口
月
額

2

万
円

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
闘
4
9
2
6

←
i
'
1
9
9
~
9
E

し

L
^
r

弔
慰
金
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

特
別
永
住
者
な
ど
で
元
軍
人
軍
属
等
の
か
だ

特
別
永
住
者
と
し
て
永
住
し
て
い
る
か

た
な
ど
で
、
元
軍
人
軍
属
等
の
皆
様
に
弔

慰
金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者
昭
和
1
2
年
7

月
7

日
以
後
の

公
務
傷
病
に
よ
り

①
昭
和
1
6
年
1
2
月
8

日
以
降
死
亡
さ
れ
た

か
た
の
遺
族

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
か
た

③
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
か
た
の

遣
族

. 

◇
支
給
内
容
上
記
の
①
ま
た
は
③
に
該

当
す
る
か
た
は
弔
慰
金

2
6
0

万
円
、

②
に
該
当
す
る
か
た
は
見
舞
金
等
4
0

0

万
円

◇
請
求
期
限
平
成
1
6
年
3

月
3
1
日

◇
請
求
窓
ロ
・
問
い
合
わ
せ
保
健
福
祉

課
高
齢
福
祉
係

,
'
'
,
:
i
:
;
~
~
^
~
;
~
~
9

，
へ
’
；~
~
'
~
9
9
‘
,
~
;
:
,
.
,
9
9
9
9
9
,
:
,
'
,
'
:
~

健
福
祉
課
（
老
人

)
C

閥
4
9

i
~
;
f
i

:
1
;
;
'
:

i

l
,
9
9
9
,
'
,

J

,
9
‘

，
し
し
t

掛金表（平成 14年2月 1 日現在） .
2
D

月
額
4

万
円

◇
掛
金
額
次
の
と
お
り
で
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で6
0歳
以
上
の
か
た
に
交
付

ぐ < 々、ヽぐ謬◇令’;9';,-;,''';,'

万

利
用
者
は
資
格
者
証
の
交
付
申
請
を

(9) 平成14年 3 月 10 日（日）
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平成14年 4 月 1 日から老人保健医療制度が変わる予定です
健康保険法などの一部改正により、老人医療受給者の自己負担額が変わる予定です。

老人保健医療制度の改正内容

区分 平成14年3月31 日まで
姿

外

来

病院：定率 1 割負担

上限 ［ベッド数が200床未満の病院 上限 3,000円／月

ベッド数が200床以上の病院 上限 5,000円／月

診療所：定率 1 割負担（上限 3,000円／月）か、 1 日につき巳翌旦（月4回まで）の定額負担のどち

らかを診療所が選択。（注）一蔀負担金を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た診療所

※ただし、主として院外処方をするものと届け出た保険医療機関で医療を受けたときは

上限 [ 200床未満の病院・診療所： 1 ， 500円／月、薬局 1,500円／月
、、

200床以上の病院： 2,500円／月、薬局 2,500円／月
ヽノ

入
院

定率 1 割負担

上限 （一般 37,200円／月
住民税非課税世帯等 24,600円／月

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者 15,000 円

長期特定疾病患者 10,000円／月

訪固 定率 1 割負担（上限已旦翌旦、／月）か、 1回につき巳翌只（月 5回まで）のどちらかを医療機関が
看護選択。

※一つの医療機関ごとに支払います。

改 1 正
区分 平成14年 4 月 1 日から

外

来

入
院

病院：定率 1 割負担

上限 ［ベッド数が200床未満の病院 上限 3,200円／月

ベッド数が200床以上の病院 上限 5,300円／月

診療所：定率 1 割負担（上限 3,200円／月）か、 1 日につき巴殴日（月 4回まで）の定額負担のどち

らかを診療所が選択。（注）一部負担金を定額で徴収することを都道府喋知事に届け出た診療所

※ただし、主として院外処方をするものと届け出た保険医療機関で医療を受けたときは

上限 [ 200床未満の病院・診療所： 1 ， 600円／月、薬局 1,600円／月
~ヽ

200床以上の病院： 2,650円／月、薬局 2,650円／月
、 ＾―-～ヘ―—ヘ一一ヘ

定率 1 割負担

上限 （一般 3ワ， 200円／月

住民税非課税世帯等 24,600円／月

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者 15,000 円

長期特定疾病患者 10,000円／月

訪周 1 定率 1 割負担（上限邑笙四／月）か、 1 回につき 640円（月 5回まで）のどちらかを医療機園が
看護選択。

※一つの医療機関ごとに支払います。

「住民課
‘~ ~ ~ ~ ~ ~ ~―~ 

内線338

平成14年 3 月 10 日（日） (10) 
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年
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月
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日
、
中
学
2
年
生
1
5
2
人
の
出
席
を
得
て
、
一

ヽ

i
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
パ
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立
春
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は
、
成
人
へ
の
階
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を
上
り
始
め
た

1
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少
女
が
、
将
来
に
臨
ッ
し

ん
で
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り
と
責
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自
覚
し
、
決
意
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新
た
に
し
て
も
ら
う
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が
目
的
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こ
で
今
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護
者
も
同
席
し
ま
し
た
。
築
比
地
教
育
長
は
式
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今
が
皆
さ
ん
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自
身
の
個
性
を
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す
大
事
な
準
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の
時
期
で
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の
生
き
方
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言
い
訳
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後
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の
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す
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、
健
康
に
留
意
し
、
た
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度
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い
人
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生
を
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一
杯
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き
抜
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澤
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に
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、
少
し
で
も
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の
た
め
心

意
に
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れ
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よ
う
一
人
ひ
と
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精
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杯
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し
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い
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と
思
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ま
す
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述
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習
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噂
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で
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。
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ス
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＇
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鞭
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

必
要
性 高

齢
に
な
る
と
、
室
内
や
廊
下
の
段
差
に
つ
ま
づ
い
て
け
が
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
手
す
り
の
な
い
あ
風
呂

ゃ
ト
イ
レ
で
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
住
ま
い
に
関
す
る
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
の
取
組
み
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
欧
米
諸
国
の
ニ
ー
四

倍
と
、
世
界
で
も
例
を
見
な
い
速
度
で

高
齢
化
が
進
展
し
て
い
ま
芍
。
二
0
-

五
年
に
は
国
民
の
四
人
に
一
人
が
高
齢

者
と
な
り
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
突

入
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
世
帯
構
造
で
も
、
全
世
帯
の

四
割
が
高
齢
者
を
含
む
世
帯
と
な
る
と

と
も
に
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
大
幅
に
増
加

し
、
全
世
帯
の
二
割
に
達
芍
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

,
'
、
参

l
-
E
.

―
~

高
齢
者
の
居
住
の
状
況
は
、
九
割
が

在
宅
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
す
、

•
手
す
り
の
設
置

・
段
差
の
解
消

・
車
椅
子
の
通
れ
る
広
い
廊
下
幅
の
確
保

と
い
っ
た
基
本
的
な
J
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
店
さ
れ
た
住
宅
は
、
全
住
宅
の
約

三
％
し
か
な
く
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
は
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
十
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
住
宅

に
関
わ
る
高
齢
者
の
事
故
死
は
、
約
四

千
四
百
人
で
、
こ
れ
は
高
齢
者
の
交
通

事
故
死
の
人
薮
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
と
な

っ
て
あ
り
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
重
要
な
課
題
と
店
っ
て
い
ま
す
。

冒
負
晶
躙
國
瓢
"
1

高
齢
者
自
身
が
、
持
家
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
司
る
場
合
、
生
存
時

の
ロ
ー
ン
返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金
融

公
庫
の
特
別
な
融
資
制
度
（
高
齢
者
向

け
返
済
特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
生
存
時

は
利
子
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住

宅
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
、
元
金
を
一

括
償
還
芍
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
融
資
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
債

務
保
証
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
貪
室
墾
ー
』
奮
＇

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
だ
高
齢
者
向

け
の
優
良
な
賃
貸
住
宅
（
高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
）
を
建
設
し
た
り
、
既

存
の
住
宅
を
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
と
す
る
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ

オ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
国
や
地
方
公
共

団
体
か
ら
補
助
金
や
税
制
上
の
優
遇
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
る
た
め
に

ま
だ
、
賃
貸
人
が
低
所
得
の
高
齢
者

世
帯
に
対
し
て
家
賃
の
減
額
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
も
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

_
自
唸

F
.『
-
-
'

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が
安
全

に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
床
の
段
差
を

な
く
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の

設
備
を
整
え
る
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
だ
め
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
改
造
を
は
じ
め
と

し
て
、
住
宅
を
新
築
す
る
際
に
、
将
来

身
体
機
能
が
低
下
し
て
住
宅
を
改
造
す

る
必
要
が
出
て
き
た
場
合
に
備
え
、
あ

ら
か
じ
め
設
計
上
の
エ
夫
を
し
て
あ
く

と
改
造
が
し
や
す
く
店
り
ま
寸
゜

高
齢
社
会
を
迦
え
、
高
齢
者
を
は
じ

め
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
寸
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
か
老

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
(
b
a
r
n
e
r

fre
e
)
 

と
は
、
「
障
壁
（
し
ょ
う
へ
き
）
が

な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
お
年
寄
り

や
体
の
不
自
由
な
人
が
安
全
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
住
宅
で
は
床
の
段

差
を
な
く
し
た
り
、
手
す
り
を
つ
け

る
な
ど
工
夫
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
の
設
備
を
整
え
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

住
も
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

住まいのバリアフリー

広い幅の廊下や出入口

車い寸が楽にとあれる幅
にしてあくと、誰もが安
全に移動できます。その
他、手すりを設置したり、
滑りにくい床仕上げとす
るなどの配慮も必要です。

広くて使いやすいトイレ

トイレは、便器の前方まだ
は側方に500mm以上のスペ
ースを確保すると、介助が
容易になります。便器は腰
掛け式（洋式）とします。
まだ、手すりを設置するな
どの配慮も必要です。

●問い合わせ 群馬県土木部住宅課

室内の段差の解消

部屋の出入□などの段差
は 5mm以下にしてあく
と、つまづき防止になり、
車いすの人も通りやすく
なります。

広くて使いやすい浴室

浴室の広さは、内法寸法で
短辺 1,300mm、面積2.0m四方
以上確保すると、介助が容
易になります。まだ、手す
りを設置しだり、滑りにく
い床材を使用する、まだぎ
やすい高さの浴槽を取り入
れるなどの配慮も必要です。

B 027 (226) 3726 
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春の青少年健全育成運動

3 月 16日⑤～ 4 月 15 日（目）

推進目標

～心豊かでたくましい青少年に～

•新だな生活にチャレンジを！

・子どもに安全安Iらなまちを！

寄附ありがとうございました
次のかたがたから、このほど町に寄附があリました。

• 10万円小松原賓さん（南大島）
5 万円蓮見知宏さん（斗合田）

2 万円館林市農業協同組合

町では高額な寄附に感謝申し上げるとともに、有効に役

立たせていただきます。

期
間4

月
6

日
山
ー1
5日
向

ス
ロ
ー
ガ
ン

事
故
の
な
い
群
馬
の
未
来
は

あ
な
た
か
ら

運
動
の
重
点

ー
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
子
ど
も
・
高
齢
者
の
行
動
特
性
を
理

解
し
、
飛
び
出
し
や
不
測
の
行
動
等

を
予
測
し
、
い
つ
で
も
危
険
を
回
避

で
き
る
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

•
高
齢
運
転
者
は
、
身
体
機
能
の
低
下

春

の

入 札 結

工事（業務）名

果

工事場所［落札金額ロ負：口入

が
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
た

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
心
臓
病
等
突
発
性
の
持
病
が
あ
る
場

合
や
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合

は
運
転
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

2

飲
酒
運
転
等
悪
質
、
危
険
な
運
転
の

追
放

0

罰
則
が
強
化
さ
れ
た
背
景
や
趣
旨
を

十
分
理
解
し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

•
「
ち
ょ
っ
と
一
杯
…
」
「
こ
れ
く
ら

い
な
ら
…
」
等
の
安
易
な
飲
酒
運
転

全

4

月
6

日
由
S
1
5日
⑪

国

交

酬西小学校新屋内］ 1|俣（西小
運動場周辺舗装工事 学校）地内

※落札金額には消費税は含まれておりません。
※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

万円

1,0301 荒井
建設（株） 2月 8 日j::課

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

•
著
し
い
速
度
超
過
や
信
号
無
視
等
、

暴
走
運
転
の
危
険
性
と
責
任
の
重
さ

を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

3
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
の
徹
底

●
助
手
席
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後
部
席
同

乗
者
に
も
着
用
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ

。

ぶ
ノ

通
安
全
運
動

............. 

] 「手作り餃子」 レジピ
｀‘,:-今．（皮）

三□□i：：油1]]] 99尼 /——~ ~-¥ :':1:;~;三｀；大三;
i 尺）（手粉）適宜 ［［：：よつ大口{] • ＼／□＼ ｀：：二□三:]9:＼由はフ~: ! 
; しょう泊•大さじ3 長ネギ•………••大さし‘2 ギ、生姜、ニンニクはみじん切リ : 
; 酔・・・・・・..•大さじ3 白菜· ·・・・・・・・・・・・・・・..3509 する。

l 言冒： ：：泊…・・大言 Cook\nqくこ：ヽ ②言塁］こ丁二る［き、これに l 
l ねぎみじん切リ大さじ3 ご謬 … 大さし‘2 し季しと⑫ ~~—:: 麟に①を混ぜ合わせ肉あんを包む。 i 
i 合回のあ料理は・．． ここがポイント！ ; 

］言言口：：a ここ二ニ；~こ：：三□: 組でも放送されます。 ‘ - --て一？ノ，• ない。

.............................................................................................................................................................. 
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{ はつらつふれあい教室日程 .. : 
: ＜其月日＞ 月 2 回月曜日

i 平成 14 年 4 月 8 日・ 22 日 i 

I :月 13 日・ 27 日 ] 
6 月 10 日・ 17 日 : 

i ワ月 8 日・ 22 日 ] 

8 月 12 日・ 26 日 ; 
9 月 9 日・ 30 日 : 

i 
1 10 月 7 日・ 21 日 ] 

; 1 1 月 11 日・ 25 日 : 
: 12 月 9 日・ 16 日 i 

l 平成 15 年 1 月 20 日・ 27 日 i 

I 2 月 10 日・ 24 日 l 
3 月 10 日・ 24 日 : 

] <8寺周＞ 午前 10 峙～ 1 1 時 30 分 ] 

l ＜場所＞ 保健センター ; 
] ＜内容＞ 体操・ツボ療法・手工芸 ] 

季節行事等

•••........................................................................ •· 

町
で
は
虚
弱
高
齢
者
を
対
象
に
、
は
つ
ら
つ
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
体
操
や
ツ
ボ
療
法
、
手
工
芸
や
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
ョ

ち
ほ
一
っ

ン
等
を
行
い
、
脳
の
活
性
化
（
痴
呆
の
予
防
）
や
高
齢
者
の
体
力
の
維
持
向

上
を
図
る
目
的
で
、
平
成

1
2年
度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
合
、
平
成

1
4

年
度
参
加
者
を
募
集
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
あ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
参
加
費
は
無
料
で
、
希
望
者
に
は
送
迎
も
行
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
痴
呆

長
寿
大
国
、
日
本
。
長
寿
は
実
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一

方
で
痴
呆
性
老
人
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
は
と
て
も
困
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
生
活
ぶ
り
が
痴
呆
を
呼
ぶ

①
真
面
目
す
ぎ
る
生
活

遊
び
を
知
ら
ず
、
楽
し
む
こ
と
を
知

ら
な
い
人
生
は
、
左
脳
ば
か
り
で
右

脳
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
、
仕
事
か

ら
離
れ
た
途
端
に
、
脳
の
廃
様
性
萎

縮
を
招
く
も
と
で
す
。

②
変
化
の
な
い
生
活

季
節
に
合
わ
せ
た
変
化
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

③
ひ
と
り
じ
ゃ
何
も
で
き
な
い
生
活

④
暗
く
冷
た
い
生
活

家
族
は
い
つ
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
あ
ま

し
ゃ
へ

り
喋
ら
ず
に
ご
飯
を
食
べ
て
、
終
わ

れ
ば
じ
っ
と
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
だ

け
。
お
互
い
の
こ
と
に
関
心
を
示
さ

な
い
家
庭
は
、
ぼ
け
患
者
を
生
み
出

す
―
つ
の
要
因
。
長
年
、
家
族
で
ワ

ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
な
い
暮
ら
し
ぶ

り
が
、
脳
の
機
能
低
下
を
早
め
ま
す
。

痴
呆
は
あ
る
程
度
防
げ
ま
す

人
間
は
誰
で
も
加
齢
と
と
も
に
、
脳

の
働
き
が
徐
々
に
衰
え
、
ぼ
け
て
く
る

も
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
を
6
0
代
で
迎

え
る
か
、

1
0
0

歳
ま
で
引
き
廷
ば
す

か
は
、
生
活
の
心
が
け
次
第
で
す
。
ぽ

け
ず
に
長
寿
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
は
元
気
な
お
年
寄
り
の
生
活

の
秘
訣
を
見
習
っ
て
、
足
腰
を
鍛
え
、

生
き
が
い
や
趣
味
を
持
ち
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
世
の
中
の
出
来
事
に
敏
感

で
、
積
極
的
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

痴
呆
を
防
ぐ
6

か
条

①
も
の
づ
く
り
を
し
よ
う

②
人
と
話
そ
う

③
文
を
書
こ
う

④
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
ろ
う

⑤
外
気
に
触
れ
よ
う

一
歩
外
へ
出
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
緊

張
感
が
必
要
で
す
。
安
全
に
注
意
し
、

周
囲
を
観
察
し
、
道
端
の
草
花
の
美

し
さ
に
感
動
し
た
り
す
る
。
そ
の
心

身
の
作
用
と
感
性
へ
の
刺
激
が
、
右

脳
を
若
く
す
る
秘
訣
で
す
。
歩
く
こ

と
に
よ
り
、
全
身
の
血
流
と
と
も
に

脳
の
血
流
も
活
性
化
さ
れ
、
脳
の
働

き
を
高
め
ま
す
。

⑤
年
を
と
っ
た
ら
、
環
境
の
変
化
は
最

小
限
に

痴
呆
は
、
早
期
発
見
早
期
治
療
、
脳

の
リ
ハ
ビ
リ
で
、
あ
る
程
度
進
行
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反
応
が
鈍
く
動

作
が
も
た
も
た
し
て
い
る
、
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
話
し
た
り
訪
ね
た
り
す

る
、
無
表
情
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
等
の
症
状
が
い
く
つ

か
見
ら
れ
た
ら
、
早
め
に
専
門
医
に
診

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

町
の
は
つ
ら
つ
ふ
れ
あ
い
教
室
で

も
、
痴
呆
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

※
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
予
防
接

種
手
帳
の
中
に
綴
じ
込
ん
で
あ
る
予
診

票
を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

町の個別接種（乳幼児）予定表

対 象 者

3~90 か月未満児

12~90 か月未満児

ん （麻しん接種後）

36~90 か月未満児

※実施医療機関に必ず事前に申し
込みください。

町の集団予防接種（乳幼児）日程表

----一-aー·――~·--呵___I 対象者
ミ

~ I 3 か月～ 4 歳未演

三ニ―-]□9間以i竺: （予備） 3 か月～ 4 歳未濯

已 •BCG （予備） 1 ク (9 閻以下 BC

）オ ］ 3 ～ 90 か月未満
）オ |3~90 か月未満

く受付時間＞ 午後 1 時 10 分～ 2 時
く会 場＞保健センター

町
で
は
、
平
成
1
4
年
度
予
防
接
種
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当

の
か
た
は
受
け
て
下
さ
い
。

平成14年 3 月 10 日（日） (16) 



体
育
功
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を
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団
体
を
個

た
者

・
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、

人
と
み
な
し
ま
す
。

・
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4
月

1

日
か
ら
翌
年
3

月
3
1
日
ま
で
と
し

ま
寸
゜

,
毎

M
『a

•
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

•
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
だ

者
。
た
だ
し
、
5
0歳
以
上
の
者
と
し

ま
す
。

•
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

-
冒
.
,

一
・
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

一
活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
あ
よ
び
理

事
―
ー9
.
‘
膏
●

町
体
育
協
会
で
は
、
一
層
の
ス
ポ
ー
一
•
そ
の
年
の
4

月
1

日
か
ら
翌
年
3
月

ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
次
の
表
彰
規
程
＿
3
1
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

に
よ
り
該
当
者
を
表
彰
し
ま
す
。
該
当
一
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に

さ
れ
る
か
た
は
、
社
会
体
育
館
へ
ご
連
一
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
だ
者

絡
く
だ
さ
い
。

n
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奎
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・
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
あ
よ
び
県

記
録
を
作
っ
だ
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
だ
者

•
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

で
優
秀
な
成
績
（
関
東
大
会
3
位
以
一

内
、
全
国
大
会
6

位
以
内
）
を
収
め

※
こ
れ
ら
の
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彰
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受
け
る
場
合
は
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ず
れ
も
町
体
育
協
会
あ
よ
び
加
盟

の
各
種
目
別
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技
団
体
長
ま
た
は
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内
の
各
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
と
な

り
、
選
老
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、

正
副
理
事
長
、
指
導
部
正
副
部
長
で

構
成
）
で
決
定
し
ま
す
。
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日曜・祝日当番医 “必ず電話で確認してから受診してください。”

1 館林地区 明和
千代田外科 地区 I

-- | 
慶友整形外科病院 竹越医院 I わたらせグリニッり

8(72)3155 匹（72)6000 匹（84)3137 I 匹（77)2727
-- --I — 

橋日内科りリニッグ 小曽根整形外科 館赫地区と 1 館林木地区と
匹（72) 1337 I ff (73) 8818 I ff (72) ooo 1 匹（72)7707 同じです 同じです

, 
横田医院高野医院
ff (72) 0255 を (75)5067 

合村クリニック 麒麟歯科医箇会箆 □扇｀リニッグ 真中医院
匹（70)2221 穴（73)8818 1 匹（70)71 17 匹（72) 1630 ぷ｀：口邑姿歯科医｀｀｀］ロロニり

(73) 8818 匹 (70)1200 I 2:1 

川田目鼻疇科医院 1 館林邑姿歯科医箇会箇 松井内科医院 慶友整形外科病院
を（72)3314 を (73)8818 I を (75) 9880 を (72)6000 

川村目鼻疇科医院！館林邑楽歯科医酋会館 1 落合医院 海宝病院
匹（72)1337 匹（73)8818 匹（72)3160 四（74)0811

- I L ---
・日曜・祝日は、館林厚生病院 8(72)3140も担当します。 （内科・外科・産婦人科のみ）
・耳鼻科・園科の診療時間は午前 9 時から午後 1 時まで、内科・外科の診療時間は午前 9 時から午後 5 時までです。
※変更になる場合がありますので、必ず確認してから受診してください。

期 日 板倉地区

3 月 10 日（日）

3 月 17 日（日）

3 月21 日（木）

3 月24 日（日）

3 月31 日（日）

4 月 7 日（日）

4 月 14 日（日）

(17) 平成14年 3 月 10 日（日）



館林地区高等職業訓練校
入校生募集

法廷通訳人
候補者を募集

身体障害者
巡回相談開催

館林地区高等職業訓練校

合 (73)8282

群馬県認定館林地区高等職業訓練

校では、平成14年度の入校生を募集し

ます。技術を身につけたいと考えて

いるかたの入校をお待ちしています。

◇募集科目・期間・定員・昼夜別

建築科 3 年 20名夜間

造園科 2 年 20名夜間

◇訓練時間 》火・金曜日の午後 7

時～ 9 時20分 レ日曜日の午前 9

時～午後 3 時（月 1 ~2 回）

◇入校資格義務教育修了者で、当

該職業に従事するかた
◇募集期限 4 月 30 日（火）

◇修了者の特典 終了後 2 級技能検

定を受検する場合、学科試験免除

◇申し込み・問い合わせ 館林市商
工課合（72) 4111 または館林地区

高等職業訓練校へ

群馬マスターズ陸上競技
連盟会員募集

群馬マスターズ陸上競技連盟

合027(221)6981

創立20周年を迎える「生涯スポー

ツのパイオニア」マスターズ陸上競

技連盟では、会員を募集しています。

スポーツの 3 つの柱「走．跳•投」

を正しくマスターして、健康づくり、

仲間づくりをしませんか。

◇問い合わせ 群馬マスターズ陸上

競技連盟（前橋市天川大島町2-

32-5) 

あ年寄りの心配事の
相談に応じます

県高齢者総合相談センター

合027(255)6100

県高齢者総合相談センターでは、

お年寄りやその家族が抱えているさ

まざまな心配事や悩み事についての

相談に無料で応じています。

◇一般相談毎週月～金曜日 午前
9 時～午後 5 時

◇専門相談 医師や弁護士などの専

門家が相談に応じます。介護・年

金保険・税務・住宅・区療・法律

◇相談方法電話または郵送、直接

◇相談・問い合わせ 県高齢者総合

相談センターへ

前橋地方裁判所
合027(231)4275

法廷における通訳人は、通訳を必

要とする外国人刑事事件において、

重要な役割を果たしていますが、外

国人事件数は相変わらず高い水準で

推移しており、言語によっては、通

訳人候補者がまだまだ不足していま

す。

そこで、裁判所では広く通訳人候

補者を募集しています。また、経験

の少ない通訳人候補者が通訳人に選

任された場合に、適切に通訳できる

よう研修を開催しています。語学に

堪能で法廷通訳をしてみたいという

意欲のあるかたは、前橋地方裁判所

の刑事訟廷事務室庶務係にお問い合

わせください。

自動車の登録手続き
は 3 月 29 日（金）までに

自動車税事務所
合027(263)4343

自動車を所有していると自動車税

がかかります。この税金は、毎年 4

月 1 日現在の登録をもとに課税され

ます。

次のような場合は、 3 月 29 日（金）

までに陸運支局で手続きを済ませて

ください。

手続きが必要な場合

●変更登録…住所・氏名を変更し

た場合

0 移転登録…自動車を売ったり、

下取りに出したりした場合

0 抹消登録…自動車を廃車した場

合

手続きを済ませないと

自動車がないのに納税通知書が届

いた、新住所に納税通知書が届かな

いなど、トラブルの原因となります。

自動車の売買や譲渡などしたとき

は、確実に手続きを行ってください。

その他

軽自動車、バイクには軽自動車税

がかかります。軽自動車税について

は、役場税務課n(84) 3111 にお問い

合わせください。

問い合わせ

鬱自動車税関係 自動車税事務所

fl 027 (263) 4343 

0 登録関係 関東運輸局群馬陸運

支局fl027 (263) 4448 

保健福祉課

合 (84)4926
群馬県身体障害者福祉センターで

は、次のとおり身体障害者巡回相談

を行います。相談はすべて予約制で

す。

◇日時 4 月 22 日旧）

受付午前10時30分～正午

◇会場館林市総合福祉センター

◇相談科目 整形外科

◇相談内容 »身体障害者に関係す

る各種の相談レ身体障害者手帳診

断レ補装具、更生医療給付要否判定

◇持参するもの レ印鑑»身体障害
者手帳（身体障害者手帳診断を希

望されるかたで、かかりつけ医の

あるかたは、できる限り検査資料

をお持ちください。

◇申し込み 事前に役場保健福祉課

ヘ予約申し込みをしてください。

河川愛護モニター募集

利根川上流工事事務所川俣出張所

合048(563)1992

国土交通省では、河川をやさしく

見守ってくださる河川愛護モニター

を募集します。

◇期間平成14年 7 月 1 日から平成

16年 6 月 30 日までの 2 年間

◇対象河川利根川

◇応募資格 明和町、千代田町、大

泉町に在住し、利根川付近に住む

20歳以上のかた

◇謝礼実費程度

◇応募期限 5 月 24 日虚）

◇応募に関する問い合わせ 国土交
通省利根川上流工事事務所川俣

出張所へ

花こよみ

オ
ダ
マ
キ

は

3 月の播種

オダマキ（開花5月～6月）

カスミソウ（開花4月下匂～6月下匂）

ナデシコ（胴花5月～6月）など

平成14年 3 月 10 日（日） (18) 



くらし
の
惰輻

町の無料法律相談

日時＝ 4 月 10 日(7J<)

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝蓮見弁護士
受付＝ 4 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。（受付順）

乳幼児健診

日時＝ 4 月 11 日（木）

午前 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 12年 4 月、 13年 4 月． 9

月・ 12月生

健 康 火
火

-l—Ill 

日時＝ 4 月 2 日因

午前 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝乳幼児・成人

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 4 月 15 日旧）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金

相

相 吾火
ロ火

日時＝ 4 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時
場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 4 月 18 日（木）

午前10時～午後 4 時
場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>国民年金保険料[>水道料金

納期限＝ 3 月 29 日直

公開制作ワークジョップ
参加者募集

県立館林美術館

fl (72) 8190 

県立館林美術館では「ニルス＝ウ

ド展自然へ」 (3 月 30 日(±)~ 5 月 26
日（日））の開催に先立ち、ドイツの現代

作家を招いて屋外制作を行います。

その制作の手伝いをしながら作家の

美術表現に触れるワークショップを

開きます。次のとおり参加者を募集

しますので、ぜひご参加ください。

◇日時 3 月 26 日（灼～ 28 日（木） 午後

2 時～ 4 時ころ

◇場所群馬県立館林美術館前庭

◇講師ニルス＝ウド氏

◇内容屋外制作の補助と作家との

対話

◇募集人薮 40名（先着順）
◇応募万法 3 月 12 日（灼から 22 日ぽ

までに、電話またはファックス

(72) 8338 で県立館林美術館へお

申し込みください。

ドイツの現代作家

ニルス＝ウド展自然へ

県立館林美術館

ft (72) 8190 

ニルス＝ウドは、自然の美しさを

引き出すため、野外で樹木や花な

どを用いた造形を行い、これを写

真作品として完成しています。本

展では、 1970年代から現在までの

作品約130点に、作家が来日して美

術館の屋外で制作する作品を加え、

日本で初めて同作家の全貌を紹介

します。

◇日時 3 月 30 日(±)~ 5 月 26 日（日）

午前 9 時30分～午後 5 時（入館

は午後 4 時30分まで）

◇休館日 4 月 29 日（月）と 5 月 6 日

旧）を除く毎月曜日、および 5 月

7 日伏）

◇会場 群馬県立館林美術館展示

室および美術館屋外スペース

◇観覧料一般800円、大高生400

円、中学生以下および障害者手

帳をお持ちのかたとその介護者

1 名は無料

◇関連行事 ► 作家によるワーク

ショップ ► 作家・子どもによる

ギャラリートークレ学芸員によ

る解説会 ► 一般・子ども向けワ

ークショップほか

◇問い合わせ 群馬県立館林美術館

親と子のつどい
「新緑の中で」

県立東毛少年自然の家
合0277(78)5666

若葉萌える茶臼山の自然に親し

み、親と子のふれあいを深めましょ
う。

◇日時 5 月 3 日⑤～ 4 日田 1 泊

2 日

◇会場 東毛少年自然の家とその周

辺（薮塚本町）
◇対象小学校、中学校、特殊教育

諸学校の児童生徒とその保護者

◇定員 100人（定員になり次第締

め切ります）

◇参加費 2,600円

◇申し込み・問い合わせ 3月 15 日
面から 4 月 20 日山までに、電話で

郵便番号、住所、氏名、性別、学

年、電話番号を東毛少年自然の家

にお知らせください。

館林高等学校
定時制課程生徒募集

県立館林高等学校

合 (72)4307

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業したかた、また

は平成14年3月に卒業見込みのか

た、並びに中等教育学校の前期課

程を修了したかた、または平成14

年3月に修了見込みのかた等

◇募集定員 40名（男・女）

◇入学願書受付日 3月 26 日因 午
前 9 時～午後 4 時

◇学力検盃・作文・面接 3 月 27 日困

※詳しくは、県立館林高等学校へお

問い合わせください。

緑 化 講 座

群馬県緑化センター

fl (88) 7188 

◇テーマ 春の花壇の手入れ

◇日時 3月 27 日困午前10時～正

午（雨天決行）

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師 フラワーデザイナー 青

田和子先生

◇募集人員 50名（先着順）

◇費用無料

◇申し込み 3月 26 日因までに県緑
化センターへ

(19) 平成14年 3 月 10 日（日）
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る
と
、
筆
頭
茶

頭
に
と
り
だ
て
ら
れ
、
側
近
と
し
て
重

利
休
忌

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
の
数
年
間
で
利

休
は
茶
の
湯
を
大
成
さ
せ
、
天
下
一
の

宗
匠
（
和
歌
・
俳
句
・
茶
道
な
ど
の
師

匠
）
と
し
て
、
茶
頭
以
上
の
存
在
と
な

っ
て
絶
大
な
権
勢
を
誇
り
ま
し
だ
。

し
か
し
、
利
休
と
秀
吉
の
間
に
は
、

や
が
て
少
し
ず
つ
亀
裂
が
生
じ
始
め
ま

す
。
天
正
十
九
年
(
-
五
九
一
）
正
月

二
十
二
日
、
秀
吉
の
弟
で
、
利
休
と
も

非
常
に
親
し
い
閻
柄
で
あ
っ
た
秀
長
が

没
す
る
と
、
事
態
は
一
挙
に
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

利
休
が
秀
吉
の
命
に
よ
り
切
腹
し
だ

の
は
、
そ
れ
か
ら
一
か
月
あ
ま
り
後
の

二
月
二
十
八
日
（
新
暦
で
は
三
月
二
十

八
日
）
。
利
休
が
大
徳
寺
山
門
に
自
ら

ふ
そ
ん

の
木
像
を
置
い
だ
こ
と
が
不
敬
不
遜
に

あ
た
る
と
い
う
の
が
、
公
の
罪
状
で
し

だ
。利

休
は
菜
の
花
を
好
み
、
自
刃
の
と

き
も
菜
の
花
を
生
け
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
合
日
で
も
、
利
休
忌
に
は
し
ば
し

ば
菜
の
花
が
供
え
ら
れ
ま
す
。
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] 町の人口と世帯 男 5,856人・女 5,812人〖
沃
~ 3 月 1 日現在（対前月比） 〈 2 月中の動き〉 x 

葛世帯数 3,469 戸（＋ 2) 出生 7人・死亡 14人虐
］人口総数 11 :668人(- 15) 転入 25人・転出 33人：

I 2 月の救急車出動回数 [ 
塁急病 21 件 交通事故 3件 その他 4件 合計 28件夏
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江
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※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成14年 3 月 10 日（日） (20) 
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